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金ヶ崎遺跡5号墳出土多孔銅鍍

金ヶ崎遺跡5号墳出土鉢



序

西に木曽川、北・東・南を丘陵地に囲まれ、東から西に可児川が流れる御嵩町

は、豊かな自然の中に多くの文化財を残す町です。

このたび、国士交通省による東海環状自動車道（八百津～笠原）建設工事に伴

い、可児郡御嵩町比衣に所在する金ヶ崎遺跡の一部と青木横穴墓の発掘調査を実施

しました。

金ヶ崎遺跡は、発掘調査前まで古墳時代後期の古墳群であると考えられていまし

た。ところが今回の調査によって、弥生時代後半から古墳時代初頭にかけての住居

群と方形周溝墓群・古墳時代中期の古墳・古墳時代後半の住居群を確認することが

できました。さらに、方形周溝墓から出土した多孔銅錬が、東海地方を中心に全国

で約30例、岐阜県では4例目となる貴重な出土遺物であることがわかりました。ま

た南東斜面には、中近世墓が100基以上も存在することを確認し、短期間に存在し

た遺跡ではなく、長い間人間の生活域であった複合遺跡であることがわかりまし

た。金ヶ崎遺跡のすぐ北に位置する青木横穴墓も、6世紀後半から7世紀前半につ

くられた遺跡であることがわかりました。

包含層から出土した旧石器時代の遺物も含め、本報告書が埋蔵文化財に対する認

識を深めると共に、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作成にあたりまして、

多大な御支援・御協力をいただいた関係諸機関並びに関係者各位、御嵩町教育委員

会、地元地区の皆様に深く感謝申しあげます。

平成15年3月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎



例 言

本書は、岐阜県可児郡御嵩町比依に所在する金ヶ崎遺跡(21521-09630他）・青木横穴墓(21521

-07360）の発掘調査報告書である。

本調査は、東海環状自動車道（八百津～笠原）建設事業に伴うもので、国士交通省中部地方整備

局から岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は財団法人岐阜県文化財保護センターが実

施した。

発掘調査は、八賀晋三重大学名誉教授の指導のもとに、平成13年度に実施した。

発掘調査及び整理作業の担当などは本書第1章第2節に一括掲載した。

本書の執筆分担は目次に示した。また、編集は早野が行った。

発掘調査における作業員雇用、現場管理、掘削などの業務と、遺物の洗浄・注記は、㈱小池士木

に委託して行った。

遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

地形測量・空中写真測量は、㈱イビソクに委託して行った。

遺物の分析・保存処理については次の業者に委託して行った。その結果は第7章に掲載した。

・方形周溝墓出土多孔銅嫉の保存処理………………………．．……･……側元興寺文化財研究所

・方形周溝墓出土多孔銅嫉の分析…………….．………･…（独立行政法人）東京文化財研究所

・方形周溝墓、竪穴住居跡、中近世墓出土金属製品の保存処理…………奈良文化財技術協会

・方形周溝墓出土土器の分析……･……．．…………………………………………㈱パレオ・ラボ

発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第であるo敬称・肩書き略、五十音順）

赤津徳明赤塚次郎安藤英男小笠原好彦栗谷本真畜藤基生鈴木昭美鈴木元

高木宏和高野陽子長瀬治義早野浩二藤津良祐藤村俊古木辰夫広瀬和雄

吉田正人和気清章渡辺博人御嵩町教育委員会比衣地区自治会

本文中の方位は、国士座標第Ⅶ系の座標北を示している。

土居及び土器類の色調は、小川正忠・竹原秀雄1999.2001「新版標準土色帳」（日本色研事業

株式会社）による。

遺構の略号は、下記のものを用いた。

柵列………SA竪穴住居跡………SB方形周溝墓、古墳………sx溝………SD

掘立柱建物跡………SB士坑………SK中近世墓………sz柱穴、小穴………P

遺構番号は、原則として発掘調査時のものを用いた。遺構番号は、01番から始まり同じ番号でも

複数の遺構が存在するものについては、番号の後ろに枝番をアルファベットでつけ加えた。

遺物番号は、遺構を優先して竪穴住居跡・掘立柱建物跡→方形周溝墓・古墳→溝→士抗→中近世

墓→小穴→包含層の順に付した。土器を1番、金属製品を301番、石器・石製品を401番から付

した。青木横穴墓は、すべての遺物を通して1番から付した。同一遺物については、枝番を付し

た。

調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1節発掘調査に至る経緯1

第1章調査の概要

第1節調査に至る経緯

金ヶ崎遺跡および青木横穴墓は岐阜県可

児郡御嵩町比衣に所在し、東海環状自動車

道建設予定地と一部が重なる位置にある。

この東海環状自動車道建設事業に先立ち

国土交通省中部地方建設局多治見工事事務

所から岐阜県に工事計画が示された。自動

車道建設区域が周知の埋蔵文化財包蔵地と

して『改訂版岐阜県遺跡地図」（岐阜県教

育委員会1990）に登録されている両遺跡の

範囲内を通過することから、平成11年度に

同教育委員会文化課、御嵩町教育委員会と

共に、当センターが分布調査を行った。そ

の結果、金ヶ崎遺跡（当時は金ヶ崎古墳群

という認識であった）には、明らかに墳丘

らしきマウンドがあることが確認できた。

さらに墳丘と墳丘の周辺から表採した遺

物や地形の様子から、古代集落が立地する
図1金ヶ崎遺跡青木横穴墓位置図
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2第1章発掘調査の経過

可能性が極めて高いと思われた。そこで、周知の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査に先行して周辺の状況

を調べるため、集落が存在する可能性が最も高い4,600㎡のうち周知の埋蔵文化財包蔵地の調査で掘

削する1,600㎡を除いた3,000㎡を対象として、その5%である150㎡で試掘・確認調査を行うこと

とした。

試掘・確認調査は平成12年6月1日から6日までと同月28日・29日の延べ6日間行った。試掘・確

認調査の結果、金ヶ崎地区の遺跡は周知の古墳群の他に上部構造が滅失した方形周溝墓・古墳（当時

は古墳という認識）が存在し、また、弥生時代から奈良時代にかけての竪穴住居跡群（集落遺跡）が

存在することがわかった。

この結果を踏まえて、平成12年度岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討委員会を開催し、当初予定してい

た青木横穴墓1基と金ヶ崎遺跡発掘調査の面積1,600㎡の他に、金ヶ崎地区3,300㎡の本発掘調査、

合計4,900㎡必要であると判断した。

以上の結果から、財団法人岐阜県文化財保護センターが岐阜県から委託を受け、平成12年7月3日

から金ヶ崎遺跡の発掘調査を開始した。

なお、青木横穴墓については、周知の埋蔵文化財包蔵地であるため平成12年5月8日から発掘調査

を開始した。

注）後述するが、周知の埋蔵文化財包蔵地としての金ヶ崎遺跡の名称は、『金ヶ崎古墳群（1号古墳～8号古墳)」で

あったが、発掘調査によって、方形周溝墓をはじめ古墳・竪穴住居跡・中近世墓なども発見され、文化財保護法

第57条の6の遺跡の発見通知に基づいて『金ヶ崎遺跡』として県の遺跡台帳に登録されている。
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図3金ヶ崎遺跡周辺図
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第2節発掘調査の経過と方法5

第2節発掘調査の経過と方法

1調査期間

平成12年4月1日～平成13年3月28日

2グリッド設定方法…･･…･金ヶ崎遺跡について（図4）

調査開始前に行った地形測量終了後、国士座標の北を基準として5m×5mのグリッドを設定し

た。グリッドの名称は、北から南に向かって1～48行、西から東に向かってA～Uとした。

3調査対象面積（基数）（図3．5）

・金ヶ崎遺跡…………4,900㎡・青木横穴墓…．．……･1基

4調査の経過（表1）

平成12年5月8日に、委託業者によって調査区の現況地形測量を行った。金ヶ崎遺跡は、試掘・確

認調査が必要であったため、青木横穴墓から発掘作業をはじめた。人力で横穴墓内の流士を除去し、

6月中頃より実測を開始し、11月中旬まで横穴墓内の実測を行った。

金ヶ崎遺跡は、7月3日から発掘作業を開始し、当初より確認していた4基の古墳（後に方形周溝

墓に変更）を除く3,300㎡あまりを重機によって表土除去した。4基の古墳部分は人力で表土除去を

行った。その際、墳丘および周溝部分やその周辺から多数の中近世墓を検出したので、その実測を行

った後、人力で墳丘面までと周溝部分の掘削を行った。

主な遺構の調査と金ヶ崎遺跡・青木横穴墓調査の経過は、表1の通りである。多種類の遺構が検出

されたため、掘削と実測は同時進行になった。また、青木横穴墓の調査については、7月3日以降雨

天の日を調査日にあて実測作業を行った。

表1金ヶ崎遺跡・青木横穴墓発掘調査経過表①地形測量②空中写真測量（金ヶ崎遺跡のみ）

’

遺
跡

年度 13年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

金
ヶ
崎

調査準備

試掘・確認調査

包含層の掘削

住居の検出・実測

住居の掘削

方形周溝墓の検出・実測

方形周溝墓の掘削

中近世墓の検出・実測

中近世墓の掘削
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6第1章発掘調査の経過

5主要な遺構の調査経過と方法

く金ヶ崎遺跡＞

(1)竪穴住居跡および掘立建物跡の調査と方法

試掘・確認調査によって遺構面近くまで表土および耕作士が堆積していることが確認されたため、

その部分の表土の除去は重機を用いた。また、伐採によって杉の木の根が残っているところが多数あ

ったので、その多くは遺構を傷つけないように人力で伐根した。

住居跡の掘削は、主軸設定とともに四分割して四分法を原則とした。ただし、急斜面に立地する住

居の多くは、谷側の1/2前後が崩落しており、四分法を用いないものもある。また、切り合いの関係

を確認するために変則的な分割を行った。

住居跡の実測は、調査区全面を1/50の縮尺で空中写真測量を行い、加えてより詳細を期すために

1/20の縮尺で平面図・断面図を手測りで作成した。

遺物は、主なものを1/20図に記録してから取り上げ、残りは分割したブロックごとに取り上げた。

掘立柱建物跡の掘削は、空中写真測量と写真撮影の効果を出すため、掘り方部分を10cm、柱穴部分

をもう5cm掘り下げた。その後、断面の記録をとるために柱列の軸線を考慮して半裁した。

掘立柱建物跡の実測は、全面を1/50の縮尺で空中写真測量を行い、加えてより詳細を期すために、

1/20の縮尺で平面図・断面図を手測りで作成した。

遺物は、柱穴ごとに取り上げた。

(2)方形周溝墓

・1号方形周溝墓(SX01)

墳丘の南半分が削平を受け、東半分が削平や盗掘を受けていたため、まずその断面を精査し実測を

行った。また、残った墳丘部の中央から北の部分に土居観察用のアゼを2本残し、人力で墳丘面まで

掘削した。土居観察用のアゼの一本を墳丘端部の確認用とし、もう一本を墳丘断面の確認用とした。

墳丘端部確認用のアゼを観察しながら残った墳丘面の端部の確認と墳丘から周溝への変化点がないか
を確認した。

遺構の実測は、墳丘平面を1/20の縮尺で空中写真測量を行い、墳丘断面は盗掘坑断面や後世の削平

断面も含め1/20の縮尺で手測りで行った。

遺物は、グリッドごとに取り上げたが、盗掘坑とその下の掘り込み部分の土はふるいにかけて遺物
の確認を行った。

・2号方形周溝墓(SX02)

墳丘の北半分と南の南西部分が削平を受けていた。墳丘面にあった木の伐根や墳丘全体の清掃をし

た後、削平を受けゴミ穴になっていた墳丘南西部を掘削し、中から多数の遺物を確認した。また、掘

削を受けた北半分の断面をきれいにし、主体部を含む墳丘面の確認を行った。また、墳丘周辺を人力

で精査し周溝を確認し、周溝部分は十字アゼを残し掘削した。

墳丘面の実測は、1/20の縮尺で空中写真測量を行い、墳丘断面・周溝断面実測については、1/20の

縮尺で手測りを行った。断面で確認された主体部は、短軸方向に断面を残し掘削し、1/10の縮尺で平
面・断面実測を行った。

遺物は、周溝部分については主立ったものを1/10の手測りで実測し、残りは主体部・墳丘部4プロ
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ツク・周溝部4ブロックに分けて取り上げた。

・3号、5号、6号、7号、14号方形周溝墓(SX03．05．06．07．14）

墳丘面とその周辺の清掃を行い、墳丘を痛めない様に伐根を行った。表土掘削時から主体部の主軸

を求めて十字にアゼを残して墳丘を分割した。その後、それぞれのブロックを順番に掘削し墳丘面と

思われる部分で止めた。周溝部は、墳丘部から続くアゼを挟んで少しづっ掘削した。その結果、3号

方形周溝墓は、6号・7号。14号方形周溝墓と溝が重なっていることを確認した。また、5号方形周

溝墓についても6号方形周溝墓の溝と重なっていることを確認した。墳丘も当初考えていた円形では

なく方形であることを確認したo3号・5号とも墳丘面に主体部の存在を確認し、主体部用に3号は

十字に、5号は主軸に直交する形でアゼを残し、主体部を掘削した。空中写真測量後、主体部のアゼ

と連動してアゼを残し墳丘盛土を掘削した。

遺構の実測は、1/20の縮尺で空中写真測量を行い、墳丘断面・周溝断面実測を1/20の縮尺で手測り

し、主体部は、平面を1/10の縮尺で手測りで実測し、主体部断面を1/20で墳丘断面図に合成した。

遺物は、それぞれ4分割した主体部（5号方形周溝墓主体部は3分割)、墳丘部・周溝部に分けて

取り上げた。

・4号古墳

4号古墳の墳丘部と考えられていた墳丘部分は、主に操やその他の遺物を集めて積み上げられてい

たもので遺構ではなかった。

・9号方形周溝墓・10号古墳(SX09．10)

9号方形周溝墓・10号古墳は、試掘確認調査によって周溝部分が確認されたが、墳丘面の高まりが

なかったため表土・耕作士のほとんどは、重機で除去した。その後、人力で遺構面を精査し周溝を確

認すると共に、主体部の残存状況を確認したが、主体部はほとんどなかった。墳丘周溝の形を確認

後、墳丘の形を参考に、墳丘端部から周溝部の堆積を確認するため十字にベルトを残して掘削を行っ

た。

遺構の実測は、1/20の縮尺で空中写真測量を行い、墳丘断面・周溝断面実測を1/20の縮尺で手測り

した。

遺物は、墳丘・周溝の各ブロックごと、居位ごとに取り上げた。

・11号、12号。13号。15号方形周溝墓(SX11．12．13．15)

11号から15号までの方形周溝墓は、周知の遺跡でもなく、試掘・確認調査でも確認されていなかっ

たので、計画的な調査にはならなかった。墳丘部分に高まりはなく、周溝部分の検出により初めて遺

構の存在を確認したので、主体部の詳しい調査はできなかった。検出後周溝を含めた墳丘部分の形状

を確認した上で、十字にアゼをもうけて周溝部を掘削したo15号については方形周溝墓という認識が

遅く、周溝部分に設定したアゼは遺構全体を意識したものにはなっていない。

遺構実測や遺物の取り上げについては、9号方形周溝墓・10号古墳と同じである。

・中近世墓

中近世墓は、そのほとんどが2号・3号・5号。12号方形周溝墓の周辺やその他の方形周溝墓の周

溝部分で検出しているため、方形周溝墓部分を掘削する中で検出し、方形周溝墓の掘削・実測を行う

前に平面・断面実測を行った。遺構の検出後、長軸方向に目印釘を打ち、それを軸に平面・断面実測
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を1/20の縮尺で手測りで行った。また、空中写真測量でも方形周溝墓の測量を行う中で、1/20の実測

図面ができあがったものもある。

遺物は、実測図に記録できるものは記録し、後は遺構一括で取り上げた。

遺構実測・遺物の取り上げについては、9号方形周溝墓・10号古墳と同じである。

なお、上記の主要遺構の写真の記録は、空中写真測量時にラジコンヘリによる撮影・脚立を利用した

撮影・地上からの撮影によって行った。

＜青木横穴墓＞

玄室南部→入り口南部→玄室北部→入り口北部の順で掘削・検出を行い遺構内部の状況を確認し

た。

その後、1/10の縮尺で遺構内の土砂の堆積状況・内部平面・立面の実測を手測りで行った。

遺物は、その都度層位を確認しながら取り上げた。

6遺跡・遺物公開

平成13年2月14日に記者発表を行い、同月18日に現地説明会を開催し418名の参加をみた。

7遺物・調査記録の整理作業

平成12年度・13年度に出土遺物・調査記録の整理作業を行った。作業の基本的な流れは次のとおり

である。

遺物の洗浄→土器の硬化剤処理→遺物の注記→土器の接合→遺物の実測・観察表の作成→

遺構・遺物実測図の製図→遺物の写真撮影→図版作成→遺物・調査記録の収納・保管

なお、本報告書の執筆は、上記の作業と並行して行った。金属製品などの保存処理・科学分析は適

宜行った。

8発掘調査及び整理作業の体制

平成12年度平成13年度

理事長服部卓郎服部卓郎

専務理事兼事務局長原隆男成戸宏二

常務理事兼経営部長二山晃福田安昭

経営部次長兼経営課長坂東隆福田照行

調査部長高橋幸仁武藤貞昭

調査次長武藤貞昭片桐隆彦

担当調査課長片桐隆彦高木徳彦

担当調査員成瀬正勝早野寿人

早野毒人

整理作業従事者国井′悦子広瀬みどり岩田のり子

山田弘子大野里美大塚道子

小木曽美智

なお、平成12年度の発掘調査においては、作業員雇用、現場管理、掘削などの業務及び遺物の洗

浄・注記を㈱小池土木に委託して行った。
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第1節遺跡周辺の立地・環境9

御嵩町は、町の中央やや南寄りを東西に流れる可児川によって形成された平坦地と、それを取り巻

く可児盆地の東部にあたる丘陵・台地に北・東・南を囲まれ、これらの丘陵・台地を可児川の支流と

なる小河川が浸食してできる複雑で入り組んだ小平地と谷筋とで形成されている。

町域の地質は、町内北部一帯のチャート・頁岩・粘板岩．砂岩の堆積岩からなる「中．古生層」

と、東部で鬼岩を中心として露出する「花南岩帯」の2つが基盤岩となり、その上に新生代の「第三

紀・第四紀」の地層が覆っている。丘陵・台地の基盤となっている地質は、その大半が新生代第3紀

中新世層「中村層」「平牧層」とよばれる凝灰質砂岩（当地域でサバとよぶ）で、この岩盤の上にそ

の風化士、堆積士が重なっている。この基盤の「中村層」は燃料として活用された亜炭を、「平牧層」

は動物化石を多く含んでいる。金ヶ崎遺跡の基盤層にも亜炭が含まれ、亜炭坑が存在した。

金ヶ崎遺跡・青木横穴墓は、御嵩町の西部比衣地区に位置している。この地区は、国道21号線の北

側にあたり、入り組んだ高台が広がる。これらは、河川の浸食・堆積によって作られた河岸段丘で、

金ヶ崎遺跡はその中の比衣顔戸段丘上に位置し、青木横穴墓はその西側の高倉野段丘の南東のヘリに

あたる。金ヶ崎遺跡の河岸段丘は南西から北東に広がり、尾根から南東に面した斜面に遺跡が展開す

る。南には可児川と顔戸地区･可児市柿田地区を見渡せる標高120mから130mに位置する遺跡である。

段丘の南側には段丘に沿って集落が展開し、集落の南には可児川を挟んで耕作地が展開する。段丘

上は、森林部分と段丘斜面を削って住宅地になっている。段丘の北西側の平坦地は、耕作地になって

おり、さらに北に向かうと青木横穴墓や高倉野の段丘上に展開する住宅地に至る。

第2節周辺の遺跡（図6．表2）

『改訂版岐阜県遺跡地図』(1990年）によると、御嵩町には、240を超える遺跡が記されている。

御嵩町では、旧石器・縄文時代の遺物が採集されているが、具体的な遺構は見つかっていない。弥

生時代も中期と後期の遺物が採集されているが、具体的な遺構は見つかっていない。

古墳時代の遺跡は古墳が主で、上記の遺跡地図には190以上が記されている。町内では、可児川の

北に位置する、南面した丘陵地に多く分布している。可児川の南に位置する、北面した丘陵地にもい

くつか分布するが、圧倒的に川の北側の丘陵地に分布するもののほうが多い。

御嵩町内で、古墳のまとまりを見てみると、可児川と木曽川に挟まれた伏見台地上から、その東に

位置する比衣地区まで分布する「伏見古墳群」と、町の中心から東方の上之郷地区までを含めた地域

に分布する「中古墳群」に大別される。金ヶ崎遺跡および青木横穴墓は、「伏見古墳群」の中に位置

する遺跡である。

「伏見古墳群」には、古墳時代前期の高倉山古墳（29）（前方後方墳）と東寺山1号古墳（16）（前

方後方墳という説が有力）・東寺山2号古墳（17）（前方後方墳）がある。これらは、「伏見古墳群」

の中核となる古墳で、古墳時代前期にこの地方を治める有力者の存在がうかがえる。御嵩町の西方の
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第2節周辺の遺跡11

表2周辺遺跡一覧表

､1金ヶ崎遺跡(弥生～近世） 27神崎山古墳(古墳） 53恵観寺山古墳群(古墳）

2青木横穴墓(古墳） 28山田横穴1号～7号古墳(古墳） 54庚申塚古墳(古墳）

3長塚古墳(古墳） 29高倉山古墳(古墳） 55大平山ノ神古墳(古墳）

4野中古墳(古墳） 30念事ケ平1～2号古墳(古墳） 56神宮古墳(古墳）

5西寺山古墳(古墳） 31稲荷山古墳群(古墳） 57新木野古窯跡(平安）

6長畑1～2号古墳(古墳） 32柿田古墳(古墳） 58大王寺南古墳(古墳）

7新町墓地古墳(古墳） 33北ヶ洞1号古墳(古墳） 59大王寺古墳(古墳）

8桐野1号古墳(古墳） 34北ケ洞2号古墳(古墳） 60池西古墳(古墳）

9桐野2号古墳(古墳） 35顔戸南遺跡(弥生～中世） 61新木野群集墳(古墳）

10桧下古墳(古墳） 36柿田遺跡(縄文～近世） 62新木野古墳(古墳）

11大塚古墳群(古墳） 37前山古墳群(古墳） 63長瀬山古墳(古墳）

12小貝戸1号古墳(古墳） 38比衣金ヶ崎古窯群跡(平安） 64菖蒲池古墳(古墳）

13生沢古墳(古墳） 39顔戸山ノ神遺跡(弥生．古墳） 65真名田古墳(古墳）

14伏見狐塚古墳(古墳） 40杉ヶ洞古墳群(古墳） 66鈴ケ森古墳(古墳）

15堂根古墳(古墳） 41馬乗洞古窯跡(古墳） 67雷神山古墳(古墳）

16東寺山1号古墳(古墳） 42比衣丸山古墳(古墳） 68山の神古墳(古墳）

17東寺山2号古墳(古墳） 43打越古墳群(古墳） 69天神塚古墳(古墳）

18セツ塚古墳群(古墳） 44坂本天神山古墳(古墳） 70天神ヶ森古墳(古墳）

19しやもじ塚古墳(古墳） 45市洞1～6号古墳(古墳） 71キッチョ洞古墳(古墳）

2O粘り塚古墳(古墳） 46諏訪神社古墳(古墳） 72今井白山神社1～4号古墳(古墳）

21大洞白山塚古墳(古墳） 47坂本古墳群(古墳） 73宝塚古墳(古墳）

22新発知古墳群(古墳） 48顔戸城跡(中世） 74春日神社古墳(古墳）

23伏見白山神社古墳(古墳） 49陣ケ峰群集墳(古墳） 75愚渓寺天神山古墳(古墳）

24伏見廃寺(白鳳） 50花塚古墳(古墳） 76禅堂平西古墳(中世）

25伏見寺東古窯跡(奈良．平安） 51顔戸藤塚古墳(古墳） 77禅堂平古墳(古墳）

26巣本古墳(古墳） 52栢之木経塚(近世） 78愚漢寺稲荷古墳(古墳）

可児市前波地区にも古墳時代前期の古墳が存在する。それらは、西寺山古墳（5）（前方後方墳）・野

中古墳（4）（前方後円墳）・長塚古墳（3）（前方後円墳）からなる「前波古墳群」で、「伏見古墳

群」の中心的な古墳に続く古墳群と考えられている。

「伏見古墳群」のその他の古墳の中には、比衣坂本にある坂本天神山古墳（44）（円墳）・比衣丸山

古墳（42）などがある。天神山古墳は、南に開口した横穴式石室を有する大型円墳である。丸山古墳

は、玄室と羨道部の境のない無袖式石室の基底部が残存していた。遺物には、6世紀前葉の須恵器を

はじめ、土師器・玉類・鉄製品が出土している。さらに、伏見台地の西端に位置する伏見大塚古墳群

（11）の1号古墳は、竪穴式石室を有する円墳と考えられていたが、地形測量図等から方墳の可能性

も考えられている。

近年発掘された顔戸南遺跡（35）では、古墳時代の集落跡が見つかっており、この時代の人々 の生

活の様子も明らかになってきた。

古代には、寺院が建立されたのではないかと思われる3つの遺跡が確認されている。願興寺廃寺・

伏見廃寺（24）・送木廃寺の3寺で、いずれも軒丸瓦・軒平瓦などが表採されている。特に、願興寺

廃寺から表採された軒丸瓦から、この寺院の建立が白鳳時代にさかのぼる可能性も考えられている。

さらに、古代の官道の一つである東山道が、隣接する可児市を含めたこの地域を通っていた可能性

が高いと考えられている。

中世では、金ヶ崎遺跡の東に顔戸城跡（48）が位置している。
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第1節基本層序（図7）

金ヶ崎遺跡と青木横穴墓の両遺跡の基本層序があるが、ここでは金ヶ崎遺跡の基本居序のみとす

る。青木横穴墓については、遺構図で確認していただきたい｡

金ヶ崎遺跡における層序は、試掘・確認調査の結果をもとに、基本的に以下のように区分して調査

を進めた。大きく上層から下層の順番にI～Ⅳの4層に分層したC

l層：調査前の地表を覆う表土で、調査区の北半分は畑地として利用されていたので、現代の耕作士

の上に堆積していた表土と考えられる。南半分は山林の部分があったので、表土として腐葉土

が混じっているところがある。

Ⅱ層：調査区の北半分は畑地であったため、Ⅱ層は耕作土ということになる。耕作士は、場所によっ

て堆積状況が異なるが、調査区内の比較的平らな所にはほぼ確認することができた。また、尾

根筋から南東。南・北西・西にかけての斜面には尾根筋から流れ込んできた流土が堆積してい

た。耕作土は、にぶい黄橿色や褐色をしており、砂岩やチャートの亜角傑を含む場合があった。

流士は、しまりがなく、操をあまり含まない場合もある。

これらの地層からは、近現代の遺物が多数出土しており、比較的新しい時代に形成されたも

のと思われる。

Ⅲ層：|日地表士。金ヶ崎遺跡ではポイントとなる地層で、各方形周溝墓の墳丘部では、この地層の上

に盛土をして墳丘を積み上げている。

一般的にa層、b層の2種類に分かれ、上層のⅢa層が黒色士でしまりがある。下層のⅢb

層は、灰褐色士で同じくしまりがある。弥生時代のものと考えられる士坑が、このⅢb層上面

から掘り込んで作られていたり、弥生時代後半の竪穴住居跡をこのⅢb層上面で検出した。

Ⅲa層のやや上面から中近世墓の墓坑が掘り込まれていたり、方形周溝墓の周溝部分に堆積

したⅢa層の流土上面に、7世紀後半の須恵器などが出土していることから、この'日地表面が、

弥生時代後半から古代にかけて風化・堆積を繰り返しながら人々 の生活面であったものと考え

られる。

南東斜面の谷筋では、このⅢa居が堆積しているところもあった。

Ⅳ居：地山。調査区の北と南ではやや様相を異にする。北半分では、明褐色で粘質の士が多くその中

に、直径1～3cmほどの亜角撰のチャートや砂岩を含む。少し掘り込むと、含まれる操の大き

さが握り拳大になり、その下に凝灰質砂岩の岩盤が見られるところがある。これは、北半分が

丘陵地の尾根筋にあるためかと思われる。南半分は、南東から南に向かう斜面になり、北半分

で見られた粘質の土壌ばかりではなく、チャートや砂岩の握り拳大の亜角撰を含む明赤褐色土

や明褐色土が直接見られる場合が多い。谷筋には、これらの士が流士として堆積しているとこ

ろもあった。1番下の凝灰質砂岩の岩盤がみられるところもあり、この岩盤を掘り抜いて竪穴

住居を建てているところもあった。
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(|）基本層序

I表土

Ⅱ流土、耕作土

Ⅲ旧表土

Ⅳ地山
辿叫umm

(2)SXOI周辺基本居序

稀
表土

流土、耕作士

7.5YR2/1黒色士(0.5～3cm砂岩角牒を少量含む、しまり有り、上面に炭化物を少量含む）

7.5YR4/2灰褐色(0.5～2cm砂岩角牒を少量含む、しまり有り）

7.5YR5/6明褐色粘質士(0.5～1cm砂岩角撰、同大チャート亜角喋を少量含む、しまり強）

7.5YR6/6橿色粘質士(0.5～1cm砂岩角喋、チャート角牒を極少量含む、しまり強）

7.5YR5/8明褐色m(0.5～10cm砂岩角撰多、1～10cmチャート角牒極少）まじり粘質土）
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(3)SX03周辺基本層序

〃〃 表土

7.5YR5/4にぶい褐色士(0.5～1cm砂岩角喋を含む、しまりなし）

7.5YR5/2灰褐色士(1～2cmチャート亜角牒を少量含む、しまりなし）

7.5YR5/3にぶい褐色士(0.5cm砂岩角撰を含む、しまりなし）

7.5YR5/2灰褐色士(0.5～4cm砂岩角牒を含む、しまりなし）

7.5YR2/1黒色士（上面に炭を少量、0.5～1cm砂岩角撰を少量含む、しまり有り）

7.5YR4/2灰褐色士（操を含まず、しまり有り）

7.5YR6/6橿色粘質士(0.5～5cm砂岩角牒を多く含む、しまり強）

7.5YR6/4にぶい橿色粘質士(0.5～2cm砂岩角喋を含む、しまり強）
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10YR6/4にぶい黄燈色土(3～8cmチャート亜角牒を多く含む、しまりなし）

7.5YR5/6明褐色土（操を含まず、しまりなし）

7.5YR4/2灰褐色士（操を含まず、しまりなし）

10YR4/2灰黄褐色士(4～7cmチャート亜角僕を少量含む、上面ほどしまり強）

10YR2/1黒色士(0.5～1cm砂岩角牒を少量含む、しまり有り）

10YR4/2灰黄褐色士(3～20cmチャート亜角牒を少量含む、しまり有り）

7.5YR5/8明褐色士(2～5cmチャート亜角牒を少量含む、しまり強）

7.5YR6/6橿色士(5～10cmチャート亜角牒を多く含む、しまり強）
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第2節遺構・遺物の概要

1金ヶ崎遺跡の時期区分について

検出された遺構・遺物の年代観に基づいて、1期からⅥ期の6時期に大きく区別する。

I期を|日石器時代・縄文時代とした。この時期は、明確な遺構は確認しておらず、遺物も石器数点

のみなので、小時期区分は行わなかった。

Ⅱ期を弥生時代後期末から古墳時代前期までとした。この時期は、多数の遺構とそれに伴う遺物が

見つかっており、多少時期幅はあるがまとまっている。

Ⅲ期を古墳時代中期から後期とした。この時期は遺構数は少ないが、遺構に伴う遺物が見つかって

おり、1時期を設定できると考えた。

Ⅳ期を古墳時代後期末から奈良時代初頭とした。この時期も遺構と遺物が出土している。

v期を平安時代中期とした。具体的な遺構は見つかっていないが、この時期の遺物が数十,点出土し

ているので、この時期を設定した。

Ⅵ期を平安時代後期から明治時代とした。この時期は、時間幅が大きいが、同一形態の遺構が平安

時代後期から江戸時代まで同一の区域に見られるので、1時期もうけた。

表3金ヶ崎遺跡時期区分

時期 小時期 時代区分・土器編年への対応

|日石器時代後期

弥生時代末～古墳時代前期・廻間I式から廻間Ⅲ式

廻間I式3段階

廻間I式4段階～廻間Ⅱ式前半

廻間Ⅱ式後半～廻間Ⅲ式

年 代

醐
一
叫

醐
一
醐
一
側

1期 3世紀中葉

3世紀中葉～後葉

3世紀後葉～4世紀前半

5世紀後半

2期

3期

Ⅲ
一
脚
一
糊

Ⅵ期 1期

2期

注）上記表中の年代は、研究者によって見解が異なる。目安として参照されたい。

2遺構の概要（付図1．図75．図110)

1)I期の主な遺構：特になし

（2）Ⅱ期の主な遺構：竪穴住居跡11軒、方形周溝墓8基、前方後方形周溝墓1基、溝6条、士坑

21基（一部検出したものを含めると11基。また周溝に士坑墓を伴うものありo)
（3）Ⅲ期の主な遺構：古墳1基

（4）Ⅳ期の主な遺構：竪穴住居跡18軒、掘立柱建物跡6軒、遺物埋納柱穴1基
5)V期の主な遺構：特になし

（6）Ⅵ期の主な遺構：中近世墓113基
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(1)1期の遺構

I期は、ナイフ形石器1，点をもって設定しているので、遺構は確認していない。

(2)Ⅱ期の主な遺構

①竪穴住居跡

廻間I式3段階の竪穴住居跡11軒を検出した。遺物の出土状況がはっきりしないSB07を除いては、

ほぼ同じ高さの等高線上に存在している。立地も比較的丘陵の尾根筋に近い所にあり、後述する7世

紀後半の竪穴住居跡群とは異なっている。また、竪穴住居跡のうち5軒を、方形周溝墓の墳丘下から

検出している。周溝に削られた状態で検出した竪穴住居跡も1軒あった。丘陵地の尾根筋に近い場所

に立地していたことと、方形周溝墓の下にあったことから、7世紀後半の竪穴住居跡よりも残りがよ

いものもある。

②方形周溝墓および前方後方形周溝墓

丘陵の尾根筋から南東斜面にかけて8基の方形周溝墓と1基の前方後方形周溝墓を確認した。その

うち7基は後世の土地利用のため墳丘面が削られていたが、3基は墳丘も残っており、主体部を確認

することができた。残りの6基も主体部断面が確認できたり、周溝が残っているものがほとんどであ

った。

残っていた3基の主体部は木棺直葬で、掘方の形状から舟底状木棺や割竹形木棺を使用していた可

能性が高い。主体部が残っていたSX05では、主体部の位置から多孔銅嫉が出士した。東海地方を中

心に多数出土しているこの銅錬は、岐阜県では4例目で、御嵩町周辺では美濃加茂市で1例確認され

ているだけである。

SX09では、周溝に士坑墓を確認した。これは、周溝部の西の端に断面半円形の士抗墓を検出した

もので、人間が1人入るほどのものである。

その他の方形周溝墓でも、主体部に木棺を置くために粘土を貼り付けたような状態が残っている部

分があった。

調査区内の1番北に位置するSXOIは前方後方形をした墳丘墓で、前方部の一部と後方部の一部に

周溝を確認している。他の方形周溝墓と比べるとやや大型で、墳丘部分も高い。

これらの墳墓群を比べてみると、大きく2時期に分けられるようである。調査区内の比較的南にあ

り、多孔銅嫉が出土したSX05のようにやや小型の方形周溝墓群と、SXOIを中心とするやや大型な墳

墓群である。ただ、出土遺物からみると、2群の間にはそれほど大きな時期差はなく、廻間I式4段

階からⅡ式後半、新しくてもⅢ式までに当てはまるのではないかと思われる。

③溝・士抗

方形周溝墓のまわりや周溝の中に多数の溝・士坑を確認できた。出土遺物が少ないのではっきりと

したことはいえないが、方形周溝墓の周溝に切られていたり、廻間I式段階の遺物などが出土してい

たことから、上の竪穴住居跡や方形周溝墓に近い時期の遺構であると思われる。

(3)Ⅲ期の主な遺構

Ⅲ期には、古墳を1基検出している。この古墳は、当初方形周溝墓群と同じように周溝を持つ弥生

時代後半から古墳時代初頭の方形周溝墓の1つかと思われていたが、周溝部から出土した遺物は、5

世紀後半の須恵器が多く、その出土状況も古墳の周溝部の底に近い部分から出土しているため、5世
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紀後半の円墳であると考えた。その墳丘部の形状も、方形周溝墓群と同じように周溝を持つが、方形

ではなくむしろ円形に近く、他の墳墓と様相を異にしている。

(4)Ⅳ期の主な遺構

①竪穴住居跡

Ⅳ期は、南東斜面で18軒の竪穴住居跡を確認した。どの竪穴住居跡も、谷側が欠損しており、住居

の全体を把握するには至っていない。ほとんど、斜面山側に竜を備え、住居内には土師器と須恵器が

混在している。切り合い関係が激しい一群があり、住み替えが何度か行われていたようである。出土

遺物から、7世紀後半のまとまった住居群かと思われる。

②掘立柱建物跡

Ⅳ期には、6軒の掘立柱建物跡を確認している。そのうち3棟が2間×4間のもので、1棟は南に

庇を持つ。また、南東斜面に建てられたものは、掘方直径60cinあまりのもので斜面に対しやや斜めに

建てられている。山側に溝が切られており、流水よけかと思われる。残りの3棟のうち2棟は総柱の

建物で、南に庇を伴う建物の東に隣接することから、その建物の倉庫の可能性が高い。他の1棟はl

間×1間の建物で、近くに須恵器を大量に集めた場所が見つかっていることから、これらの須恵器を

利用して祭而日が行われたときに使用された建物ではないかと思われる。これらの須恵器も7世紀後半
から8世紀初頭のものである。

5)V期の主な遺物

V期は、包含層から平安時代中期の灰粕陶器が出土しているだけで、遺構は見つかっていない。
(6)Ⅵ期の主な遺構

Ⅵ期の主な遺構は、中近世墓である。全部で113基検出した。ほとんど僕を伴うもので、人骨も1/3

ほどの墓から確認している。木製の棺を設置したと思われる墓もある。出土遺物は、平安時代後期か

ら室町時代・江戸時代のものがみられる。長い間継続して墓域であった可能性が高い。さらに包含層
から窯道具が見つかっていることから、付近に窯があった可能性が高い。
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3遺物の概要

(1)I期の土器

包含層からナイフ形石器が出土したが、旧石器時代なので土器は伴わない。

(2)Ⅱ期。Ⅲ期の弥生士器・土師器

この時期は、明確な遺構及び、それに伴う遺物を数多く確認しており、基本的に既存の研究（廻間

遺跡・松河戸遺跡）に基づいて（注1）以下のように分類した。

①高杯

主として、杯部の形態からA～Dの4種類に分類した。

･高杯A類：杯部に段を持ち、口径と稜径の差が

大きく杯部が比較的深いもの。口縁

部は内轡するo(廻間分類高杯A2類）

･高杯B類：杯部が椀形の高杯を一括する。

･高杯C類：有稜高杯を一括する。

･高杯D類：屈折脚を伴う有段高杯（松河戸分類高杯B類）

②器台：器台は出土数が少ないので1種類にとどめた。

脚基部が細く円錐状の脚部を持つもの。

③鉢

主として口縁部の形態からA・Bに分類した。

・鉢A類：口縁が外傾するもの。

･鉢B類：口縁が外傾しないもの。

、迦蝿_塗

豆~ロム杯噸

高杯A類

帯誌滝高杯噸

蝋高杯噸

監了
台

三二三二I－－－－
鉢A類

電溌鉢噸
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④髪

主として口縁から底部にかけての形態から、A～C類に分類した。

・髪A類：口縁部が短く外反するもの。底部は平底である。
I

｛
．髪B類：台付きの髪で口縁の形態がS字でないもの。

I
Y

A類

B類

･髪C類:S字状口縁台付髪を一括する。
7ﾃﾒj

、、

雲C類

⑤壷

主として体部と口縁部の形態・大きさからA～E類に分類し、B・C類は細分した。

・壷A類：パレススタイル壷を一括する。

巡
雲雲霞－F7重）

ﾍ、ヨ三奉壷A類

＝~房3･壷B類：壷A類に入らない大型の壷を4種類に分類した。

B1類：口縁部を外反させ口端部を肥厚させるもの。 －

、

、

／

／

／

壷BI類

B2類：口縁部をくの字に外反させるもの。

二／

Ｉ
や
、

類
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１
○
△

B3類：口縁部が短く外反するもの。

葦
ﾉ

爪､n
lllI

壷B3類

･壷C類：口縁部が二重口縁のもの。

C類

＝

塗

･壷D類：頚部が体部より長い中・小の長頚壷

を以下の2種類に細分した。

D1類：頚部と体部の比がそれほど違わない

中型の壷。

~､鋼ニプ壷DI類

^̂̂̂̂̂̂D2tl
D2類：頚部が体部より長い小型の壷。

ロ
11

卜／

･壷E類：頚部が体部より短い壷を一括する。

E類～

･壷F類：小型の丸底壷を一括する。 壷F類
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(3)Ⅲ期の須恵器

Ⅲ期の須恵器は、SX10の周溝部出土のものである。ほとんどが5世紀末のもので、杯蓋．杯身．

髪・直口壷があるo(注2)

(4)Ⅳ期の土師器

7世紀後半から8世紀初頭の竪穴住居跡・掘立柱建物跡出土のものを一括した。器種は、甑又は

鍋・髪・椀・鉢・ミニチュア土器・壷で、細分は行わなかった。

(5)Ⅳ期の須恵器

7世紀後半から8世紀初頭の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・包含層から出土している須恵器と、包含

層から出土している8世紀後半のものを含む。器種は、杯蓋・杯身・高杯・鉢・髪・横瓶・短頚壷・

長頚壷・盤があり、それ以上の細かい分類は行わなかった。

(6)V期の灰粕陶器

包含層出土の灰粘陶器を一括したo(注3)

(7)Ⅵ期のかわらけ・山茶椀・陶器

Ⅵ期の土器は複数種類があるが、つぎのような出土状況である。

かわらけは、中世墓から出土したものである。

山茶椀は、中世墓および包含層出土のものである。

陶器は、中近世墓および包含層出土のものである。陶器の器種は多種類あるが、細分はしなかった。

（注3）

(8)金属製品

金属製品は、複数の時期から出土している。

Ⅱ期の金属製品は、SX05出土の多孔銅嫉、SX02出土の鉄剣、SXOI出土鉄片がある。

Ⅳ期の金属製品は、竪穴住居跡・掘立柱建物跡出土の刀子・鉄釘がある。

Ⅵ期の金属製品は、中近世墓および包含層出土の銅銭と鉄釘がある。

その他、鉄製品が出土しているが、一部を除いて包含層出土のものである。遺構出土のものから考

えるとⅣ期の可能性が高いo(注4)

注

1)弥生時代後期から古墳時代の土器については、赤塚次郎氏、早野浩二氏、高木宏和氏の御教示によるところが大
きい。

2）須恵器については、渡辺博人氏の御教示によるところが大きい。

3）陶器類につては、藤津良祐氏の御教示によるところが大きい。

4）金属製品の実測・トレースについては、津村雄一郎氏（当センター職員）の協力を得た。



第2節遺構・遺物の概要23

(9)石器類

金ヶ崎遺跡からは合計64‘点の石器類が出土した。各器種の用途、出土点数、石材、特徴などにつ

いて||頂に報告する。

①ナイフ形石器(420）

切削の作業が想定される石器o1，点出土。チャートを使用しているo420は、縦長剥片を素材とす

るが、打面・打,点は失われている。二側縁加工で、正面左側縁部に剥片素材の縁辺を残して刃部と

し、その胴部以下ともう一方の右側側縁部には全体に刃潰しのための二次調整が加えられている。刃

部の鋭い縁辺には、使用痕と思われる微細な剥離痕が認められる。刃角度は35.である。

②石鍬（421.422）

刺突による殺傷が想定できる石器o2点出土。素材剥片の縁辺に調整を加え、形状を整えたもので

あるo421は下呂石を使用している。平面形の先端角は40｡で、基部に茎部を有している。脚部をわず

かに折損するo422は平面形の先端角が46.で、基部に「く」の字状の深い快りが入っている。

③打製石斧（402．403．418．428．429．430．431．432)

主に掘削などの作業が想定される石器。原牒や剥片を素材とし、縁辺から粗めの調整を施して形状

を整え、長軸の一端に刃部を作出しているo20点出土した。

形態的視点から類別を行うと次の3分類となる。

1類：両側縁がほぼ平行するもの。いわゆる短冊形o10点出土o(429.431)

2類：両側縁が基部に向かって収束するもので、刃部が最大幅を有するものo5点出土。

（402．428．430）

3類：両側縁が、やや外轡するもので、胴部が最大幅を有するものo3，点出土o(403．418．432)

なお、折損により分類不明のものは2，点であった。

腹面および背面に自然面を有するものは8，点あり、全体の40％である。刃部に磨耗が認められるも

のは7点で、折損により不明の7点を除くと全体の54％になる。429．431は短冊型といわれるもので

1類に属するものである。いずれも石材にホルンフェルスを用いている。全体に風化が進み、詳細は

不明であるが、429の刃部には、わずかながら磨耗がみられるo402．428．430は溌形といわれるもの

で2類に属するものである。いずれもホルンフェルスを使用しているo428は刃部を折損する。横長

剥片を素材にし、裏面左側の打,点付近の厚みを調整している。418．403．432は長楕円形を呈す3類

に属するものであるo403と418の石材は泥岩、432はホルンフェルスを使用している。粗雑なつく

りで、使用痕も乏しく、詳細は不明であるo403は刃部を、432は肩部を折損する。

なお、折損が認められるものは14点で、全体の70％となる。その部位によって図10のように分類し

た。それぞれの出土‘点数は次のとおりである。

a6,点b1,点c3点d2点e1点f1点
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図10打製石斧の折損部位

④石庖丁（401．417．426）

収穫具としての使用が想定される石器。401は石材にホルンフェルスを用いている。表裏両面から

研磨された直線状の刃部を一部に残すが、その多くを折損するため詳細は不明であるo417は全体の

1/2以上を折損するが、ほぼ全面を研磨して形を整えている。石材は泥岩を使用している。刃部は表

裏両面から研磨され平面形はやや外脅している。金属顕微鏡による観察ではコーングロスが認められ

た。426は石材にホルンフェルスを用いている。刃部と背縁側に研磨による整形を行った痕跡がみら

れるのみで、多くを折損するため詳細は不明である。表裏両面から小さく穿孔された痕跡が1カ所認

められる。

⑤打製穂摘具（427）

収穫具としての使用が想定される石器。いわゆる快り入りの打製石庖丁である。1，点出土。石材は、

ホルンフェルスである。折損により全体の1/2ほどを失い、刃部も明瞭ではない。正面右側の快り部

分には細かい調整が施されている。ここに紐をかけて使用したと推測される。

⑥石核（419）

素材剥片を剥離した残核である。石材はチャートである。厚手の原喋を素材とし、上端の剥離面を

打面とした作業面が2面認められる。他に2面の作業面がみられるが打面は失われている。

⑦剥片類

剥片剥離によって生産された素材を間接的に推定する要素となり得るものである。出土総数は17点

である。その内訳は次の表のとおりである。



第2節遺構・遺物の概要25

表4石材別の出土剥片数

石材
点数（個）

遺構 包含層 計

質量(g)

遺構 包含層 計

チャ－卜 2 7 9 13.7 67.3 81.0

サヌカイ卜 1 1 2.3 2.3

泥 岩 2 2 20.7 20.7

下呂石 2 2 18.2 18.2

ホルンフ エ ﾉレス 2 2 53.9 53.9

石 英 1 1 36.3 36.3

計 2 15 17 13.7 198.7 212.4

⑧調整剥離を施された剥片CRF)(423)

素材となる不定形な剥片の縁辺に、二次加工を施して刃部を形成するが、連続j性・統一性に乏しく

定形的な刃部をもたないものを総称するo2点出土し、石材はいずれもチャートであるo423は表裏

両面から調整を施し、刃部は直線状を呈する。刃部は1カ所で、角度は52.と削器的である。素材剥

片は、縦長剥片を用いている。

⑨微細な剥離痕を有する剥片(UF)(424.425)

素材となる剥片の鋭い縁辺を刃部に用い、その結果として、ある程度連続的に刃こぼれ状の微細剥

離痕を有するものを総称するo2点出土し、石材はいずれもチャートである。424は左側縁に1カ所

の不定形の刃部を有している。刃部の角度は急(29)であるo425は右側縁に1カ所の凹状の刃部を

有している。刃部の角度は急（28｡）である。

⑩勾玉（415.416）

祭市日用具と想定されるo2点出土。石材は2点ともヒスイである。一般的な形態とは異なり、小型

で快りが部分的に施されるなど平面形も特殊であるが、これは素材の形状に左右された結果と思われ

る。素材が硬質のせいか紐擦れ痕は認められない。

⑪管玉(404～414)

細形管玉で、祭而B用具と想定されるo11,点出土。石材はすべて緑色凝灰岩である。

⑫五輪塔（433.434）

組み合わせ式の五輪塔のうち火輪の部分である。石材は花南岩を用いている。ほぞ穴が大きく、軒

厚も厚く、軒先は反り上がる形態を呈している。
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第4章金ヶ崎遺跡の遺構と遺物

第1節竪穴住居跡・掘立柱建物跡・柵列と遺物

本節では、金ヶ崎遺跡に展開する弥生時代から古墳時代にかけての竪穴住居跡・掘立柱建物跡・柵

列について記述する。同時代の遺構である方形周溝墓・前方後方形周溝墓．古墳．溝．士坑墓．小穴

については次節以降に記述する。

Ⅱ期の竪穴住居跡11軒、Ⅳ期の竪穴住居跡18軒・掘立柱建物跡6軒・柵列4軒の遺構について記述

する。遺構番号は、現地調査で用いた遺構略号と番号をそのまま用いる。竪穴住居跡．掘立柱建物跡

は、SBで表記し、番号は01から記した。時期別に番号を分けているわけではないし、竪穴住居跡と

掘立柱建物跡の区別もない。Ⅱ期とⅣ期の遺構が混在する。また、遺構ごとのまとまりを表すために、

個々の遺構実測図の前に地形図を添付したoSBに欠番はないが、竪穴住居跡の切り合いの関係で番

号の後ろにアルファベットで区別をしたものがあるo(例SB13A・SB13B・SB13Cなど）紙面で

は、Ⅱ期の遺構を前に、Ⅳ期の遺構を後に掲載した。柵列はSAで掲載し、欠番はない。

記述にあたっては、便宜上以下の用語を用いる。

。「谷側」「山側」：遺構からみて、立地する斜面の下側を「谷側｣、上側を「山側」とする。

・竪穴住居跡の「主軸」「縦」「横」は、斜面に立地しているものは、斜面に水平方向を「主軸」と

し、「縦」を主軸方向、「横」を主軸と垂直になる方向とした。これは、特にⅣ期の竪穴住居跡につ

いて、斜面山側に竃があり、竃のある辺を主軸と垂直に交わる辺としたからである。Ⅱ期の竪穴住

居跡は、長い方の辺を「縦軸｣、短い方の辺を「横軸」とした。また「主軸」は、長い方の辺と平

行方向にした。また、地床炉の位置をもとに主軸を設定した。

・住居内の柱穴は、遺構内のみで番号を付けたo例SB01P5)

遺構の配置（図11）

図11の地形図には、SB01・SB02・SB06・SB23・SB28の5つの遺構がみられる。この中でSB23と

SB28が墳丘の下から検出されている。また、SB06は、SX09の周溝部に切られており、方形周溝墓と

の前後関係がはっきりする。いずれもⅡ期の遺構と思われる。

SB01(図12、図版3)

調査区内の北東P12グリッドにあり、南東に向かって若干傾斜する場所に位置するoSB02と隣接

しているが、接近しすぎているので同時期に存在していたものではないと思われる。隅を若干丸く納

めた隅丸方形の竪穴住居跡である。長辺4.2m、短辺4mで、北東部分が後世の撹乱を受けている。

また北西から南東にかけて試掘・確認調査で削られている部分がある。住居内の埋没は、断面から見

て自然堆積と思われる。壁溝は見られない。遺構内柱穴P01(またはP02)、P03、P05が主柱穴か

と思われる。径0.2m、深さ0.15mほどである。撹乱によって地床炉などは確認できなかった。
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出土遺物（図13、図版26）

遺物は、高杯3，点、髪1，点、壷3，点が実測可能であった。1と2の高杯は杯部と脚部の一部だけな

ので具体的な分類はできない。3は、脚部の裾の部分が開くので高杯C類と思われる。4は、口縁の

短く外反する髪A類と思われるo5は、口縁部が欠けているが、壷D2類の体部である。6は、口縁

部から体部にかけて赤彩が施され、口縁と頚部の中間に孔が対で2個みられる。これは、近隣の美濃

加茂市為岡遺跡7号方形周溝墓で出土している壷に形が類似している。壷E類である。7は小型の壷

で壷F類にあたる。

所属時期

土器の種類は多いが、時期の決め手に欠ける。Ⅱ－1期又はⅡ－2期に属すると推定される。

SB02(図14、図版3)

調査区内北東P13グリッドにあり、SBOlの南に隣接する。隅をやや丸くする住居であるが、調査

区内に存在するのは、全体の1/3程度である。地床炉らしき焼土域がやや北に偏っていることから南

側を入り口とし、南北方向に主軸を考えた。長さは、南北方向に4.9mある。東西方向は不明である。

床面近くまで後世の耕作によって撹乱されているが、北西から西、南に幅約0.32m、深さ0.15mほど

の壁溝が見られる。壁溝の内側はやや盛りあがっており、壁溝から水があふれないように考えたもの

かと,思われる。また、中央近くにもL字状に幅0.24mほどの溝が見られるが、用途は不明である。住

居北側では、壁溝の底から遺構の上端まで0.3mほどある。

床面に柱穴が1つ見られる。位置的にみても住居のものと‘思われる。他の柱穴は確認できなかった。

中央北にやや片寄って焼土があり、断面にも焼土付近にたくさんの炭化物が見られることから、地床
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図14SB02実測図

炉であると思われる。

SBOlとの関係は、併存しないと結論づけられるが、切り合い関係があるわけではないので前後関

係ははっきりしない。ただ、SB02の方が多少古い要素をもつ高杯が出土していることは間違いない
と思われる。

出土遺物（図15、図版26）

遺物は、土器のみである。高杯2，点、鉢1，点、髪1点、壷1，点が実測可能であった。

8の高杯は、杯部が内誉するA類のものと思われる。杯部と脚部の比が同じくらいなのでやや古い

ものかと思われるo9は、高杯の脚の一部で分類はできない。10は、口縁が外反する鉢A類と思われ

る。外面には炭化物が付着していたo11は、髪B類の台付き髪の台の部分であるc12は、壷F類の小
型の壷である。
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図15SB02出土遺物実測図

所属時期

8の高杯がA類にあたり、杯部と脚部の高さの比が同じなので、

れる。他の遺物には決め手がなく、高杯から考えて所属時期はⅡ－

'2

0IOcm
－－－－－

s=i:3

やや古い要素をもつものかと思わ

1期に属すると思われる。

SB06(図16、図版4)

調査区内東端のP15グリッドにある。このあたりは、SB01．02の位置より0.2mほど低く南東向

きの傾斜もきつい。住居の南東側の床面は傾斜によって削られ不明確である。また南半分は、SX09

の北周溝部分によって削られており、住居の状態が明確にわかるのは北西端だけである。四隅のうち

北西端の隅しか確認できないが、隅をやや丸くした隅丸方形の竪穴住居であると思われる。山側の高

さは0．2mほどあり、壁はやや斜めに立ち上がっている。断面の状況から、堆積は自然堆積と思われ

る。壁際はややへこんでいるようにも思われるが、明確な壁溝は見られない。

床面には、明確な主柱穴ではないが、径0.3m、深さ0.15mのP01̂ P02の位置は住居に対して適

切な位置かと思われる。全体の1/4しか残っていないため、地床炉は確認できなかった。

出土遺物（図17、図版27)

出土遺物は、高杯が2点実測可能であった。

13は、高杯A類に属していると思われる。口縁部には外面に4条の沈線が見られる。また、内外面

には炭化物が付着していたo15は、脚部が内雪せず広がることが予想されるので高杯C類と考えられ
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図16SB06実測図
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図17SB06出土遺物実測図

る。表面の摩耗が激しく、表面の調整などもはっきりわからなかった。

所属時期
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①'27．7 |型ユD' 地床炉断面土色

①2.5YR4/6赤褐色粘質土
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図19SB23出土遺物実測図

内轡する高杯A類が存在し、口縁と稜径の差が大きく杯部が比較的深いので、Ⅱ－1期に属すると

思われる。

SB23(図18、図版11)

調査区内北西部のLllグリッドにあるoSX11(方形周溝墓）の下に存在する。尾根筋に近い所に

あり、方形周溝墓墳丘の下で検出したため、比較的平らな面に作られている。しかし、後世の耕作等

によって削平されているため、検出面はほぼ床面と同等部分であった。中央よりやや北に焼士域があ

るので、これを地床炉と仮定して、主軸を南北方向にとった。住居の形は、隅の部分を丸くした隅丸
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①7.5YR4/6褐色土(0.5～3cm砂岩角喋を多く含む､しまり有り）
②7.5YR3/2黒褐色土(0.5～2cm砂岩角磯を少量含む､しまり有り）
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C－ ｜皿星c②①

一二三士ラヲ而 地床炉断面図

①5YR4/2灰褐色土(炭を多く含む）
②5YR4/6赤褐色土

図20SB28実測図
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L一一一一一

s=i:40

方形の竪穴住居である。主軸方向の辺は3.7mあるが、もう1つの辺は住居南西部が欠けているため

不明である。壁がほとんど削られているため、深さ、立ち上がりの状況は不明である。壁溝はないと

思われる。

床面は削られていて主柱穴も明確ではないが、PO1・P02の位置は住居のものとして適切と思われ

るoPOIは径0.36m、P02は径0.24mである。中央部北に焼土域が見られ、これが地床炉と思われ

る。

出土遺物（図19、図版31）

実測できる遺物は、15の1，点のみである。15は、小型の壷Fの口縁部と思われる。

所属時期

SX11の下から検出されているのでⅡ－1期又はⅡ－2期に属すると思われる。
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図21SB28出土遺物実測図

SB28(図20、図版11)

調査区内北端の08グリッドに位置する。SX01の墳丘部の下で検出している。近くにはSBOl・SB

02があるが、0.6mほどの高低差が見られ、SX28の方が高い位置にある。平面形は、全体の1/3ほど

しか検出していないが、南半分は後世の削平を受け、残った北半分のうち西側しか検出していない。

実際には、SX01の盗掘坑断面（図76)を見ると東に向かって遺構がのびており、少なくとも東西方

向7.5mを超え、他の竪穴住居跡と比べると、大型住居になると思われる。形は、隅を丸くする隅丸

方形である。墳丘から続く住居断面図を見ると、間にl層見られるので竪穴住居跡と墳丘の間には時

間差が見られる。壁溝は見られない。一辺7.5mとすると中央よりやや北西の位置に焼土が見られ、

地床炉であると‘思われる。
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[1122SB15.16A･16B周辺地形図
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図24SB15出土遺物実測図

遺構面は1/3ほどしかないが、主柱穴はPO1のみで径0.4m、深さ0.16mである。

出土遺物（図21、図版32）

SB28からは、6点の遺物が実測できた。高杯2，点、髪2，点、壷2点であるo16はやや大きめの高

杯で、A類に属する。口縁と稜径の差が大きいが、口縁の内雪傾向がやや弱く、杯部の深さもやや浅

い。17は、杯部の破片のみで分類はできない。20は、口縁が短く外反する平底の髪で、髪A類に属す

るo18は、S字状口縁台付髪で、髪C類に属する。口縁部第2段外面に押し引き刺突が見られ、廻間

遺跡S字髪A類に属すると思われるo19は、赤彩を施したパレススタイルの壷A類に属する。体部に
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横線一条と横方向の刺突が見られる。口縁の形状ははっきりしないo21は小型の丸底壷の口縁部で、

F類に属する。

所属時期

高杯A類の16とS字状口縁台付髪から考えると、Ⅱ－1期に属すると思われる。

遺構配置（図22）

図22は、調査区内中央部の南東斜面に位置する遺構を示している。遺構は、SB15・SB16A・SB16B

・SB18があり、これらがほぼ同時期の遺構かと思われるoSB15・SB16A・SB16Bは、SXO2．SX13

の墳丘部下および周溝部下より検出した。また、SB18は、後世の溝SD21Aに切られている。以上の

遺構はⅡ期の遺構と思われる。

SB15(図23、図版10)

この遺構は、調査区内K23グリッドにあり、南東斜面に立地しているため、東側半分が削られて

いる。平面形は、隅の部分をやや丸く仕上げた隅丸方形で、主軸を斜面に対し水平方向とすると短軸

方向は、3．2mある。長軸（主軸）方向は、谷側が崩れているため不明である。斜面にあるため全体

の土砂の堆積状況は不明であるが、山側の堆積は、自然堆積であると思われる。山側の立ち上がりは

やや斜め方向で、約0.2mの深さがある。断面を見る限り、壁際にくぼみがあり壁溝の可能性がある

が、平面でははっきりしない。中心部に地床炉らしきものは見られない。

床面は、ほぼ半分しか残っておらず、主柱穴と思われるものは2つある。POIは、径0.2m深さ0.1

m、P02は、径0.4m、深さ0.1mである。

出土遺物（図24、図版29）

出土遺物は1点であるo22は、口縁が外傾しているもので鉢A類である。外面には炭化物が付着し、

口縁端部にキザミが施されている。頚部下に横線10条と刺突列。その下に横線3条が施されている。

所属時期

遺構をSX02の下から検出しているのでⅡ－1期又はⅡ－2期の遺構と思われる。

SB16A・16B(図25、図版11)

調査区内やや南よりの123グリッドにある。この2つの竪穴住居跡は、SX02が耕作によって削平

を受けた北半分の墳丘面の下で、遺構確認のために行った精査で検出した。この遺構が検出された背

景には、先行して行ったSX02の墳丘断面図作成作業がある。SX02は、発掘調査当初から、一部削平

を受けていた遺構で、まず遺構清掃の後、削平を受けた墳丘断面の精査を行った。その結果、構築さ

れた墳丘面の下に土坑断面を2つ検出した。この結果を受け、削平を受けたSX02墳丘部の北半分の

精査を行った。そしてSB16Aの輪郭を検出したoSB16Aの発掘調査は、L字のベルトを2本設定し

て遺構内の掘削を4分割で行った。南西ブロック埋士から大量の土器が出土し、ベルト断面を確認し
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たところ、SB16A内にもう1つ住居が存在していることがわかった。これをSB16Bとした。両遺構

ともSX02の下から検出したことから、平面形が残っていた。地形的に見ても、尾根筋に近いと思わ

れ、部分的に欠けることなく検出できた。

SB16Aは、四隅を丸く仕上げた隅丸方形をしている。長軸5.9m、短軸5.4m、深さは深いところで

0.5mになるoSB16Aの断面をみると、南端がやや深くなっているが、これは、住居が作られる以前

の溝の埋士と思われる。その上にSB16Aの床面が作られている。堆積の状況は、隅の方から徐々に

堆積しているため、自然堆積と考えられる。壁溝はなく、床面は、SB16Bの床面とほぼ同じか、若

干低い程度である。それは、それぞれの地床炉のレベルをみてもほぼ同じくらいであることからわか

る。遺構内には焼土域が2カ所あり、やや南に寄っている焼土域が、SB16Aの地床炉だと思われる。

主柱穴と考えられるものは6つあるが、PO1・P03・P07がSB16Aの主柱穴かと思われる。

SB16Bは、SB16A内でSB16Aと方向を同じにするように検出した。平面形は、検出した壁溝と考

えられる溝からみて隅丸方形で、長軸3.9m、短軸3.6m、深さ0．3mぐらいになる。壁溝は、西か

ら南東の辺の一部まで巡っているo2つある焼土域の北側のものが、SB16Bの地床炉である。

主柱穴は7つある穴のうちP02とP04であるoP05については、位置から考えるとSB16Aの可能

性が高いが、断言できない。

SB16AとSB16Bの前後関係は、断面から見てもSB16Aが古く、SB16Bが新しい。SB16A。BとSX02

との関係は、SX02の墳丘断面図をみると、墳丘とその下の遺構の間に1層入っているのでSB16A。

BとSX02は連続して存在しないと思われる。

出土遺物（図26．27、図版29．30．31）

SB16AとSB16Bの両方の遺構があるが、遺物はほぼSB16Bの住居範囲から出土しており、実測でき

た遺物は、SB16Bの遺物と判断した。

遺物は全部で14点実測した。そのうち高杯が4点、髪が3点、壷が6，点、石器が1，点である。

23は、杯部が内蟹する高杯で、高杯A類に属すると考えられる。杯部と脚部の比が同じくらいで

脚部の裾の部分の内雪傾向がそれほど極端ではないことから、やや古いタイプのものかと思われる。

表面の調整は、器表面があれているため不明であるo24は、同じく高杯A類に属するものかと思われ

るo23に比べ杯部が大きく、脚部が小さい。外面に縦方向のミガキが見られるo23に比べ新しいタイ

プものかと思われるo25は高杯の脚部であるが、脚の裾の部分がやや内轡傾向を示しているので高杯

A類の脚部ではないかと思われる。26は、高杯脚部の一部であるが、脚部の裾の部分の様子から、高

杯C類に入ると思われるo27は、口縁が外反する平底の髪で、髪A類になると思われるo28は、台付

髪の台の部分で、髪B類のものと思われるo29は、髪の体部片であるが、縦方向の荒いハケを施して

あることから、髪C類のS字状口縁台付髪の体部と思われる。30は、頚部から体部上面にかけて赤彩

を施したパレススタイルの壷である。壷A類に属する。口縁部分に赤彩が施してあったかどうかは、

器表面が摩耗しているためはっきりしない。口縁部は粘土を貼り付け肥厚させ、口縁外面に擬凹線4

条を施してある。体部には上から横線6条・列点1列・波状文4条・横線5条の順に施文してある。

体部上半分しかなく、底部にかけての形は不明であるo31は、壷B1類に属する壷で、プロポーショ

ンや施文してある文様は30によく似ている。口縁は肥厚させて、口縁外面に擬凹線を4条施してい
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図29SB18出土遺物実測図

る。体部には上から横線17条波状文3条横線13条の||頂に施文してある。底部の一部もあるが、体部下

半分の形は不明であるo30．31とも器表面が荒れていて細かい調整は不明であるo32は、口縁部を〈

の字に外反させてている広口壷で壷B2類に属する。口縁外面に擬凹線2条を施している。また、口

縁下から頚部体部にかけて内外面を磨いている。33もB2類の壷であるが調整は不明である。口縁部

から体部の一部までしかない。34は、口縁が短く外反する壷でB3類に属する。外面は口縁部から体

部にかけてミガキによる調整が見られる。内面は、口縁部から頚部にかけてミガキ、体部にはナデ調

整がみられる。35は、頚部が体部よりも長い壷でD2類に属する。口縁部はやや内誉し、沈線を4条
施している。

401はホルンフェルス製の石庖丁である。その他に、泥岩製の打製石斧1点、チャート製のフレイ

クが2，点出土している。



第1節竪穴住居跡・掘立柱建物跡・柵列と遺物43

、ﾍノ

職
．

弾 ○

ﾉ〆 ぐ紗 ､毛三こ

&W:oo¥1

可
I

蕊購
、｡

○
○○
○○

000

○○ //27.00
O./

'*2.06I々､00､00

～○-一一～－○

○

函
①,26.50

つ
／
Ｉ
、面.皿面.皿面.皿面.皿面.皿面.皿､00

5¥2*.

'26．5'26．5'26．5

些 紗帆帆帆 ○

獄狼狼

0｡ ◎

‐＝~ア～＝
O o

べｰｰｰｸ
00

一,一一,一 ○

1V>．so125．50､50
一

二三二二一

＝

下壷ﾉ90SB07
、／こて
八

124．50

0 10m

ト ー三
s=i:200

124．00

図30SB07.27周辺地形図

所属時期

SB16Aについては出土遺物を確認していないが、SB16Bより古い住居跡ということになるoSB16B

については、23．24の高杯などからⅡ－1期に属すると考えられる。

SB18(図28、図版11)

調査区中央やや東よりの南東斜面M19グリッドにある。斜面にあるため、谷側部分の遺構の一部が

欠けている。東西方向でSD21Aの溝に切られている。この溝は、SB17への流水を防ぐための溝だと
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図32SB07出土遺物実測図

考えられ、このSB17がSB18よりも新しいため、SD21Aの溝もSD18よりも新しい。遺構の残り具合

から、平面形は隅丸方形と思われる。住居の規模はわからない。深さは、山側で0．2mある。山側に

幅0.25mの壁溝が見られる。床面は、三角形にしか残っておらず、地床炉など付属する施設も確認で

きていない。また、主柱穴も確認できていない。

出土遺物（図29、図版30）

36と37の高杯2点が実測できた。36は高杯の脚部の一部で、図面の部分だけでは分類できないo37

は、口縁部が内蟹する高杯の杯部で、高杯A類に属するものと思われる。

所属時期

37の高杯から、細かい時期決定はできないが、Ⅱ－1期又はⅡ－2期に属するものと思われる。

遺構の配置（図30）

図30には、SB07とSB27がある。いずれも遺構の一部しか残っていないが、その原因はそれぞれこ

となる。SB07は、斜面に立地しているため、谷側が欠けているoSB27は、SX03の下にあり、その周

溝を作る時にその北半分が削り取られている。
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図33SB27実測図

SB07(図31、図版4)

調査区の南東端133グリッドにある。南東斜面にあるため、谷側は遺構の一部が欠けている。平面

形は隅丸方形である。規模はわからないが、深さは山側で0.2mある。堆積は自然堆積かと思われる。

壁溝はない。住居の山側に少し寄った所に焼土域が4ヶ所ほどみられる。地床炉の可能性がある。

床面に主柱穴は確認できなかった。

SB07は、同じ時期の他の竪穴住居跡と比べると、立地している位置が低い。他の住居跡が標高130

m前後に位置しているのに対し、SB07は、125m前後の位置に立地している。

出土遺物（図32、図版27）

38の1点のみ実測できた。他にも須恵器片が出土したが、他からの混ざり込みととらえた。38は、

壷の底部である。外面にミガキが見られるが、分類はできない。

所属時期

38が出土していることから、Ⅱ期の遺構だと思われる。ただし、地床炉と位置づけた焼土域4ヶ所

も、地床炉としての決め手に欠けるし、出土遺物も少ないので細分はできない。

SB27(図33、図版11)

調査区やや南西L26グリッドに位置するoSX03の下で検出し、遺構の北半分は、SX03の周溝で切

られている。

平面形は残った辺と隅の部分から、隅丸方形だと思われる。中心より焼土が片寄って検出されてい
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る方向を主軸とすると、主軸方向の辺の長さは不明だが、主軸に直行する辺の長さは2.8mで、深さ

は0.2mである。断面の状況から自然堆積と言えない堆積状況かもしれない。SX03の周溝に切られ

ているので、SX03より古いと思われるが、墳丘土居図（図82)では、竪穴住居跡と墳丘の盛土の間

には時期差をあらわす層は見られない。従ってSB27とSX03は連続して作られた可能性もある。

床面は半分しか残っていないが、主柱穴と考えられるものは2つあるoPOIは、径0.25m、深さ

0.1m、P02は、径0．2m、深さ0.1mほどである。

出土遺物

弥生時代から古墳時代にかけての土器片が20点あまり出土している。器種は不明である。

所属時期

SX03の下にあり、周溝に切られていることから、SX03より古い時期の遺構であると思われる。後

述するが、SX03は、Ⅱ－1期の遺構と考えているので、SB27もⅡ－1期をくだらないと思われる。

遺構配置（図34）

図34に見られる遺構は、Ⅳ期の遺構である。今まで紹介してきた竪穴住居跡の位置から比べると約

4m～5mほど低い位置に集中しているo(SB07を例外とする）遺構は、SB08・SB09・SB10・SB11

・SB12A・SB12B・SB13A・SA13B・SB13C・SB14A・SB14B・SB22・SB24・SB25A・SB25Bで、

切り合い関係にある住居も多い。

SB08(図35、図版5)

調査区南東部の斜面J31グリッドにある。北にSB09・SB10、東にSB14A・SB14Bが隣接してい

る。南西部の端は、一部SX05の周溝の縁にかかっている。平面形は隅丸の長方形で、南北方向に長

い。南北4.4m、東西3.4m、深さは山側で0.24mある。住居内の北から西の壁際に壁溝を持つ。断

面から見た堆積状況は、自然堆積によると思われる。

遺構内に主柱穴と思われるものは3つある。POIは、径0.52m、深さ0.12m、P02は、径0.4m、

深さ0.2mで柱の部分が径0.2m、深さ0.76mあるoP03は、径0.4m、深さ0.1mある。斜面山側や

や北寄りに竃がある。竜内から39の鍋の破片が出土した。遺物を取り除くと、赤色に硬化した面を検

出した。

出土遺物（図36、図版27）

土師器2点、須恵器1点の実測ができた。39は、土師器の把手付き鍋である。高さ28cm、幅36cmの

大型のものである。内外面ともハケで調整されているo40は、くの字に開いた髪の口縁部分である。

41は、須恵器で横瓶の体部である。

所属時期

出土した須恵器から見るとⅣ期の7世紀後半の遺構だと思われる。
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図35SB08実測図

SB09(図37、図版5)

調査区内南東斜面のK30グリッドにある。隣にSB10があり、SB10によって切られている。南東斜
面にあるため、谷側部分が欠けている。平面形は、隅丸の方形であるが規模はわからない。深さは0.2

mほどである。山側はなだらかに立ち上がっている。断面からみると堆積の状況は、自然堆積だと思
われる。南西隅から南に向かって壁溝が残っている。

主柱穴と思われる穴は、2つあるoPOIは、径0.12m、深さ0．4m、P02は、径0.2m、深さ0.16m

である。POIが極端に深い。床面は谷側とSB10側が削られている。床面の山側近くに焼土が見られ
るが、地床炉および竃ではないと思われる。
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出土遺物

土師器片が9点出土している。器種は不明であるが、古墳時代の土師器と思われる。

所属時期

土師器の様子からでははっきりしないが、Ⅳ期に属するものと思われる。

SB10(図38、図版6)

調査区内南東斜面K29グリッドにある。南にSB09が隣接しているoSB10が、SB09を切っている。

平面形は、谷側が欠けているが隅丸の方形であると思われる。規模は、南北方向に4.2mあり、東西

方向は不明であるが、深さは山側で0.2mほどある。山側の辺が削られていて、山側斜面の傾斜がな

だらかになっている。壁溝は南の壁際と、西の山側にある。壁溝内に径0.08m、深さ0.08mほどの杭

列が約0.5m間隔で、南北方向に4つ並んでいる。これは、山側の壁を意識して打ち込まれているよ

うに思われる。山側の傾斜がなだらかになっているが、土砂が住居内に流れ込んでこないように杭の

西側に板を挟んでおいたものではないかと推測する。本来ならばこの位置に竃が作られると思われる

が、そうせずに、上記のようにした意図があるはずである。遺構内床面に、多数の須恵器片が散在し

ていた。器種も多彩で、杯身、杯蓋、裡鉢などがあった。特に、北壁近くから出土した須恵器は、大

型の横瓶であり、生活用具なのか他に使用目的があるのかは、不明である。

床面は谷側で切られているが、柱穴が3つ残っている。そのうち主柱穴と思われるものは、径0．24

m、深さ0.08mのP01と径0.32m、深さ0.04mのP02である。付属施設としての竃などは、確認でき

なかった。他の同じ時期の竪穴住居跡と比べて、遺物の出土量が多く、大型横瓶や杭列等もあり、何

か特別な意味を持った住居跡の可能性もある。
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出土遺物（図39．40、図版27．28）

この住居跡から出土した遺物の中で、実測できたのは次のものである。この住居跡から出土した遺物の中で、実測できたのは次のものである。土師器の鍋または甑1，点、

小型の手づくね土器1』点、須恵器の蓋5‘点、杯身2，点、高杯2点、裡鉢1点、壷1点、横瓶1点、金

属片1，点である。

42は、土師器の鍋または甑である。把手がついているが、底の部分がないので、鍋か甑なのかは区

別がつかない。外面には縦方向のハケが見られ、内面には指頭痕が見られるo43は、小型の椀である。

ロクロを使用したものではなく、手づくねであろうと思われるo44から48は、須恵器の杯蓋である。

44は、天井部を回転へラ切りしたあとナデて仕上げている。口縁部が内雪するタイプであるo45は、

天井部を回転へラケズリして口縁部分を回転ナデで仕上げている。天井部から口縁部の途中に稜線が

入り、口縁部にかけてやや外反するo46は、45と同じタイプの杯蓋であるo47は、やや小型で天井部

から口縁部の途中に稜線が入り、そこから口縁にかけて内雪するo48は、かえりのついた杯蓋である。

かえりの先端は、口縁ラインよりもやや下がる。46～48についても天井部は回転へラケズリを行い、

口縁にかけて回転ナデを施してある。いずれも7世紀後半の須恵器であるが、47．48は7世紀後半の

なかでも終わり頃のものかと思われる。産地は46のみ猿投産で、残りは美濃須衛産である。49．50は
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図38SB10実測図遺物出土状況

杯身でどちらも7世紀後半のもので、産地は美濃須衛産である。49は、底部は回転へラケズリを行っ

ている。50の底部には×印の線刻が見られる。51は、透かしのない高杯で杯部外面の下の方、脚部と

の境の基部まで回転へラケズリを施している。脚部の先端の屈曲が鋭角である。7世紀後半の尾張産

の須恵器と思われるo52は、高杯の脚部であるが、透かしはなく全体にナデを施した7世紀後半の美

濃須衛産と思われる。53は握鉢である。全体に回転ナデ調整を行っている。54は、台付き長頚壷の体

部である。高台の作りがシャープな感じで、内面のロクロ痕をスリ消している。7世紀後半の尾張産

の須恵器である。55は大型の横瓶で、住居内で使用するものとしては大型で、7世紀後半の美濃須衛

産である。

所属時期

須恵器の年代から見て、IV期の7世紀後半に属するものと思われる。

SBU(図41、図版6)

調査区内南東斜面K28グリッドにある。東にSB12A・SB12B・SB13A-SA13B､南にSB09・SB10が

ある。平面形は、遺構の谷側部分が欠けているので正確ではないが、隅を丸くおさめた隅丸方形をし
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ている。南北の辺が3．6mで、深さが山側で0.2mある。北側の一部分が現代溝で削られている。遺

構の山側の壁の立ち上がりは垂直ではなくやや傾斜がある。断面の状況から堆積は、自然堆積かと思

われる。壁溝は見られない。床面も谷側が欠損しているが、主柱穴と思われる柱穴が2つあるoP01

は、径0.25m、深さ0.08m、P02は、径0.24m、深さ0.12mある。付属する施設はない。

出土遺物

出土遺物は、土師器の破片が6点ほど出土している。破片なので器種等ははっきりとわからない。

どちらかといえば、古墳時代後半の土器の胎土、焼成である。

所属時期

遺構の付属施設として竃や地床炉などもなく、出土遺物も限られているが、土器の焼成・胎土や地

形的に見た遺構の位置などから推察すると、Ⅳ期に属する可能性が高いと思われる。

SB12A・12B(図42、図版6)

調査区内南東斜面のL28グリッドからL29グリッドにかけて存在するoSB12Aと12Bの近くには、

西にSB11、南にSB10、北にSB13CがあるoSB12は、SB12Aが南側でSB12Bが北側になる。切り合い

関係は、断面やSB12Aの残り具合から見ると、SB12Aが、SB12Bを切っており、SB12Aの方が新し

いように見える。また、SB12Bは、北隣のSB13Cにも切られている。逆にSB13Aを切っているように

見える。

SB12A

SB12Aは、北西隅の部分しか残っていないが、角が丸いので隅丸方形の住居ではないかと思われ
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図41SB11実測図

る。大きさはわからない。山側の斜面が一部崩れているようで、住居の立ち上がりが2段になってい

るように見えるが、実際には内側の傾斜が遺構の本当の立ち上がりではないかと思われる。外側の傾

斜は、後世に崩落したあとではないかと思われるoSB12Bとの境にある焼土域も、その部分がSB12

Aの竃のあった所だとすると丁度よい。そうするとSB12Aの竃は北壁に接する場所にあったことにな

る。断面からみると、遺構は自然堆積によって埋没したと思われる。壁溝は北向きの壁および西向き

の壁際にある。

残存規模も小さく、床面の残りが悪い。主柱穴は確認できない。

出土遺物（図43、図版28）

SB12Aから出土した遺物で実測できた物は2点であるo1点は、56の把手付き鍋または甑である。

把手部分に縦方向のハケ目がみられ、先は指によって形が整えられているo57は、須恵器の杯蓋であ

る。かえりの部分が欠けているので細かいことはわからない。7世紀後半の猿投産のものではないか

と思われる。

所属時期

須恵器の年代観から、7世紀後半のⅣ期にあたるo
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図42SBI2AH2B実測図

SB12B

SB12Aの北側にある12Bは、隅丸の方形だと思われる。長さははっきりしないが、深さは0．3mほ

どである。山側の壁の立ち上がりは垂直ではない。埋没していく状況も自然堆積かと思われる。山側

（西）の壁沿いには壁溝が見られる。

柱穴は1つしか見られないが、主柱穴にあたると思われる。POIの径は長い方が0.32m、短い方が

0.20mで、深さが0.12mである。他の住居では山側の辺に竃を作っていたが、この住居では、山側で

はなく、住居の北の辺に対して作っている。一部はSB13Cによって削られている。

出土遺物（図44、図版28）

58は、土師器の把手である。鍋のものか、甑のものかはわからない。把手全体を指でおさえて調整

してあるo59-60は、土師器の鉢であるo59は、内雪傾向をもち、口縁端が少し立ち上がるものであ

る。士器全体が他の土器と比べて赤いo60は、口縁に向かって広がる鉢である。56と同じように器表

面が赤い。内面の体部には、斜め方向と縦方向の暗文のようなミガキがみられるo61は、髪の口縁部

分である。短く外反し、口縁部から頚部にかけて横・斜め方向のハケ調整が見られる。62は、須恵器

の杯身であるo7世紀後半のもので、産地は尾張のものかと思われる。

石器は402の打製石斧が1‘点出土している。
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SB13A・l3B・13C(図45、図版6．7)

調査区内南東斜面のL27～L28にかけて存在する。南にはSB12Bが隣接し、SB13Cによって切られ

ているo13A。13B・13Cの関係は、13Cと13Bでは、13Bの方が古く、13Aと13Bでは、13Bの方が古

い。13Aと13Cでは、13Cの方が新しいと思われる。

SB13A

13の中でも斜面の一番上にある。隅丸の方形住居で大きさ、深さは不明である。土砂の堆積状況は

不明である。山側の壁面下に壁溝が見られる。

谷側が削られているのではっきりしないが、主柱穴は1つであるoPOIは、径0.4m、深さ0.16m

でSB13Bを削るように重なっている。付属施設は見られない。
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出土遺物

SB13AとSB13Bの出土遺物の区別はできなかった。そこで、SB13Bの説明後に遺物の説明をする。

所属時期

これも、SB13Bのところで記述する。

SB13B

SB13Bは、3つの住居の中で1番古いと思われる。残っている部分は少なく、北西部の角のみ検出

した。形は不明確だが、隅丸方形と思われる。壁際に壁溝があった。断面図をみるとSB13Cによって

切られているが、それ以前は自然堆積によって埋まっている。

床面は狭く、POIは、主柱穴になりうる。径0.32m、深さ0.2mほどある。付属施設はない。

出土遺物（図46、図版29）

土師器1，点・須恵器3点・鉄釘2，点を実測し、鉄津1点の写真をとった。

63は、土師器の婆の口縁部である。口縁が緩やかに外反するo64は、立ち上がり部分が低い杯身で

ある。65は、無台の杯身であるo66は、須恵器の盤であるo64は7世紀末、65．66は7世紀後半のも

のであるo64．65は美濃須衛産、66は尾張産のものである。

302．303は、角形の鉄釘である。頭部と端部が欠損している。

所属時期

須恵器の年代観によるとⅣ期、7世紀後半に属する。

SB13C

SB13Cは、断面図からもわかるように、SB13Bを切っている。平面形は、遺構の谷側部分が欠けて

いるので正確ではないが、隅を丸くおさめた隅丸方形をしている。南北の辺が4.4mで、深さが山側

で0.6mある。北側の一部分が現代溝で削られている。遺構の山側の壁の立ち上がりは垂直ではなく

やや傾斜がある。断面の状況から堆積は、自然堆積と思われる。壁溝は山側（西）で見られる。幅0．2

mほどである。

床面も谷側が欠損しているが、主柱穴と思われる柱穴が2つある。POIは、径0.36m、深さ0.12m、

P03は、径は不明、深さ0.10mである。付属する施設は山側の壁際に竃が作られている。龍の右側に

P02がある。これは、竃からでた灰などをためておく場所かと思われる。竃からは、67の土師器の甑

が出土している。

出土遺物（図47、図版29）

SB13Cからは、9点遺物を実測した。

67は、土師器の甑の体部で、把手がつくようであるo67．68は、土師器の甑又は鍋の把手の部分で

ある。どちらもハケ調整をし、先端部分は指で押さえて調整されている。70．71は、土師器の髪の口
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縁部である。70と71を比べると71の口縁の方が外反部分が長い。外面はナデ調整してあるが、内面は

横方向のハケ調整をしてある。72から75は、須恵器であるo72．73-74は杯蓋で、73．74は、かえり

を持つ物であるo72は、天井部が高く丸みをもつo72は7世紀後半、73は7世紀後半でも新しい方に

入り、74は7世紀後半でも古い方に入ると思われるo72が美濃須衛産、73．74が尾張産かと思われ

る。75は、須恵器の髪の口縁部である。頚部には、5条の波状文を施している。7世紀後半から8世

紀初頭の尾張産かと思われる。

所属時期

須恵器の年代観から、Ⅳ期で7世紀後半の古いものから8世紀初頭までの遺物が混在している。細

かい時期設定はできない。

SB14A・SB14B(図48、図版7)

調査区内南東斜面の南の端K34グリッドにある。調査区内では1番低い標高123.5m前後に位置し

ているoSB14AがSB14Bに切られている。

SB14A

平面形は谷側が欠けているのではっきりしない。残った辺の隅がやや丸いが、方形に近い。山側の

辺は5.2m、深さ0.2mある。山側の立ち上がりは垂直ではない。山側の辺に沿って幅最大0.4mほ

どの壁溝がある。

床面の残りは、SB14Bに切られている関係でほとんどない。従って主柱穴と思われる柱穴は確認で

きない。ただし、北隅に幅0.6mほどのP01がある。山側の中央部に竃がある。竃からは、須恵器片

が出土している。

出土遺物（図49、図版29）

遺物は、須恵器を2，点実測することができた。76は、かえり付きの杯身で、つまみがつくと思われ

る。外面に自然紬が付着している。7世紀末ごろの尾張（猿投）産ではないかと思われる。77は、無

蓋の高杯の杯の部分である。短脚で透かしの入らないものと思われる。竃から出士したものである。

76と同じく7世紀末のもので美濃須衛産である。

所属時期

須恵器の年代から見るとⅣ期で、7世紀末頃になると思われる。

SB22(図50、図版10)

調査区内南東斜面128グリッドにある。東にSB11がある。周辺の竪穴住居跡の中では一番高い標

高126m前後に位置している。平面形は、遺構の谷側部分が欠けているので正確ではないが、隅を丸

くおさめた隅丸方形である。南北の辺が3.6mで、深さが山側で0.2mある。南側の一部分がSX12の

周溝縁にかかっている。また、北側の辺をSZ91が切っている。遺構の山側の壁の立ち上がりは垂直
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図48SB14A-I4B実測図
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図49SBI4A出土遺物実測図

ではなくやや傾斜している。断面の状況から、堆積は自然堆積と思われる。南側の辺に幅0.32mほど

の壁溝がもうけられている。

床面も谷側が欠損しているが、主柱穴と思われる柱穴が1つある。PO1は、径0.36mである。付属

する施設は、山側（西）のやや北寄りに竃をもうけている。竃検出面では、砥石らしき石と支柱石が

出土し、その下に須恵器の杯蓋が内面を上にして出土した。半裁していくと竃の裾部の北側が半分ほ

ど削平を受けていた。

出土遺物（図51、図版31．32）

実測できた遺物は、土師器が3，点、須恵器が3点、金属製品が4点であるo78から80は土師器の髪
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けて1cm程度の暗褐色土ブロック(5YR2/2黒褐色土)が幾つかみられる｡おそらくカマド
壁のブロックが崩落したものと思われる）

③10YR3/2黒褐色粘土(2.5Y4/4にぶい赤褐色土(焼土)をわずかに含む）
④2.5Y4/4にぶい赤褐色土(焼土）
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図50SB22実測図

であるo78は、胴の長い髪の体部である。外部はハケ調整、内部は指頭痕が見られるo79は、口縁が

短く外反する髪の口縁である。内外面ハケ調整をしてあるo80は、口縁が短く外反する小型の髪であ

る。口縁から頚部にかけては板ナデ調整してある。体部は外面ハケ調整、内面を板ナデ調整してあ

るo81-82は、須恵器の杯蓋であるo81は、天井部に×印の線刻が見られる。天井部は回転へラ切り

の後ナデ調整してある。その他は回転ナデ調整してある。82は、かえりがつき、つまみを宝珠つまみ

にした杯蓋である。81は、7世紀後半でもやや古い時期のもので、82は7世紀末のものである。どち
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らも美濃須衛産である。83は、7世紀末の無蓋の高杯で、美濃須衛産と思われる。

鉄製品は、304．305が鉄釘である。304は端部欠損、305は、頭部・端部欠損であるo306は刀子

で胴部が欠損している。307の器種は不明である。

所属時期

須恵器の時期からするとⅣ期で、7世紀後半の古い時期から7世紀末のものが混在している。7世

紀後半以上に細かい時期設定はできない。

SB24・SB25A・SB25B(図52、図版11)

SB24A、SB25A、SB25Bの3つの遺構は、調査区内南東斜面L26．27グリッドにあるoSB25AとS

B25Bの切り合い関係は不明であるが、この周辺の遺構の状況から考えると、山側の遺構が谷側の遺

構に切られるケースが多いので、SB25AがSB25Bに切られるのではないかと思われるoSB24は、SB

25A。Bを切っている。したがって、SB24が一番新しく、次にSB25Bが古く、一番古いものがSB25

Aではないかと思われる。またSB24は、SB13Aを切っている。

SB24

谷側が欠損しているため正確な形はわからないが、残った山側の辺の隅は丸くおさめられているの

で、隅丸方形と思われる。大きさはわからないが、深さは0.1mほどある。山側の傾斜は緩やかであ

るが、山側が削られているので、実際の壁の立ち上がりはもう少し急になっていると思われる。山側

も壁溝はなく、柱穴も見つかっていない。竃らしき焼土痕が、南の壁際に残っている。他の住居が山

側のやや北よりにあるのに対して、この住居のみ山側ではない場所につくられている。焼土の範囲が
平面的なので、童であることは決定できない。

出土遺物

SB24の遺物は実測可能なものはない。土師器片が2点・須恵器片が3，点出土している。

所属時期

時期決定できる遺物はないが、須恵器が出土していることから、他の遺構のように7世紀後半から
8世紀初頭の可能性が強い。従って、Ⅳ期に属すると思われる。

SB25A

4つの遺構の中で1番高い位置にある。北西隅の角部分しか残っておらず、大きさなどは不明であ

る。主軸方向を山側だとすると、N-68o－EをしめすoSB25Bは、N-32o－Eをとるのでかなり方

向がずれてくるoSB25Bとの前後関係は、SB25Aの方が古いのではないかと思われる。堆積状況は、
山側の壁際から順に堆積しているので自然堆積と思われる。壁溝、柱穴、亀などは見つかっていな
い。
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出土遺物（図53、図版32）

84は須恵器の蜜の体部片である。内外面に黄土をハケ塗りし、表面が黒または黄土色なっている。

時期は不明であるが、猿投産のものかと思われる。

所属時期

周りの遺構との兼ね合いからⅣ期に属するが、詳しい時期はわからない。

SB25B

SB25Aとの切り合い関係は、SB25Bが25Aを切っているのではないかと思われる。斜面に対して、

山側の辺が平行になっている。主軸は、N-32o－EであるoSB25Aに比べるとかなり方向が違う。

周辺の竪穴住居跡から見るとSB25Bのようなパターンが多いと思われる｡堆積状況もはっきりしない。

出土遺物

SB25Bにあたる遺物は見つからなかった。

所属時期

SB25A^SB24などの状況によるが、Ⅳ期の遺構と思われる。遺物が少なく細かい時期ははっきり

しない。

SB29(図54．55)

調査区内南東斜面のG30グリッドにあるoSD15の溝埋土に南北1.3m×東西1.7mの1間×1間の

柱穴を検出した。そのすぐ南のSX05の北西の周溝部分から、大量の須恵器が出土した。最初は、須

恵器が出土した周辺に遺構があるのではないかと考え調査を進めたが、遺構は確認できず、須恵器を

取り上げた。須恵器の出土した層は、SX05の周溝に堆積した埋士よりも上の層位で、少なくとも古

墳時代前半より新しいと考えた。周辺のほぼ同じ層位かさらに上で中近世墓が検出されていたので、

古墳時代後半から中世の間であろうと考えていた。須恵器集中区とするところであったが、発掘後、

須恵器集中区の北にSB29を確認し、これらの須恵器群とSB29が関係があると考えた。これは、須恵

器を各務原市教育委員会の渡辺氏に見ていただいた時に指摘があったことで、同じような事例は、美

濃加茂市尾崎遺跡でも見つかっているとのことであった。建物は検出されていないが、同じ美濃加茂

市の伊瀬粟地遺跡の墳丘墓の南側と東側にも集中して須恵器が見つかっているところがあり、これら

の器種構成の特殊‘性から、その場で祭祁が行われていたのではないかと考えられている。このことか

らSB29も同じような可能’性が考えられる。

SB29は、1間×1間の建物だと思われるが、柱穴の径が大きな柱で0.56m、小さなもので0.48m

で、竪穴住居跡で見つかっている柱穴の大きさと明らかに異なる。むしろ、後述するSB17の掘立柱

建物跡の柱穴の大きさに近いo1間×1間なので住居跡というよりも櫓のような建物であったのでは

ないかと思われる。SX03の周溝部にあったので、地盤が弱く建物を建てるには不向きではないかと

思われる。
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出土遺物（図56、図版32．33）

SB29そのものの柱穴からは遺物を確認していないが、南の須恵器集中区からは、大量の須恵器が

出土した。そのうち実測したのは、次の10点である。

85．86は、杯蓋である。85はかえりがつき、かえりの先端が口縁ラインよりもさがるものである。

乳頭状のつまみがつく。7世紀後半のなかでもやや古い、美濃須衛産である。86は、85に比べやや天

井部分が高くて丸い。かえりもつくが、このラインも口縁ラインよりもさがる。つまみは、宝珠つま

みになっているo7世紀後半のやや古いもので、尾張産である。87．88*89は杯身であるo87．88は

台が付かず、89は台が付く。87はなめらかにナデ調整してあるが、88は回転切り離しのあとナデて仕
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上げられているo87．88は、7世紀後半の美濃須衛産であるo89は87-88に比ベシャープな印象を受

けるo89は7世紀末の猿投産である。

90は大型の髪で口縁の直径は、60cin近くになる。体部外面に格子叩きを施す。7世紀後半の尾張産

であるo91-93は壷で、91は台付き長頚壷の口縁部から頚部、93は短頚壷の口縁部であるo91は8世

紀後半の美濃須衛産で、93は7世紀後半の美濃須衛産であるo92は小型の鉢で、7世紀後半の尾張産

である。94は腿で7世紀後半の美濃須衛産である。その他にも多数の須恵器が出土している。器種が

わかりそうなものは、大きめの髪・横瓶などである。大きさにもよるが、特に髪と横瓶が目立った。

所属時期

須恵器から年代をみると、Ⅳ期の7世紀後半で2時期あるかもしれない。1点8世紀の後半の須恵

器もあり、Ⅳ期を多少はずれる可能性もある。

SB19．20．21、SB17(図57)

この地区は、大型の掘立柱建物跡のSB17や、それに付随するSD21A、その北のSB19・SB20・SB21

がある。いずれも南東斜面に建てられているoSB17・SB19・SB20の軸方向と、SB21の軸方向がず

れる。亀はSB21のみ作られている。

SB19(図58．図版10)

調査区内南東斜面のN19グリッドにある。北隣にSB20・SB21がある。南東斜面にあるため、谷側

部分が欠けている。平面形は、隅丸の方形である。大きさは南北3.8m×東西3.6m深さは0．1mほど

である。遺構自体はかなり削られている。山側はなだらかに立ち上がっていて、断面からみると堆積

の状況は、自然堆積だと思われる。南東の端は、溝によって削られており、北側の壁際に周溝が見ら

れる。

柱穴と思われる穴は1つであるが、主柱穴とは言い難い。床面は谷側が削られているが、他の斜面

の住居に比べると残りはよいほうである。付属施設は見られない。

出土遺物（図59、図版31）

全部で8点実測できた。土師器が5，点、須恵器が3点であるo95から97は土師器の髪であるo95は、

口縁部から底部までほぼ完形に近く、やや短く外反する口縁部に、小型の体部が付随する。外面はナ

デ調整がしてあるが、内面は指頭で調整してあるところもある。96も95とほぼ同じようなタイプの髪

である。97は95にも似ているが、内面の頚部と体部の境での屈曲がはっきりしている。また、95に比

べてやや大きいo98は、土師器のミニチュア土器である。径が4.5cmほどしかない土器であるo99は、

土師質の土器であるが、器種は不明である。比較的赤い色をしているo100は、宝珠つまみつきの須

恵器の杯蓋である。7世紀後半の尾張産ではないかと思われる。101は、須恵器の台付きの杯身であ

る。7世紀末の尾張産ではないかと思われるo102は、口縁部分がやや立ち上がり気味の短い短頚壷

である。体部中央に沈線が入るもので、7世紀後半の尾張産ではないかと思われる。
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所属時期

須恵器の出土数が少ないが、7世紀後半から末にかけてのⅣ期に属する。

SB20(図60、図版10)

調査区内南東斜面の018グリッドにある。南にはSB19があり、北にはSB21がある。南東斜面にあ

るため、谷側部分が欠けている。また、遺構のやや北寄りを東西に現代の溝が通っているため、遺構

の1/3ほどしか残っていない。平面形は、残った部分からみて、比較的隅の丸くない方形であると思

われる。大きさは不明であるが、残った部分の遺構の深さは0．1mほどである。山側はなだらかに立

ち上がっていて、断面から見ると堆積の状況は、自然堆積と思われる。壁際には、壁溝がない。

残っている床面には、比較的撰がむきだしになっている。柱穴と思われる穴はなく、付属施設は見

られない。

遺物の出土も少ない。竪穴住居跡であると思われるが、付属施設や柱穴がないこと、床面の状態が

居住するにはあまり適さないような状態であることなどから、竪穴住居跡ではないという見方もでき

る。

出土遺物（図61、図版31）

実測可能な遺物は、103の須恵器1，点だけである。そのほかに土師器片2点、須恵器片1点出土し

ている。103は、横瓶の口縁部分と思われる。破片が小さいため、はっきりとはわからないが、7世
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紀後半の尾張産ではないかと思われる。

所属時期

Ⅳ期の7世紀後半とする。

SB21(図62、図版10)

調査区内中央の東斜面P18グリッドにある。南にSB20がある。東斜面にあるため、谷側部分が欠

けている。また、南西角は、現代の溝によって一部削平を受けている。また、調査区の東端にあた

り、すべて発掘できなかった。平面形は、隅丸の方形である。大きさは不明であるが、遺構の残った

部分の深さは0.2mほどである。山側はやや急な立ち上がりで、断面からみると堆積の状況は自然堆

積と思われる。山側（西）の壁際と、南の壁際に周溝が設けられている。

柱穴と思われる穴は2つであるが、西の壁際の柱穴P01は、壁溝にかかっており竃のすぐ南側にあ

たるので主柱穴とは言い難いoP02は、径0.36m、深さ0.2mあり、位置的にみても主柱穴としても

よいと思われる。付属施設は、西側の壁の一番北に童が設けられている。童は、袖の部分が残ってお

り、完掘すると一番下の部分が熱を受けて硬化し赤くなっていた。硬化面は、厚さ2cmほどであっ

た。小さな石を検出したが、支柱石の一部ではないと思われる。
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出土遺物（図63、図版31）

実測可能な出士遺物は4点であったo104は、土師器の甑の体部から底部にかけてかと思われる。

底部近くで、器面の角度を変えるため、粘土を継いでいる。104は、106と共に竃から出土した遺物

である。外面はハケ調整で、内面は指によるナデ調整が行われているo105は、体部が長い土師器の

髪の体部である。大きなものであるが、大変薄い。外面はハケで調整されているo106も髪で、口縁

部がくの字に外反する髪の口縁部から体部の上半である。外面はハケ調整で、内面は板ナデおよび指

ナデを施しているo107は、短頚壷であるo7世紀後半の尾張産ではないかと思われる。
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所属時期

Ⅳ期の7世紀後半に属する。

SB17(図64、図版9)

調査区内中央東よりの南東斜面M21グリ調査区内中央東よりの南東斜面M21グリッドを中心とした位置にある。中央を北西から南東にかけ

て現代の溝が切っている。桁行4m(7.3m)×梁行2Pb1(4.6m)、床面積33.6㎡、主軸方向はN－

76o－Eにとる掘立柱建物跡である。柱穴間の距離は桁行方向が約1.8mで梁行方向が約2.2mであ

る。柱穴は12本で、すべての柱穴で柱の痕跡を確認した。規模は、柱の径は最大0.32m、深さ0.56m、

掘方の最大は長辺0.96m×短辺0.72m、深さ0.64mになる。掘方は、円形・方形のものさまざまであ

る。

建物は、現在の斜面に対して斜め方向に建てられている。桁行の延長上にSD21AがあるoSD21A

は、SB17に付随する溝で、流水を防ぐためのものと思われる。長さ6m、幅0.64mで断面形はかま

ぼこ状になっている。近隣のSB19̂ SB20も同じような方向に作られているので、これらの建物が建

てられていた時期には、斜面の傾斜方向が現在と異なっていた可能性も考えられる。
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出土遺物（図65、図版31）

柱穴から土師器片・須恵器片が数点出土している。実測できたのは108の1点であるo108は、土

師器の髪の体部片である。外面はハケ調整してある。

所属時期

出土遺物からⅣ期に属すると思われるが、細かい時期区分はできない。
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PO6①7.5YR4/4禍色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR5/8明褐色土(1cm砂岩角僕を含む､しまり有り）
③7.5YR4/3禍色土(僕を含まず､しまり有り）
④7.5YR5/8明褐色土(1cm砂岩角磯を多く含む､しまり有り）
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②7.5YR3/3暗褐色土(磯を含まず､しまりやや有り）
③7.5YR3/3暗褐色土(磯を含まず､しまり有り）
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P21①7.5YR3/4暗禍色土(際を含まず､しまりなし）
②7.5YR4/4褐色土(磯を含まず､しまりなし）
③7.5YR5/6明褐色土(1cm(韮の砂岩角喋を含む､しまり有り）

P154①7.5YR3/3暗褐色土(際を含まず､しまりなし）
②7.5YR33暗褐色土(僕を含まず､しまりやや有り）
③7.5YR43褐色土(暖を含まず､しまりやや有り）

P10①7.5YR2/3極暗褐色土(僕を含まず､しまり有り）
②75YR3/4暗褐色土(磯を含まず､しまりなし）
③7.5YR3/4暗褐色土(磯を含まず､しまりやや有り）

P25①7.5YR3/3暗褐色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR3/3暗禍色土(磯を含まず､しまり有り）

P175①7.5YR3/4暗禍色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR3/3暗褐色土(磯を含まず､しまりなし）
③7.5YR4/3褐色土(簾を含まず､しまりなし）

PO5①7.5YR3/4暗褐色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR4/4褐色土(際を含まず､しまりやや有り）
③7.5YR3/3暗褐色土(燦を含まず､しまり有り）

P23①7.5YR3/4暗禍色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR3/3暗褐色土(磯を含まず､しまりなし）
③7.5YR4/3褐色土(磯を含まず､しまり有り）

P147①7.5YR4/3褐色土(際を含まず､しまりなし）
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実測図SB03図67
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遺構配置（図66）

調査区内の北部に、掘立柱建物群が位置している。SB03・SB04・SB05の掘立柱建物跡とSAO1．

SA02の柵列である。

SB03(図67、図版3)

調査区内の北部の比較的平坦な南東斜面N12グリッドを中心とした位置にある。周辺には、東側に

SB04・SB05が位置している。桁行3fS(5.7m)×梁行2Fb1(3.9m)、床面積22.2㎡、主軸方向は

N-75o－Wにとる掘立柱建物跡である。南側に桁行方向にifS(5.5m)×梁行きIRg(2m)の庇

を配置している。庇までを含めた床面積は、34．2㎡になる。柱穴間の距離は、桁行方向が西から約

1.7m．1.9m．1．8mで中心の間隔がやや広い。梁行方向が北から約2.2m．1.7mとやや北側の間隔

が広い。庇が、桁行方向は、西から約2.3m．1.2m．2mと中央部が狭い。柱穴は14本で、すべて

の柱穴で柱の痕跡を確認した。規模は、柱の径は最大0.36m、深さ0.36m、掘方の最大は長辺0.72m

×短辺0.66m、深さ0.36mになる。掘方は、ほぼだ円形である。

出土遺物（図68、図版27）

PIOから109の須恵器の杯蓋が出土した。天井部から口縁にかけて丸いo7世紀末から8世紀初頭

の美濃須衛産であるoP21から、noの須恵器の盤が出土した。脚付きのものかと思われるo7世紀

後半の美濃須衛産かと思われる。

所属時期

出土した須恵器から、Ⅳ期の7世紀後半から8世紀初頭に属すると思われる。

SB04(図69、図版3)

調査区内の北部の比較的平坦な南東斜面P12グリッドを中心とした位置にある。周辺には、西側に

SB03、南にSB05が位置している。桁行3Rg(3.9m)×梁行2̂(2.8m)、床面積10.9㎡、主軸方向

はN-60o－Wにとる総柱の掘立柱建物跡である。柱穴間の距離は、桁行方向が西から約1．3m．1．4

，．1.2mで中心の間隔がやや広い。梁行方向が北から約1.5m．1．3mとやや北側の間隔が広い。柱

穴は11本で、北東隅の柱が欠けている。すべての柱穴で柱の痕跡を確認した。規模は、柱の径は最大

0.3m深さ0.45m、掘方の最大は0.75m×短辺0.70m、深さ0.45mになる。掘方は、ほぼ円形である。
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図69SB04実測図

出土遺物

P08・P18-P35から土師器片が数点出土した。
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図70SB05実測図

所属時期

土師器片からは、はっきりとわからないが、SB03との位置関係からみてもⅣ期の7世紀後半から
8世紀初頭にあたると思われる。

SB05(図70、図版4)

調査区内の北部の比較的フラットな南東斜面013グリッドを中心とした位置にある。周辺には、北
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側にSB03、南にSB05が位置している。南北2Pal(3.3m)×東西2m(3.3m)、床面積10.9㎡、主軸

方向はN-52o－Wにとる総柱の掘立柱建物跡である。柱穴間の距離は、南北方向が北から約1.65

，．1.65m･東西方向が西から約1.65m．1．65mo柱穴は9本で、すべての柱穴で柱の痕跡を確認し

た。規模は、柱の径は最大0.3m、深さ0.35m、掘方の最大径は0.6m、深さ0.35mになる。掘方は、

ほぼ円形であるoSB03とは、方向を多少異にするが、同じ総柱のSB04とは、方向をほぼ同じにす

る。建物間にも適度に距離があり、同時に建っていた可能性がある。

出土遺物

P45及びP85より土師器片が、数点出土した。器種ははっきりしない。

所属時期

出土遺物から時期ははっきりわからないが、SB03・SBO4・SBO5が、同時に建っていた可能性があ

り、Ⅳ期の7世紀後半から8世紀初頭に属する可能性がある。

SA01(図71、図版23)

調査区内014グリッドにある。東西方向に3Pel(5.6m)ある。柱間は、東から2．05，．2．05，．

1.7mである。主軸方向はN-67o－Wである。柱穴は4本あり、すべての柱穴で柱の痕跡を確認し

た。

出土遺物

特になし。

所属時期

明確な時期は不明であるが、Ⅳ期の可能性はある。

SA02(図71、図版23)

調査区内L15グリッドにある。南北方向に2m(4.2m)ある。柱間は、北から2.1m．2.1mであ

る。主軸方向は、N-10o－Eである。柱は3本あり、柱の痕跡は確認できなかった。

出土遺物

特になし。

所属時期

明確な時期は不明であるが、Ⅳ期の可能性はある。

遺構配置（図72）

掘立柱建物跡SB26と柵列SA03・SA04があるoSB26とSA03は、一連の建物かと思われる。
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図73SB26実測図
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図74SA04実測図

SB26(図73、図版11)

調査区内の中央西G21グリッドを中心とした位置にある。周辺には、北側にSA03、北東にSA04が

位置している。桁行Am(6.4m)×梁行2P̂ (4.Om)、床面積25.6㎡、主軸方向はN-69o－Eにと

る掘立柱建物跡である。柱穴間の距離は、桁行方向が西から約1．9，．1．5，．1．5m・1．5m、梁行

方向が北から約2．0，．2．0m・柱穴は12本で、すべての柱穴で柱の痕跡を確認した。規模は、柱の

径は最大0.16m、深さ0.4m、掘方の最大径は0.48m、深さ0.48mになる。掘方は、円形・長方形の

ものがあるoSB26の北2.5mの位置にSA03があるoSA03の主軸方向が、SB26の梁行き方向に近い

ので、SA03は、SB26に付属するものではないかと思われる。

SA03(図72,73)

調査区内J22グリッドにある。南北方向に3m(8.2m)ある。柱間は、北から2.7m．2.9m．2．7

mである。主軸方向はN-34o－Wである。柱穴は3本あり、柱の痕跡は確認できなかった。

出土遺物

特に、出土遺物は確認できなかった。

所属時期

出土遺物や遺構間の関係からはっきりしたことはわからない｡可能性としてⅣ期に属すると考える。

SA04(図74)

調査区内J22グリッドにある。南北方向に2m(4.8m)ある。柱間は、南から2．4，．2．4mであ

る。主軸方向はN-47o－Wである。柱穴は3本あり、柱の痕跡は確認できなかった。

出土遺物

出土遺物は確認できなかった。

所属時期

出土遺物や遺構間の関係からはっきりしたことはわからない｡可能性としてⅣ期に属すると考える。
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第2節方形周溝墓（前方後方形周溝墓）・古墳と遺物

(1)調査の経緯（図75）

金ヶ崎遺跡の墳墓群（方形周溝墓・前方後方形の方形周溝墓・古墳）は、すべてが既存の遺構では

なかった。試掘・確認調査前の段階で調査区内の既存の遺構は、SX01．SXO2．SXO3．SXO5の4基

であった。しかも、古墳時代後期の古墳と考えられていた。ところが試掘・確認調査によって新しく

2基の遺構が発見された。この段階でも、依然としてこれらの遺構は後期の群集する古墳と考えられ

ていた。

調査区内の遺構について、新たな見解が生まれたのは、10月を過ぎてからであるoSX02．SX03.sx

O5の周溝部に弥生時代末から古墳時代初頭の土器群が出土し始め、SX05の主体部から多孔銅鎌が出

土してからである。遺構も、SX03．SX05の西および南にSX06．SX07の一部を確認し、新たにSX14

を発見した。前後するが、試掘・確認調査の段階で遺構としていたものも、SX09．SX10とした。そ

のほか、SX09の西にSX11、SX03の東にSX12、SX02の北にSX13、北西にSX15を発見した。この段

階で、当初考えていた6基の遺構が、10基になっていたo(完全に調査区内に存在する遺構）

残念ながら、新たに発見された墳墓は、墳丘部分が後世の掘削によって消滅していたが、周溝部分

が残っていたこともあって、その規模が確認ができた。また、残った周溝部分からも遺物が出土し、

時期決定の決め手になった。

(2)調査前の状況

金ヶ崎遺跡の墳墓群の周辺は、雑木に覆われているところと、畑地として利用されていたところが

あり、墳丘が確認できる場所とまったく確認できない状況の場所があった。特に、調査区内北部は、

畑地になっていたので、SXO9．SX10・SX11・SX13・SX15は、試掘・確認調査においてもその半数

の遺構の存在は予想できなかった。

(3)各遺構の状況

SX01(金ヶ崎1号墳・・前方後方形の方形周溝墓)(図76'77、図版1214)

墳丘墓の残存状態

SX01は、墳丘部の南半分が削平され、土砂が削り取られていた。建物を建てたような跡もあり、

そのまわりには、石垣が積んであった。さらに南は、重機のバケットで土を掘り返し、その中にブロ

ックやコンクリート・針金など廃棄物を投棄してあるような穴が数カ所あった。

北半分は墳丘部が残り、墳丘の裾部分にかけて土砂が堆積していた。東側は、墳丘部が一部削り取

られ石垣が積んであった。

墳丘墓の立地

調査区内の北の端、北東から南西に延びる尾根上に位置する。同一尾根筋には、南西に向かってsx

11-SX10-SX15などが位置している。

ー
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周辺には、弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴住居跡や士坑があり、墳丘下にもSB28がある。標高

は、墳丘頂部で130.9mを測る。墳丘の南半分は後世の削平を受けて、築造時の高さを保っていない。

周溝

墳丘の形を前方後方形の方形周溝墓と考える理由に、周溝の存在がある。前方部前面と考える南西

の端に、幅約2m、長さ4m、深さ0.15mの周溝と幅0.8m、長さ0.8m、深さ不明の周溝を確認し

た。長い方は西側の調査区端で切れ、小さい周溝は、東端が撹乱によって明確になっていない。この

周溝から、高杯の杯（111）の部分と脚（112）の部分が出士している。周溝の断面はⅢ状で浅く、中

央が切れているので、その部分が墳丘に続く陸橋になっているのではないかと思われる。また、後方

部の南端、丁度調査区外との境にある壁で、周溝の断面を確認した。幅2mほど、深さ0.25mほどの

ものである。その周溝が西へ延び、8m西で北へ屈曲している。その先は撹乱によって不明である。

前方部の左側（北側）と後方部の左側（北側）に明確な周溝は確認できなかった。ただ、後方部北側

の断面を見ると、墳丘の裾の部分が平坦に削り出され、その平坦面が北へ2.75m行った所から、調査

区北端に向かってくぼみがみられる。これは、周溝の残存部分ではないかと思われる。

墳丘

平面形は、前方後方形を想定している。規模は、全長が推定で約30m、前方部縦12m×横7.7m、

後方部は推定縦20.5m×横20mである。どちらかというと、後方部の先端部分の幅が、前方部に近い

部分の幅よりも広いように思われる。残った部分の墳丘高は0．6mを測り、墳丘頂部と周溝底部の比

高差は約3.6mになる。墳丘断面をみると、墳丘が構築される前の旧地表士（Ⅲa。Ⅲb)の上に墳

丘端部から墳丘中央部に向かって傾斜する互層状の堆積がみられる。このことから、墳丘構築に盛土

が行われたと推察される。また、墳丘構築時に整地を意識した野焼きが行われていたと思われる。そ

れは、Ⅲa居の上面に炭化物を含むことから推察できる。盛土には周溝部の土をはじめⅢa層黒色

士。Ⅲb層黒褐色土およびその下の地山（Ⅳ居）明赤褐色粘質士も使用されたようである。盛土の手

||頂などについては、第8章で述べる。

なお、墳丘墓とその下の竪穴住居跡(SB28)とは、Ⅲa層を挟んでいるため、時期差があると思

われる。

主体部

主体部は、墳丘の南半分が削平を受けたため、確認できなかった。

出土遺物（図78、図版34）

遺物は、高杯3点・鉄製品1点が実測可能であったol11．112は、前方部前面の周溝出土の土器で

ある。111は、高杯の杯の部分で、一部分のため明確な器形復元はできないが、A類の高杯ではない

かと思われるo112は高杯の脚部で、脚高が非常に短い。裾の部分が一端外反したあと、端の部分で

内脅しているoC類の高杯ではないかと思われるo113は、墳丘盛土内から出土したものである。口

縁部の破片であるが、口縁端部をやや肥厚させ、内面に多条沈線と波線文を施している。美濃地方西
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部に多く出土している一群の土器かと思われる。高杯A類に属すると思われる。鉄製品の種別は、不

明である。長さ3.5cmあまりの鉄片で、生きている面が2面ある。

所属時期

Ⅱ－2期又はⅡ－3期に属すると思われる。

SX02(図79．80、図版12．14)

墳丘墓の残存状態

SX02は、墳丘部の北半分が削平され、畑地になっていた。また、南半分中央にもゴミ穴が掘られ、

その中に大量の遺物がゴミや石と一緒に放り込まれていた。中央を東西に現代溝が走り、排水溝の役

割を果たしていた。

墳丘の南半分は墳丘部が残り、墳丘の中央を東西に墳丘断面を見ることができた。南半分の中央は

ゴミ穴によって撹乱されていたが、その周辺のマウンドは残っており、墳丘の構築課程を確認するこ

とができた。墳丘の西・北・南の辺に沿うように、方形を想定させる周溝があった。ただし南東斜面

に面する東側だけは、周溝を作らなかったか、流れ落ちてしまったと思われる。

墳丘墓の立地

調査区内の中央よりやや南、北東から南西に延びる尾根筋からやや東にずれる位置にある。近くに

は、北西にSX15、北東にSX13、南西にSX03，南にSX12などが位置しているoSX13とは、北の周溝
を共有している。

周辺には、弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴住居跡や土坑があり、墳丘下にもSB16A。B、周溝

部の東の端にSB15がある。南の周溝部と東側の南東向きの斜面には、たくさんの中近世墓があった。

標高は、墳丘頂部で129.8mを測る。墳丘の北半分は後世の削平を受けて、築造時の高さを保ってい
ない。

周溝

墳丘の南西隅から北の隅までと、北東の辺と南西の辺に周溝が見られる。墳丘の南西側の辺の中央

部分と、墳丘の北西隅のところが1．2mほど周溝がなく、陸橋状になっているoそれぞれの陸橋の両
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側の周溝は、丸くおさまっているので、構築時から周溝があったのではなく、意図的に陸橋状に残し

た可能性が高い。周溝の規模は、最大幅4.7m、最小幅1.7m、最大深さ0.3m、最小深さ0.06mあ

る。周溝の断面はかまぼこ状になっており、周溝内側の立ち上がりに比べ、周溝外側の立ち上がりが

なだらかである。北東側の周溝からSX13の北向きの周溝がのびており、両方の遺構が周溝を共有し

ているものと思われる。この周溝の南西隅で、柳ヶ坪型の口縁部分（117）と壷の底部（116）が出土

している。

墳丘

平面形は、周溝の輪郭に沿って方形をしている。墳丘は中央部分で東西に現代溝が走り北半分が削

平を受けている。周溝の残り具合から方形であることが確認できる。規模は、北西から南東方向に

17.2m、北東から南西方向に18.7mある。残った部分の墳丘高は1mを測り、残った墳丘頂部と周溝

底部の比高差は約1.7mになる。墳丘が北半分削平を受けているので、墳丘の断ち割り断面がはっき

りとわかる。断面を見ると、墳丘が構築される前の|日地表士（Ⅲa。Ⅲb)の上に次のような墳丘構

築過程が予想される。まず、｜日地表面を焼き、

①墳丘端部にドーナッツ状に士を積み上げる。

②積み上げた中に水平に土を充填していく。

③木棺を設置するための穴を掘る。

④木棺設置のために壁に粘土を貼り付ける。

⑤木棺を設置する。

⑥木棺を埋めて墳丘を完成させる。

このように、墳丘部分は何段階もの盛土を経て構築されたと思われる。盛土に使用された土は、断面

に見られる士層の土色を見ると、Ⅲa層・Ⅲb層。Ⅳa層などがみられ、基本的には周溝部分の士が

使われたと思われるが、単純にみても墳丘面に盛土された土砂の量は、周溝部を掘りあげた量の何十

倍にもなるので、周溝部分の土だけではないと思われる。主体部木棺を設置するために貼り付けられ

た粘土は、墳丘の北西端に見られるⅣb層檀色粘質士によく似ている。このあたりの良質の粘土を貼

り付けたのではないかと思う。断面で見ると、墳丘の下のⅢb層の上面には、土坑が2つ見られる。

これらは、Ⅲa居を挟んで時期的な隔たりがある。墳丘の削平を受けた北半分の下にもSB16A。Bと

いう2つの竪穴住居跡があり、北東周溝部の端にSB15がみられるoSB16A。Bは、Aが古くBが新し

いoSB16A。B検出時にⅢa層やⅢb層が見当らなかったので、はっきりとは言えないが、少なくと

もSB16Aの竪穴住居跡とSX02とは時間的な隔たりがあるのではないかと思われるoSB16Bについて

は、SB16Aより新しい。出土した遺物もほとんどSB16Bのものであるが、出土状況は、おもに南西

部分に片寄って大量に出土した。このような状況から、SB16Bのような住居は、SX02を作るための

事前の祭而日を行うための住居であるという見方もある。ただ、SB16A。Bともその地床炉は、しっか

りと被熱し、硬化しているため、生活していた可能性が大きく、すぐに祭而日のための一時的な住居で

あるという確証はもてない。

主体部（図80、図版14）
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⑳北西側の周溝付近の土7.5YR6/8椅色上(0.5～3cm砂岩角磯を多く含む､しまり強）
⑳7.5YR5/2灰隅色土(3～5cm砂岩角喋を少量含む､しまり強）
⑳7.5YR5/3にぶい隅色土(0.5～1cm砂岩角喋を少量含む､しまり強）
⑳7.5YR4/6禍色土(磯を含まず､しまり強）
⑳7.5YR5/8明網色土(0.5～3cm砂岩角喋を少量含む､しまり強）
⑳7.5YR5/3にぶい禍色上(1～3cm砂岩角喋を少量含む､しまり有り）

⑫7.5YR4/3禍色土(1～3cm砂岩角喋を少量含む､しまりなし）
⑬7.5YR4/2灰渦色土(1～3cm砂岩角喋を少量含む､しまりなし）
⑭7.5YR5/37.5YR5/3にぶい網色土(1～3cm砂岩角喋を少量含む､しまり有り）
⑮7.5YR4/27.5YR4/2灰附色土(0.5～5cm砂岩角磯､5cmチャート角喋を含む､しまり有り）
⑯7.5YR4/47.5YR4/4冊色上(0.5～1cm砂岩角喋を多く含む､しまりやや有り）

0 2m

土色番号はSX02墳丘断面図に準ずる

図80SX02主体部実測図

s=i:40

主体部は、断面から見ると墳丘の中央から1．2mほど南東寄りに位置している。平面形ははっきり

しないが、断面を見る限り割竹形の木棺が設置されていたのではないかと思われる。木棺設置のため

の掘方は、径1.8mほどある。また、木棺本体の径は1.1mほどだったと思われる。主軸方向は、N

－29o－Eを測る。木棺は、掘方に厚さ約0.15mの粘土を貼り付け、その中に割竹形の木棺を設置し、

上を粘土で覆い、士をかぶせている。図80の士層26-27．28*29．30が粘土であると思われる。掘方

は盛土部分に止まり、旧地表面や地山までを掘り込むには至っていない。

出土遺物（図81、図版34）

遺物は、高杯1，点・髪1点・壷3点・鉄剣1点・石器1点が実測可能であったo114は、高杯の脚

部である。杯部および脚部の裾の部分がないので細かい分類はできないo115は、小型の台付髪の体

部から台にかけてである。蜜B類に入るo116は、髪又は壷の底部かと思われる。117．118は、壷C

類に属するo117は、二重口縁技法を用いた柳ヶ坪型壷である。口縁の内側には櫛状工具による刺突

文がみられるo118は、二重口縁壷である。特に文様等はない。117と118の口縁部のつぎ方を比べ

てみると、117は、廻間遺跡で紹介されている制作技法の有段口縁の技法に近く、118は二重口縁の

技法に近いo309は、鉄剣である。両端が欠損していて、長さ等は不明であるが、さやの部分の木質

が残っているo309は、SX02の削平を受けた北半分の平坦な部分から見つかったものであるo403

は、打製石斧である。

所属時期

出土した遺物から、Ⅱ－3期に属すると思われる。
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SX03(図82．83．84、図版12．15)

墳丘墓の残存状態

SX03は、周辺が森林になっていた。木の伐採によって墳丘部分がはっきりと確認できた。墳丘部

分に盗掘坑のような穴は確認できなかった。当初は古墳時代後期の古墳だと考えられていたので、墳

丘の下には石室があると予想されていた。実際には石室はなく、周辺のくぼみは周溝であった。表土

がかぶった状態では円墳の可能'性も考えられていた。
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墳丘墓の立地

調査区内のやや南より、北東から南西に延びる尾根筋からやや東にはずれる位置で、平地部を臨む

南東斜面にある。北にSX02、東にSX12・SD15、南東にSX05、南西にSX06．14、西にSX07などが

位置しているoSX06．07-14とは、周溝の位置が重なっている。

周辺には、弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴住居跡や溝があり、墳丘下にもSB27がある。後世

には墳丘及び周溝にたくさんの中近世墓が作られた。標高は、墳丘頂部で129.Omを測る。

周溝

墳丘南東の辺の南半分を除いて、南東隅から東の隅を巡る位置まで周溝が存在する。周溝の幅は最

大2.6m、最小1.4m、深さは深いところで0.7m、浅いところで0.1mあった。断面の形状は墳丘部分

から掘り込まれる周溝内辺は鋭く傾斜し、周溝の外辺は緩やかに立ち上がる。南東部の周溝の南半分

は周溝がなく平坦な状況になっている。そこに、SD15が東から入り込んでいる。南西部の周溝およ

び北西部分の周溝は、SXO6．SX14とSX07の周溝と重なっているoSX06については、周溝断面から

SX03の周溝を切るようにしてSX06の周溝が作られているので、SX06の方が新しいことがわかる。

SX14・SX07との関係については、墳丘部分がかなり接近しており具体的な新旧関係はわからなかっ

た。南東部の周溝は、東の隅でSX12の周溝部につながっているし、墳丘南東の辺の中央あたりで終息

している。ただし、この辺の周溝は大きく幅を広げて幅4mほどになっている。周溝からの出土遺物

は､この幅広の南東部の周溝から大量に出土したo(墳丘の区分からするとNE･北東部になる）

墳丘

平面形は、周溝の輪郭に沿って方形をしている。墳丘の西の隅は、中近世墓が作られていたため

か、削平を受けて平坦になっていた。また、墳丘の端や主体部の近くも中近世墓によって墳丘面が削

平を受けているところがあった。墳丘の規模は、北西から南東方向に11．6m、北東から南西方向に

11.0mある。残った部分の墳丘高は0.45mを測り、残った墳丘頂部と周溝底部の比高差は約1.7mに

なる。墳丘が構築される前の旧地表士（Ⅲa。Ⅲb)の上に次のような墳丘構築過程が予想される。

①墳丘端部に士塁状に土を積み上げる。

②主体部をつくる位置（木棺設置位置）に土を水平に敷く。

③木棺を設置する。

④士塁状の土山をこえて内側に土を充填していく。

⑤木棺の縁に土をつめ木棺を固定し、士を木棺の上からかぶせ墳丘を完成させる。

このように、墳丘部分は2ないし3段階の工程で盛土をし、構築されたと思われる。盛土に使用され

た士は、墳丘断面に見られる土居と比べると、Ⅲa層。Ⅲb層。Ⅳ層などに近い土色・土質のものも

見られ、基本的には四方の周溝部分の士が使用されたと思われる。また、士塁状に盛られた土山の内

側の土居は、土が外から中へ傾斜するように積み重ねられて互層状になっている。墳丘を構築する過

程で、外から中へという意識があると思われる。さらに、墳丘下の土の断面を見ると、墳丘の下には

旧表士として安定したⅢa層が見られるが、SB27の上の部分のみⅢa。Ⅲb層が見られない。従っ

て、SX03を作る前にSB27で祭而日を行い、その後SX03を作りはじめたという見方もできる。ただ、
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図84SX03主体部実測図

SX01の下層やSX02の下層で検出したSB28・SB16Bのように、墳丘内に住居がきちんと収まっておら

ず、周溝を掘る段階では、住居の北半分が削平を受けている。したがってSB27がSX03に関連した住

居という見方は、SB28・SB16B以上に可能性が低いと思われる。

主体部（図84、図版16）

主体部は、墳丘のほぼ中央部に位置する。平面形は北東側をやや細めた長方形である。規模は、南

西の幅で2.1m、北東の幅で1.7mで、長さ3.5mある。主軸はN-29o－Eをとる。棺に埋葬された

遺体の頭部方向は、幅の広い南西部であると思われる。主体部の掘削は、墳丘面の掘削の際に残され

た東西南北十字ベルトを利用して、主体部に十字にベルトを残し掘削した。主体部南西側と北端の部

分が中近世墓によって一部削平を受けていたが、平面形はほぼ完全に残った。断面は、木の根などに

撹乱された部分もあったが、多くは堆積状況を確認することができた。主体部内の掘削はj慎重に行っ

たが、遺物は確認できなかった。埋設棺の形状を確かめるために、ベルトに沿って外側にトレンチを

入れた。埋設棺は、検出状況および土居の状況から舟底状木棺が用いられたと推測する。墳丘部のと
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ころで説明したように、棺は|日地表面を整地して、その上に置かれて、周りを士で埋める方法をとっ

ているので、｜日地表面を掘り下げることはなかったと思う。

出土遺物（図85．86．87、図版34．35．36）

遺物は、高杯16,点・器台2，点・髪2，点・壷7点が実測できた。なお、143から146までは、墳丘の

|日地表士から出土した土器であるo119から124は、壷A類であるo119から121がほぼ同じ大きさ

の高杯で、黄橿色をしているのに対し、122から125は、前の3つよりやや小さく明赤褐色をしてい

る。また、高杯の杯部と脚部の高さの比も、前者が杯対脚が1.5対1であるのに対し、後者が1.75対1

になっている。明らかに後者の方が脚部に対して杯部が大きい。これは、墳丘を作ることに関する祭

､日を、時期をずらして2度行ったか、1度であるが系統の違う土器を2種類使用したか、ではないか

と思うo126．127は、高杯A類の脚であるo128．129．133は、高杯の脚の一部であるが分類は不明

であるo130．131．132は、高杯の脚部であるが、やや小さめであることと、脚の裾が広がりつつある

ので高杯C類ではないかと思われるo134は器台である。受部の厚みが比較的あるo135は、台付髪

の台の部分で髪B類に属する。136．137は、広口壷で、口縁部を肥厚させて外面に擬凹線を施して

いる。壷B1類に属する。138．140．141は、壷D1類であるo3つとも口縁部に沈線を施し、140は、

赤彩を施した土器である。139は、頚部が体部より長い壷で、壷D2類に属するoD1類のものと同

様□縁に沈線を施すo142は、口縁部が短く立ち上がる壷E類である。口縁に赤彩が施してある。

143から146は、墳丘下の旧表土から出土した土器であるo143は高杯の脚部であるが、細分はで

きないo144は、器台の受部である。134に比べ受部の厚みが薄いo145は、髪C類で、廻間遺跡の

土器分類のS字髪A類に属するものと思われるo146は、赤彩を施した壷で、壷A類に属する。口縁

部内面に羽状文を施し、口縁外面に2条の擬凹線を施している。

所属時期

出土遺物から考えて、Ⅱ－2期に属すると思われる。

SX05(図88-89．90．91、図版13．17．18)

墳丘墓の残存状態

SX05の周辺部分は森林になっており、木の伐採によって墳丘部分が明確になってきた。墳丘部分

に盗掘坑は確認できなかったoSX03と同じく、当初は古墳時代後期の古墳と考えられていたので、

墳丘の下には石室があると予想していた。実際には石室はなかった。表土をかぶった状態では、周溝

の存在も予想できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内の南よりの南東斜面に面し、北東から南西に延びる尾根筋から東にはずれる位置にある。

南に平地部を一望できる見晴らしのよい南東斜面にある。北にSX12、北西にSX03．SD15、西にSX06

が位置しており、SX06とは、周溝を共有している可能性がある。

周辺には、弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴住居跡や溝がある。墳丘・周溝にはたくさんの中近
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世墓が作られていた。標高は、墳丘頂部で127.3mを測る。

周溝

周溝は、墳丘南東、北西部、北東部の墳丘に沿って作られている。南東の斜面に面した辺は、周溝

がないか、崩れたかはっきりしない。周溝の幅は最大3.5m、最小1.9m、深さは深いところで0.5

m、浅いところで0.1mであった。周溝断面の形状は南西部の周溝は、墳丘端から急に深くなるが、

その他の墳丘面に面した所は、徐々に深くなり、外に向かって徐々に浅くなるかまぼこ状になってい

る。北東部の周溝は、他の周溝に比べ深い部分が多い。墳丘の北の端にSD15がある。周溝断面図を

見ると、SD15は、SX05の周溝を切っており、SD15の方がSX05よりも新しいことがわかる。周溝から

の出土遺物は、北西部の周溝から大量に出土した。

墳丘

平面形は、周溝の輪郭に沿って方形をしている。墳丘の西側は、中近世墓があって削平を受けてい

るところがある。墳丘の規模は、北西から南東方向に8.9m、北東から南西方向に9.8mある。残っ

た部分の墳丘高は0.4mを測り、残った墳丘頂部と周溝底部の比高差は約2mになる。墳丘が構築さ

れる前の旧地表士(Ⅲa。Ⅲb)の上に次のような墳丘構築過程が予想される。まず、旧地表士を焼き、

①墳丘端部に土塁状に土を積み上げる。

②主体部をつくる位置（木棺設置位置）に土を士山状に敷く。

③山の中心に木棺を設置する。

④土塁状の土山をこえて内側に土を充填していく。

⑤木棺の縁に土をつめ木棺を固定し、士を木棺の上からかぶせ墳丘を完成させる。

このように、墳丘部分は墳丘の端から作られ、木棺の設置場所を設定した後士を盛り、木棺を設置し

て周りを埋めるという方法がとられてられているoSX03の場合と多少違うのは、SX03では、木棺の

設置場所に水平に士を盛るのに対し、SX05では、富士山のように盛っていることである。盛土に使

用された土は、墳丘断面に見られる土居を見ると、Ⅲa層。Ⅲb層およびそれぞれの裾部の土などに

近い土色・土質の土が見られ、基本的には四方の周溝部分の土が使用されたと思われる。また、土塁

状に盛られた土山の内側の土居は、木棺を設置した士と外の土の間を埋めるように断面がかまぼこ状

に士を置いている。墳丘下は、SX02^SX03のように遺構は確認できなかった。

主体部（図90．91、図版18)

主体部は、墳丘の中心から1.8mほど北東に位置している。平面形は北東側をやや細めた長方形で

ある。規模は、南西の幅で1m、北東の幅で0.9m、長さ2.4mある。主軸はN-30o－Eをとり、sx

O3主体部とほぼ同じで、頭部を南西に向けている。墳丘面の掘削の際に残された東西南北十字ベルト

は主体部をうまく分割しなかったので、主体部用に主軸に直行する方向でベルトを残し掘削した。主

体部の南東側の端に木の切り株が残っていたが、ほぼ完全な状態で、平面形は残った。主体部内の掘

削はベルトを残した状態で土居を確認しながら行った。掘削が進み主体部の形状が明らかになってき

た頃、主体部の南東側の端の木の根元で、まず管玉が出土し、続いてその下から勾玉・管玉・多孔銅
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O910YR5/3にぶい黄禍色土(1～2cm砂岩角喋を多く含む､しまりやや有り）
09，10YR5/4にぶい黄隅色土(4～6cmチャート唖角喋を少量含む､しまり有り）
1010YR5/4にぶい黄禍色土(2～6cmチャート亜角喋を多く含む､しまりやや有り）
1110YR5/3にぶい黄禍色土(1～2cm砂岩角喋を多く含む､しまりやや有り）
11,10YR4/2灰黄禍色土(0.5～1cm砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
1210YR3/2黒禍色土(0.5～1cm砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
1310YR5/6黄禍色土(1～2cm砂岩角喋を少量含む）
1410YR3/2黒禍色土(0.5～1cm砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
ⅢalOYR2/1黒色土(0.5～1cm砂岩角喋を少量含む､しまり有り）
IIlblOYR4/2灰黄禍色土(3～20cmチャート唖角喋を少萱含む､しまり有り）
Ⅳ7.5YR5/8明禍色土(2～20cmチャート唖角喋を多く含む､しまり強）

O110YR4/1禍灰色土(磯を含まず､しまりやや有り）
01,10YR4/2灰黄禍色土(3～5cmチャート唖角喋を少量含む､しまりやや有り）
O210YR4/2灰黄禍色土(5～20cmチャート唖角喋を多く含む､しまりやや有り）
O310YR4/1禍灰色土(5～8cmチャート唖角喋を多く含む､しまりやや有り）
O410YR4/4禍色土(2～6cm砂岩角喋を多く含む､しまりやや有り）
O510YR5/6黄禍色砂質上(2～6cm砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
05，10YR4/3にぶい黄禍色土(2～6cm砂岩角喋を多く含む､しまり有り）
O610YR5/6黄網色粘質土(4～8cmチャート唖角喋を含む､しまり有り）
077.5YR5/6明禍色土(4～6cmチャート唖角磯を少量含む､しまり有り）
07,10YR5/4にぶい黄渦色土(際を含まず､しまりやや有り）
O810YR4/1禍灰色土(1～2cm砂岩角燦を少量含む､しまりなし）

2m0
ｰ－－…‐

S＝｜：60

図89SX05墳丘断面図
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①10YR5/4にぶい黄褐色土(0.5～1cm砂岩角喋を含む､しまり有り）

②7.5YR4/3賜色土(0.5～1cm砂岩角喋､2～4cmチャート亜角喋を含む､遺物を

含む､しまりなし）

③7.5YR5/4にぶい禍色土(燦を含まず､しまり有り）

④7.5YR5/6明褐色土(磯を含まず､しまり有り）

⑤7.5YR5/6明褐色土(1～3cm砂岩角喋を含む､しまり有り）

⑥7.5YR4/2灰褐色土(1～3cm砂岩角喋を含む､しまり有り）

図90SX05主体部実測図
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図91SX05遺物出土状況
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図93SX05出土遺物実測図(2;

鎌を含む銅鎌が3点出土した。銅嫉先の方向は、3本とも北西を向いていた。柄の部分に矢柄は見つ

からなかった。管玉や勾玉は、頭部の位置よりもやや外側の東よりの位置で出土したので、頭部や頚

に掛かった状態ではなく、まとめて南東端に置かれていたものと思われる。勾玉は2，点、管玉は11点

になった。検出状況および土居の状況から主体部に設置された木棺は、舟底状木棺と推測する。墳丘

部のところで説明したように、棺は旧地表面を整地して、その上に置かれて、周りを土で埋める方法

をとっているので、旧地表面を掘り下げることはなかったと思う。

出土遺物（図92．93、図版37）

遺物は、高杯9点、髪1，点、鉢1点、壷5点、銅嫉（多孔銅鍬を含む）3点、管玉11点、勾玉2点

が実測できた。なお、161の鉢は、木棺の置かれた位置より少し下の位置から出土しているので、木
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棺設置に先行して木棺の外に置かれたものかと思われるo147は、内轡傾向を持つ高杯で高杯A類の

杯部と思われるo149は、杯部の稜線がなく、なだらかに内雪しているので、高杯B類と思われる。

148.150は､高杯の杯部および脚部であるが､脚部が裾部で外に広がるので高杯Cかと思われる。150-

152．153．154．155は、高杯の杯部の一部および脚部の一部であるが、細かい分類はできないo156

は、口縁部が短く外反する髪の口縁部で、髪A類に入るo157は、赤彩を施し、口縁部を肥厚させた

パレススタイルの壷A類である。口縁外面には擬凹線を4条と棒状浮文を施し、体部上面に隆帯と横

線・山形文を施すo158は、口縁が短く外反する壷B3類の胴部である。159．160は、壷の底部であ

るが、分類はできない。ただ、159の底部は上げ底になっているo310～312は、主体部から出土した

銅鍍であるo310は、茎から銅嫉先端までの長さが約5.9cm、鎌身幅が1.6cm、錬身厚が0.5cmであ

る。先端および逆刺片方が欠損している。かえしの部分がやや外に広がる。鏑は明瞭で、両側に4対

の孔があけられている。銅鍛の断面形は菱形で、茎の断面も正円ではなく何面か面を持っているo311

は、茎から銅鎌先端までの長さが約6.55cm、鎌身幅が1.5cm、嫉身厚が0.55cmである。先端および逆

刺片方が欠損している。かえしの部分は片方が特に広がっている。鏑は明瞭で、中央部分の厚みがや

や薄い。銅鍛の断面形は菱形で、茎の断面も正円ではなく何面か面を持っているo312は、茎から銅

鎌先端までの長さが約5.5cm、嫉身幅が1.5cm、鎌身厚が0.5cmである。先端および逆刺両方が欠損

している。かえしの部分はやや外に広がると思われる。銅嫉先端がやや横に広がり、鑑身中央部がへ

こんでいる。鏑は明瞭である。銅鎌の断面形は菱形で、茎の断面も正円ではなく菱形である。以上の

3，点の銅嫉はいずれも形が異なるが、次のことが言えるo310は、全国でも東海地方に多く出土して

いる銅鎌である。岐阜県では、北一色遺跡（1，点）・伊瀬粟地遺跡（2点）に続く4例目である。美

濃加茂市の伊瀬粟地遺跡出土の多孔銅鑑を見る機会があったが、金ヶ崎遺跡のものよりやや細身でか

えしの張り方が強かった。伊瀬粟地遺跡の墳墓が3世紀前半（廻間I式後半）のものと考えられてい

ることから、310は、3世紀中葉（廻間I式末）に位置するのではないかと思われる。ただ、311の

銅鍛は、やや細身で先端からかえしのあたりに向かって徐々に幅広になっていくが、312は、先端の

幅が広く一度狭くなってかえしのあたりで再び広くなる銅嫉で、古墳時代の銅嫉の要素を含んでいる

ことから、3世紀の中葉でもそれ以後の時期との境に当たるのではないかと思われる。鉛同位体の分

析結果からも古墳時代によく使用される銅であることが指摘されているo404から414は、管玉であ

る。長いもので13.5inm、短いもので6.2mm、幅は1.7mmから3.5mmある。すべて緑色凝灰岩である。

断面は正円ではなく、面を持っている。また、孔も中心にはあいていない。415．416は、ヒスイ製の

勾玉である。大きさは、長さが7.5mmと9.2mm、幅は5.Ommと5.7mmであるo161は、主体部の木棺の

下の位置から出土した土器で、鉢B類にあてはまる。内側の赤彩は水銀朱であった。木棺設置前に置

かれていたことと併せて考えると、木棺設置前に祭両日を行い、その中で朱を主体部周辺にまいて鉢を

木棺の下に納めたのではないかと思われる。出土状況でも、伏せた状態で出土しているo162は、主

体部周辺から出土しているが、赤彩が施してあり壷の体部に付ける隆帯かと思われる。壷A類に入

る。

所属時期

出土遺物の中で、高杯や多孔銅鍛を含めた銅嫉などから考えて、Ⅱ－2期に属すると思われる。
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0 1.5m

①7.5YR4/4褐色土(1cm前後の磯を多く含む層｡際はサバ石と呼ばれる粒子の細かい軟質燦）
②7.5YR3/4暗褐色土(0.2～0.3cm程度の小円燦を含む､炭化物も含まれる､土師器出土）
③7.5YR5/6明褐色土(0.5cm前後の喋を含む土､①よりも燦の量は少ない）
④7.5YR4/6褐色土(0.5～1cmほどの磯を含む土､①と②の中間の喋量である）
⑤7.5YR5/8明褐色土(0.2～0.5cm程度の磯を含む土）
⑥7.5YR6/8明褐色土(2～3cmほどの磯を多く含む､磯はサバ石(地山)）

岸 一一三

s=i:30

図95SX09土坑墓実測図(周溝内）

SX09(図94．95、図版13．19)

墳丘墓の残存状態

SX09は、周辺が発掘前に畑地になっていたので、墳丘部分は削平を受け確認できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内の中央よりやや南東にあり、北東から南西に延びる尾根筋からやや東にはずれる位置にあ

る。西にSX10、北にSX01・北西にSX11などが位置している。

周辺には、弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴住居跡や掘立柱建物跡がある。墳丘及び周溝には一

部中近世墓が見られるところもあった。標高は残った墳丘の一部が128.5mを測る。墳丘は後世の削

平を受け築造時の高さを保っていない。

周溝

平面形は、墳丘の南の隅のみ周溝がない馬蹄形をしている。墳丘の平面形が方形であるが、周溝の

幅が最大の部分が墳丘の各辺の中心になっており、逆に墳丘の隅が周溝の一番狭いところになってい

る。周溝の北東部分がSB06の一部を切っている。また、周溝の西の隅で追葬されたと思われる士坑

墓が見つかった。周溝の幅は最大4.8m、最小1.4m、深さは深いところで0．4m、浅いところで0.05

mあった。断面の形状は周溝の内外辺が緩やかに立ち上がるかまぼこ状になっている。周溝は墳丘の

南の端のところで終息しており、そこは陸橋状になっている。周溝からの出土遺物は、一ヶ所に集中

するのではなく、まばらに出土している。
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墳丘

平面形は、周溝の輪郭と90.ずれるようなかたちで方形をしている。墳丘の北東の辺の隅にSX09よ

りも古い土坑SK13が見つかっている。墳丘は後世の削平を受け、墳丘そのものが構築されたときの

士はほとんど残っていない。わずかに墳丘中央に､主体部を構築したときの粘土郭の残存部が幅1.8m

ほど残っているだけであった。墳丘の規模は、北西から南東方向に9.9m、北東から南西方向に10.4m

ある。残った部分の墳丘高はほぼゼロに近く、残った墳丘頂部と周溝底部の比高差は約1.5mになる。

粘土郭残存部をベルトを残して下げていくと黒色土がみられた。これは、他の方形周溝墓の断面に

見られたⅢa層によく似ている。したがって他の方形周溝墓と同様に、Ⅲa層の上面に作られたもの

と思われる。

主体部

主体部は削平によって確認できないが、わずかに主体部下の粘土郭残存部としての粘土質の土を確

認した。

周溝内土坑墓（図95、図版19）

土坑墓は、周溝の西の端に位置する。平面形は長方形である。規模は、幅1m、長さ2.9mである。

主軸はN-15o－Wをとる。士坑墓は主軸に直行する方向でベルトを残し掘削した。堆積していた土．

は暗褐色士で操を一部含み、炭化物・土器片も見られたoSX09に付随する遺構と思われる。

出土遺物（図96、図版38）

遺物は、高杯8点、髪2点、壷4点、石器3点が実測できたol63．164は、高杯の杯部である。高

杯A類に近いo165から169は高杯の脚部であるo165．166は、脚の裾部が広がる高杯C類に近い。

他の高杯は細分できないo171は、口縁がくの字に外反する髪A類であるo173．175は髪の胴部片で

赤彩が見られる。壷A類であるo172は、短く外反する壷B類であるo175は壷の底部であるo417

は、石庖丁であるo418は、打製石斧であるo419は、チャートの石核である。

所属時期

出土遺物から、Ⅱ－2期に属すると思われる。

SX11(図97、図版13．20)

墳丘墓の残存状態

SX11は、畑地として利用していたので、墳丘部分は削平を受け確認できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内の中央より北西にあり、北東から南西に延びる尾根筋にある。東にSX09，北東にSX01が

位置している。

周辺には、弥生時代末から古墳時代初頭の竪穴住居跡や掘立柱建物跡がある。墳丘の下にもSB23
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①7.5YR4/4禍色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR4/6禍色土(磯を含まず､しまりやや有り）

l
B

B’
① ②

①7.5YR3/3暗褐色土(燦を含まず､しまりなし）
②7.5YR5/8暗褐色土(蝶を含まず､しまり有り）

6苧②①c' ②①
七色控奉刈豊号号

d' D’

①②

①7.5YR3/3暗禍色土(磯を含まず､しまりなし）
②7.5YR4/6褐色土(2～3cmチャート亜角喋を含む､しまりなし）
③7.5YR4/4褐色土(蝶を含まず､しまりやや有り）
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図97SXII実測図
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があった。標高は残った墳丘の一部が128.7mを測る。墳丘は後世の削平を受け築造時の高さを保っ

ていない。

周溝

墳丘の南東の辺のみに周溝がある。平面形は、辺の中央が1番幅の広い三角形に近い。墳丘の他の

辺の周りには周溝はない。北西の辺は斜面になっている。周溝の幅は最大4.1m、最小1.7m、深さ

は深いところで0.2m、浅いところで0.03mあった。断面の形状はⅢ状になっている。周溝からの出

土遺物は、ほとんどなかった。

墳丘

平面形は、北東から南西方向が長い長方形をしている。墳丘は削平を受け、墳丘そのものが構築さ

れたときの士は残っていない。墳丘の規模は、北西から南東方向に7.8m、北東から南西方向に10.3

mある。残った墳丘頂部と周溝底部の比高差は約1.5mになる。

主体部

主体部は削平によって確認できない。

出土遺物

土器片が複数出土した。

所属時期

土器片から詳しい時期決定はできないが、Ⅱ期に属していると思われる。

SX12(図98、図版13．21)

墳丘墓の残存状態

SX12は、周辺が森林になっており、墳丘部分は削平を受け確認できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内の中央より南東にあり、南東斜面に位置している。北西にSX03，北にSX02，西にSX05

などが位置している。

周辺には、古墳時代後半の竪穴住居跡がある。墳丘及び周溝には中近世墓が見られる。標高は残っ

た墳丘の一部が127mを測る。ただし、墳丘の中で1番高いのは中央部ではなく、墳丘の北西端であ

る。墳丘は後世の削平を受け築造時の高さを保っていない。

周溝

平面形は、墳丘の南の隅のみ周溝がない。この部分は、陸橋状になっていると思われる。墳丘の平

面形が方形であるが、周溝も墳丘に沿うように方形である。周溝の北の端では、SX03の周溝とつな
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②7.5YR4/2灰褐色土(1～2cmチャート亜角喋を少量含む､しまり有り）
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②alOYR2/2黒褐色土(4～6cmチャート亜角喋を含む､しまりやや有り）
②blOYR4/6褐色土(0.5cm砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
③l0YR3/4暗褐色土(0.5～5cm砂岩角喋､2～4cmチャート亜角磯を多く含む､しまりやや有り）

Ⅳa7.5YR5/6明褐色土(2～10cmチャート亜角喋を多く含む､しまり強）
Ⅳb7.5YR4/6褐色土(0.5～5cm砂岩角喋を多く含む､しまり有り）

Ⅳa

亜gc(l）
③C ①7.5YR5/3にぶい禍色土(燦を含まず､しまりやや有り）

②7.5YR5/2灰禍色土(2～5cmチャート唖角喋を含む､しまり有り）
③7.5YR5/4にぶい褐色土(2～5cmチャート頓角喋を少量含む､しまり有り）
Ⅳ7.5YR5/6明禍色土(5～20cmチャート唖角喋を多く含む､しまり強）
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実測図図98SX12
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図99SX12出土遺物実測図

’

がっている。墳丘の北東辺に面した周溝は、SB22の住居に切られている。周溝の幅は最大2.6m、

最小0.9m、深さは深いところで0.2m、浅いところで0.03mあった。断面の形状は、北西の周溝と

南東の周溝の断面はかまぼこ状であり、南東の周溝断面は墳丘側が急に深く、周溝の外辺側は緩やか
に落ち込んでいる。

墳丘

平面形は、周溝の輪郭に沿うかたちで方形をしている。墳丘の南の隅は周溝が閉塞し、陸橋状にな

っている。墳丘は後世に削平され、残っていない。残った墳丘の規模は、北西から南東方向に6.4m、
北東から南西方向に7.6mある。残った墳丘中心部と周溝底部の比高差は約1.3mになる。

主体部

主体部は削平によって確認できない。

出土遺物（図99）

高杯1点、壷1点が実測できた。高杯はやや小型で、脚部の裾が広がる高杯C類である。177は、
口縁部がくの字に外反する壷B2類である。口縁外側に擬凹線を施している。

所属時期

出土遺物からみると、Ⅱ期に属するが、細分の決め手はない。高杯A類の出土がないが、Ⅱ－2期
の可能性が高いと思われる。

SX13(図100、図版21)

墳丘墓の残存状態

SX13は、周辺が畑地になっており、墳丘部分は削平を受け確認できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内のほぼ中央にあり、やや南東斜面側に位置している。南西にSX02、北にSX15がある。

周辺には、弥生時代後半から古墳時代初頭の竪穴住居跡。古墳時代後半の掘立柱建物跡などがあ

る。標高は残った墳丘の一部が128.0mを測る。ただし、墳丘の中で1番高いのは中央部ではなく、

墳丘の北西端である。墳丘は後世の削平を受け築造時の高さを保っていない。SX02と周溝を共有し
ていると思われる。
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周溝

平面形は、北西側と北東側のL字状にある。南西側はSX02の周溝があり、南東側は斜面になり周

溝は見られない。周溝の幅は最大1.5m、最小0.8m、深さは深いところで0.07m、浅いところで0．03

mあった。断面の形状は、北西の周溝の断面はⅢ状になっており浅い。

墳丘

平面形は、周溝の輪郭に沿うかたちで方形をしていたと予想される。ただ、南東部の辺がはっきり

しない。墳丘は後世に削平され、残っていない。残った墳丘の規模は、北西から南東方向に7.1mで

ある。主体部も削平によって確認できない。

出土遺物

出土遺物は確認できなかった。

所属時期

出土遺物がないので時期ははっきりしないが、SX02と周溝を共有しているので、Ⅱ－3期に属す

ると思われる。
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①b7.5YR3/1黒褐色土(磯を含まず､しまり有り）
①c7.5YR5/6明褐色土(0.5～2cm砂岩角磯を含む､しまり有り）
②7.5YR4/1褐灰色土(0.5～2cm砂岩角喋を少量含む､しまり有り）
③7.5YR4/6褐色粘質土(磯を含まず､しまり有り）
Ⅳ7.5YR5/8明褐色土(2～4cm砂岩角喫を多く含む､しまり強）
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①
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③7.5YR6/6燈色土(0.5～2cm砂岩角磯を多く含む､しまりなし）
Ⅳa7.5YR5/6明褐色粘質土(喋を含まず､しまり強）
Ⅳb7.5YR5/8明褐色土(2～4cm砂岩角磯を多く含む､しまり強）
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図101SX15実測図

SX15(図101、図版22)

墳丘墓の残存状態

SX15は、周辺が畑地になっており、墳丘部分は削平を受け確認できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内のほぼ中央より北西にある。北にSX10、南東にSX02が位置している。

周辺には、古墳時代後半の掘立柱建物跡がある。標高は残った墳丘の一部が128.6mを測る。墳丘
は後世の削平を受けている。

周溝

周溝は、墳丘の南東部・南西部・北西部にあり、北東部のみ存在しない。それぞれ3つの溝に独立
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③a7.5YR4/4禍色土(僕を含まず､しまりやや有り）
③blOYR6/6明黄褐色粘質土(磯を含まず､しまり有り）
③clOYR4/2灰黄褐色土(2～4cmチャート角喋を少量含む､しまり有り）
Ⅳ10YR7/6明黄褐色粘土

②a7.5YR5/6明褐色土(0.5～2cm砂岩角磯を含む､しまりなし）
②blOYR6/6明黄褐色土(蝶を含まず､しまりなし）
②c7.5YR4/3褐色土(0.5～1cm砂岩角喋を多く含む､しまりなし）

①a7.5YR4/2灰褐色土(磯を含まず､しまりなし）
①b7.5YR4/6褐色粘質土(2～4cm砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
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①7.5YR4/4褐色土(磯を含まず､しまり有り）
②7.5YR4/1禍灰色土(2～4cmチャート角磯､砂岩角磯を少量含む､しまり有り）
③7.5YR5/8明褐色土(0.5～3cm砂岩角喋を多く含む､しまり有り）
Ⅳ75YR5/6明褐色粘質土

①7.5YR5/6明褐色土(蝶を含まず､しまり有り）
②7.5YR4/6褐色土(3～4cmチャート角磯､砂岩角燦を少量含む､しまり有り）
③7.5YR4/2灰褐色土(際を含まず､しまりやや有り）
Ⅳ7.5YR5/8明褐色粘質土(2～10cm砂岩角喋を多く含む）
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図102SX10実測図
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している。北西の溝が馬蹄形で径4.8m、深さ0.25m、南東の溝が細長い楕円形で長辺3.8m、短辺

1m、南西部が楕円形で長径2.7m、短径2.2m、深さ0．4mである。断面の形状は、北西の周溝が

墳丘面から北西に向かってなだらかに傾斜し北西の端で終息している。南西の周溝の断面はかまぼこ

状になっている。南東の周溝断面は不明である。なお、この周溝はSK25を切っている。

墳丘

平面形は、周溝の輪郭に沿うかたちであり、不定形である。墳丘面は削平を受けている。残った墳

丘の規模は、北西から南東方向に4.7mある。残った墳丘中心部と周溝底部の比高差は約0.5mになる。

出土遺物

遺物は確認できなかった。

所属時期

遺物は確認できなかったが、周溝の端が切れているところから、古いタイプの方形周溝墓かと思わ

れる。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SX10(図103、図版13．20)

墳丘墓の残存状態

SX10は、周辺が発掘前に畑地になっていたので、墳丘部分は削平を受け確認できなかった。

墳丘墓の立地

調査区内の中央よりやや北にあり、北東から南西に延びる尾根筋上に位置する。東にSX09、北東

にSX01、南にSX15̂ SX02などが位置している。

周辺には、古墳時代後期の掘立柱建物跡がある。標高は残った墳丘の一部が128.8mを測る。墳丘

は後世の削平を受け築造時の高さを保っていない。

周溝

平面形は、南西から北西にかけてL字状にのびている。また、南東から北東に向かって不定形の周

溝がのびている。墳丘の南の隅は、周溝がない。北の隅は、北東にかけて広く周溝がない。周溝の幅

は東側の周溝の幅が広く、最大7.5m、最小3m、深さ0.5m西側のL字の周溝は、最大3m、最小

2.4m、深さ0.15mあった。断面の形状は周溝の内外辺が緩やかに立ち上がるかまぼこ状である。周

溝は墳丘の南の端のところで終,息しており、そこは陸橋状になっている。墳丘の北の隅は広く、周溝

がないため陸橋状とは言い難い。東側の周溝から多くの遺物が出土した。

墳丘

平面形は、方形というよりも円形に近い。東側の周溝が深いので東を意識して作られている可能性

がある。墳丘は後世の削平を受け、墳丘そのものが構築されたときの土はほとんど残っていない。墳
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丘の規模は、径13mほどであった。残った墳丘頂部と周溝底部の比高差は約1.3mになる。

主体部

主体部は削平によって確認できない。

出土遺物（図103、図版38．39）

遺物は、土師器の高杯2，点、髪1，点、壷1，点、須恵器の杯蓋2，点、杯身1，点、壷3点、盤1‘点の実

測ができたo178の高杯は脚のみであるが、裾の部分が屈折している。高杯D類である。179は、短く

外反する髪であるo180-181は、天井部から口縁部の中間に稜線をもつo5世紀末の猿投産の須恵
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017.5YR5/3にぶい褐色土(磯を含まず､しまりやや有り）

①7.5YR4/1褐灰色土(2～3cmチャート亜角喋を少量含む､しまりやや有り）

②7.5YR2/1黒色土(嬢を含まず､しまり有り）

③l0YR5/4にぶい黄禍色土(2～10cmチャート亜角喋を多く含む､しまり有り）

ⅣlOYR6/6明黄禍色土(2～10cmチャート亜角喋を多く含む､しまり強）

SDI6エレベーシヨン図

'27．4 '27．4
B B’

① ③

0 2m
017.5YR4/1渦灰色土(2～5cmチャート亜角喋を少量含む､しまりなし）

027.5YR2/1黒色土(5～10cmチャート亜角喋を少量含む､しまりやや有り）

03a7.5YR4/3禍色土(1～5cm砂岩角喋を多く含む､しまりやや有り）

O3blOYR5/6黄禍色土(5～10cmチャート亜角喋を多く含む､しまり有り）

111旧表土7.5YR4/1禍灰色土(燦を含まず､しまり有り）

Ⅳa7.5YR5/8明褐色土(2～5cmチャート亜角喋を少量含む､しまり強）

Ⅳb7.5YR6/6燈色土(5～10cmチャート唖角燦を多く含む､しまり強）
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図104SD15-16実測図
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器かと思われるo180は、天井部外面に粘土紐を貼り付けているo182は、受け部が横方向にのび、か

えりが長く垂直に立ち上がる5世紀末の猿投産の杯身であるo183は、大型の壷で5世紀末から6世

紀初頭の猿投産であるo184は、口縁部に波状文を伴う直口壷である。底部内面に指頭痕がみられる。

5世紀末の畿内系のものと思われるo185は、脚部の裾が広がる高杯Cである。混入した遺物かと思

われるo186は、口縁を肥厚させたB1類の壷の口縁部である。口縁内面に段をもうけ、肥厚させた

口縁外面に擬凹線を施す。混入品かと思われるo187は、8世紀末ごろの尾張産の盤である。188は、

8世紀後半の猿投産の長頚壷の頚部である。混入品かと思われる。

所属時期

出土遺物はいくつかの時期に分かれているが、まとまった出土量から考えて、Ⅲ期の5世紀末ごろ

に所属すると思われる。

第3節溝・土坑と遺物

調査区内には、多数の溝・土坑が存在している。遺構内からの出土遺物が少ないので、時期決定は

難しいが、他の遺構に切られているものもあって、時期が決定できる遺構もある。なお、地区ごとの

遺構のまとまりを見るために、遺構の種類(SD・SK)や遺構番号が不揃いになっている。

SD15(図104，図版23)

調査区内の南端に位置し、周辺には北東にSX12、北西にSX03、南にSX05が位置しているoSX12

の南西の周溝に沿うように東西にのびる溝である。長さ9.8m、幅3.6m、深さ0．3mある。主軸は

N-35-Eを示す。溝からは、弥生時代後葉から古墳時代初頭の土器片が出土している。周辺のSX

の構築に伴って掘られたものかと思われる。Ⅱ－2期に属すると思われる。

SD16(図104、図版23)

調査区内の南東にある。周辺には、南西にSX05があり、竪穴住居跡もみられる。幅は1．1m、深

さ0.2mある。出土遺物は確認できず、所属時期は不明である。

SD18(図105、図版23)

調査区内中央やや南SX02内、SB16西に幅3．1m、長さ7.5m、深さ0.4mの不定形の溝が見られ

る。出土遺物はないが、一部SB16Aに切られている。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK14(図105)

調査区内中央N20グリッドに位置するoSX02の北東周溝内にある。長さ1．4m、幅0.6m、深さ0.1

mである。主軸はN-66-Wを示す。出土遺物はない。Ⅱ－1期に属する。
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②7.5YR3/3暗褐色土(1cm前後の砂岩角喋を少量含む､しまりやや有り）
③7.5YR3/4暗褐色粘質土(1cm前後の砂岩角磯を多く含む､しまり有り）
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図105SD18､SK14-16実測図
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SK16(図105)

調査区内中央J23グリッドに位置するoSX02内に存在する。長さ2.1m、幅1．6m、深さ0.5mで

ある。主軸はN-40o－Eを示す。出土遺物はない。Ⅱ－1期に属する。

SD21B(図106)

調査区内M13グリッドに位置する。長さ3．2m、幅1.1m、深さ0.3mである。主軸はN-17o－W

を示す。出土遺物は189で、高杯の杯部である。SD23に切られる。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SD22(図106)

調査区内N13グリッドに位置する。長さ6．5m、幅1.1m、深さ0.4mである。主軸はN-79o－E

を示す。出土遺物は土器片があるoSK40に切られる。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SD23(図106)

調査区内M13グリッドに位置する。長さ5.9m、幅0.7m、深さ0.2mである。主軸はN-33o－E

を示す。出土遺物は土器片があるoSD21を切る。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK23(図106)

調査区内N13グリッドに位置する。長さ2.7m、幅1.1m、深さ0.4mである。主軸はN-55o－E

を示す。出土遺物は土器片がある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK35(図106)

調査区内N14グリッドに位置する。長さ1.4m、幅1.3m、深さ0.2mである。主軸はN-89o－W

を示す。出土遺物は土器片がある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK36(図106)

調査区内N12グリッドに位置する。長さ2.5m、幅1.3m、深さ0.2mである。主軸はN-53o－E

を示す。出土遺物は土器片があるcSK41に切られる。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK37(図106)

調査区内N12グリッドに位置する。長さ2.2m、幅0.6m、深さ0.2mである。主軸はN-68o－E

を示す。出土遺物は土器片があるoSK41に切られる。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK40(図106)

調査区内N12グリッドに位置する。長さ0.8m、幅0.7m、深さ0．4mである。主軸はN-75o－E

を示す。出土遺物は土器片があるoSD22を切る。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK41(図106)
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Ⅳ
①7.5YR4/1褐灰色土(磯を含まず､しまり有り）
②7.5YR5/6明褐色土(磯を含まず､しまり有り）
Ⅳ7.5YR5/8明褐色土(2～4cm砂岩角磯を多く含む､しまり7.5YR5/6明褐色土(磯を含まず､しまりなし）

a7.5YR3/1黒褐色土(磯を含まず､しまり有り）
）

②b7.5YR4/4褐色土(磯を含まず､しまり有り）
③7.5YR5/6明褐色土(2～3cm砂岩角喋を少量含む､しまり有り）
Ⅳ7.5YR5/8明褐色土(2～4cm砂岩角喋を多く含む､しまり強）

①7.5YR5/3にぶい褐色土(磯を含まず､しまり有り）
②a7.5YR3/2黒褐色土(磯を含まず､しまり有り）
②b7.5YR4/4褐色粘質土(燦を含まず､しまり有り）
③a7.5YR4/6褐色粘質土(3～4cmチャート角喋を少量含む､しまり有り）
③b7.5YR4/1褐灰色土(0.5～2cm砂岩角磯を多く含む､しまりなし）
Ⅳ7.5YR5/6明褐色粘質土(2～4cm砂岩角喋を含む､しまり強）
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－ 'D' FE'E

鯛 蕊鴎
①7.5YR4/2灰褐色土(磯を含まず､しまりやや有り）
②7.5YR5/6明褐色土(2cm砂岩角磯を少量含む､しまり有り）
Ⅳ7.5YR5/8明褐色土(2～4cm砂岩角磯を多く含む､しまり強）

①7.5YR5/4にぶい褐色土(0.5～3cm砂岩角磯を多く含む､しまりなし）
②7.5YR6/6楕色土(磯を含まず､しまりやや有り）
Ⅳ7.5YR5/8明褐色土(2～4cm砂岩角磯を多く含む､しまり強） ①7.5YR3/2黒褐色土(磯を含まず､しまりやや有り）

②7.5YR5/4にぶい褐色土(磯を含まず､しまり有り）
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3棚:附置鵬織瀧蕊鰯創有り）
③7.5YR5/4にぶい燈色土(磯を含まず､しまり有り）
Ⅳ7.5YR7/6燈色粘土(4～10cm砂岩角磯を少量含む､しまり強）

s=i:50
①7.5YR5/4にぶい褐色土(磯を含まず､しまり有り）③b7.5YR5/6明褐色粘質土(磯を含まず､しまり有り）
②7.5YR4/2灰褐色土(磯を含まず､しまり有り')(3)c7.5YR7/6燈色土(1～2cm砂岩磯を多く含む､しまり有り）
③a7.5YR6/6燈色粘質土(磯を含まず､しまり有り）Ⅳ7.5YR7/6燈色土(2～5cm砂岩磯を多く含む､しまり強）

図108SK25'28.29.30-31.32-33-39実測図
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調査区内N12グリッドに位置する。長さ1.1m、幅0.5m、深さ0.3mである。主軸はN-82o－E

を示す。出土遺物は土器片があるoSK36を切る。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK06(図107)

調査区内N20グリッドに位置する。長さ1.8m、幅1.3m、深さ0.3mである。主軸はN-29o－E

を示す。出土遺物は土器片がある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK13(図107)

調査区内016グリッドに位置する。長さ2.1m、幅1.6m、深さ0.5mである。主軸はN-41o－E

を示す。出土遺物は土器片がある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK17(図107)

調査区内L21グリッドに位置する。長さ2．2m、幅0.9m、深さ0.2mである。主軸はN-48o－E

を示す。出土遺物は190で、高杯の脚部である。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK18(図107)

調査区内N21グリッドに位置する。長さ不明、幅0.5m、深さ0.3mである。出土遺物は土器片が

ある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK44(図107)

調査区内F23グリッドに位置する。長さ不明、幅0.6m、深さ0.3mである。Ⅱ－1期に属すると

思われる。

SK25(図108、図版24)

調査区内G19グリッドに位置する。長さ2.0m、幅0.8m、深さ0.5mであるoN-37.-Wを示

す。出土遺物は191で、赤彩を施した壷E類であるoSX15の南東の周溝に切られる。Ⅱ－1期に属

すると思われる。

SK28(図108、図版24)

調査区内F18グリッドに位置する。長さ1.2m、幅0.8m、深さ0.2mであるoN-16.-Wを示

す。出土遺物は土器片があるoSX15の南東の周溝に切られる。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK29(図108)

調査区内E19グリッドに位置する。長さ0.8m、幅0．4m、深さ0.1mである。N-27o－Wを示

す。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK30(図108)
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調査区内E20グリッドに位置する。長さ0.8m、幅0.6m、深さ0.2mである。N-39o－Eを示

す。出土遺物は土器片がある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK31(図108)

調査区内E20グリッドに位置する。長さ不明、幅0.5m、深さ0.1mである。出土遺物は土器片が

ある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK32(図108、図版24)

調査区内E20グリッドに位置する。長さ1.2m、幅0.5m、深さ0.2mである。N-52o－Eを示

す。出土遺物は土器片がある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK33(図108)

調査区内E20グリッドに位置する。長さ不明、幅0.4m、深さ0.2mである。出土遺物は土器片が

ある。Ⅱ－1期に属すると思われる。

SK39(図108)

調査区内F18グリッドに位置する。長さ1.8m、幅1.2m、深さ0.3mである。N-33o－Eを示

す。出土遺物は土器片があるoSX15の南東の周溝に切られる。Ⅱ－1期に属すると思われる。
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第4節中近世墓と遺物

中近世墓は、Ⅳ期に属する遺構である。遺構数は、全部で113基ある。ほとんどが、調査区の南東

斜面の方形周溝墓墳丘部および周溝部に存在する。人骨を含む遺構は、全体の1/3ほどある。その他、

炭化物・遺物（土器・金属製品）を含む遺構などもあるo(図110)

以下のように分類を行った。分類については、「東海の中世墓』（1994）を参考にした。

(1)中近世墓の分類

まず、中近世墓を①集石墓と②士坑墓に分けた。それぞれについて、I火葬墓とⅡ土葬墓に分け、

それぞれを細分した。火葬墓・土葬墓についての区別は難しいが、次のようにした。

火葬墓………断面図の注記および写真に炭化物が明確に見られるもの。（炭化物が出土し、火葬さ

れたと思われる人骨を伴う遺構も含む）

土葬墓………断面図の注記および写真に炭化物が見られないもの。人骨が出土した遺構の中で、人

骨が火葬されていても炭化物を伴わなければ土葬墓とした。また、人骨の葬法が不明

の遺構も含めた。

また、木製の棺を伴うものを③に、不明を④に、五輪塔を⑤とした。

①集石墓

墓の上部施設構築に際し意識的に石を使用したもの。次の3つの基準に基づいて細分した。

1．葬法

I類…………火葬Ⅱ類…………土葬

2．主体部の位置

A類･……･…･塚の内部B類…………塚の下

＊主体部の位置については、塚の下に蔵骨器を伴うものがなく、遺物や人骨がすべて土坑の中で

出土しているので、主体部の位置はA類の塚の内部とした。遺構の中における石の位置が若干

異なるものがあるが、すべてA類とした。上部構造としての石の位置は、掘方の上面だけに配

置されているものと、上部から内部まで続くものもあったが、一括して分類した。

3．塚の区画

1類…………区画石を使用

2類…………区画石はないが全体的形状に明確な区画性あり

3類…………区画↓性なく不整形

②土坑墓

地面に士坑を掘り、遺体を埋葬するもの。土葬墓と同意に解釈される場合もあるが、今回は火葬で

あっても集石を持たず士坑を掘って埋納するものはこれに含めた。士坑墓は、大きく4つに分類され

る。なお、集石墓と同様にI類を火葬、Ⅱ類を土葬とする。

Ⅱ－A類…………葬法は土葬で、坑内、坑外ともに石を持たないもの。

Ⅱ－B類…………坑内に石が入るもの。石の使われ方でさらに2種類に分かれる。

Ⅱ－B－1類……士坑床面および壁面に石を敷き詰めるもの。石棺的様相を呈する。
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Ⅱ－B－2類……床面に石が置かれるもの。

I－C類…………火葬骨が埋納され、上部に集石が見られないもの。

1－，類…………土坑内で火葬され、そのまま埋められたもの。「火葬施設墓」と呼称されるも
の。

③木製の棺を伴うもの…………鉄製の釘の出土をもって判断した。

木製の棺を伴う遺構は、遺構の平面形から方形（長方形も含む）と円形が存在する。
④不明のもの

⑤五輪塔を2基掲載した｡いずれも包含層出土のため下部および周辺部に遺構を確認できなかった。

以上のように分類したが、金ヶ崎遺跡の中で実際に分類できたのは次の種類である。以下に代表的
な図を掲載する。（①～③の代表例のみ掲載）

①集石墓……………………1－A－2類Ⅱ－A－1類Ⅱ－A－2類

②土坑墓……………………I－C類1－，類Ⅱ－A類Ⅱ－B－2類
③木製の棺を伴うもの……方形円形

④不明

⑤五輪塔
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No.3集石墓Ⅱ-A-2類(方形)No.B土坑墓II-B-2類

No,4集石墓II-A-2類(円形)No.9木製の棺を伴うもの(方形）

No.5土坑墓I-C類No.lO木製の棺を伴うもの(円形）
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(2)集石墓’一A－2類（図111．112．113、図版24．25）

集石墓1－A－2類は、火葬で、塚の内部に埋葬され、遺構全体に区画'性のあるものである。次の

遺構があたる。SZ01．02．05．06．07．08．12B・14B・18．23-33．40-45．48．68．73-88．97o

人骨・炭化物以外の遺物を伴う遺構は、SZ18．33．68がある。SX18．68は、銅銭を2枚を伴う(323-

324．341．342)。いずれも北宋銭であるoSZ33は、山茶椀の皿を1枚伴う(197)o時期は不明であ

るo図127～129、図版・39-48．49)

所属時期

遺物を伴う遺構は、Ⅵ－1期である。

(3)集石墓Il-A-1類（図114、図版24．25)

集石墓Ⅱ－A－1類は、土葬で、塚の内部に埋葬され、区画石を使用している。該当する遺構は、

次のものであるoSZ39-72-89．94．108．109．人骨・炭化物以外の遺物を伴う遺構はなかった。

所属時期

遺物の出土がないのでわからないが、Ⅵ期に属する。
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(4)集石墓II-A-2類（図115～123、図版24．25)

集石墓Ⅱ－A－2類は、土葬で、塚の内部に埋葬され、遺構全体に区画‘性のあるものである。該当

する遺構は、次のものである。なお、遺構平面形で長方形、楕円形と円形に分類した。SZ16．17．

19-20．21．24．25．26．27A・28．29．30．31．34．35．37．38．43．47．49．50．51．53．58．

59．60．62-63．64．65．66．69．70．71．74．75．78．79．80．83．84-87．91．92．93-95．96-

100．102．104．105．106．110A｡B・Ill以上方形および楕円形)SZ22．27B・32．36．44．52．

67．77．81．82．85．86（以上円形)oこの中で人骨・炭化物以外の遺物を伴う遺構は、次のもので

あるoSZ16．27A。B・32-60．62．67．H0BoSZ16は、銅銭4枚が出土した。（319.322）そのうち

2枚は寛永通宝であるoSZ24は、山茶椀の椀を1点伴うo(193)生田2号窯式のものであるoSZ27A

は、古瀬戸の壷の体部片を1点伴うo(194)SZ27Bは、陶器の片口を伴うo(195)SZ32は、明和1

号窯式の山茶椀を1点伴うo(196)SZ60は、かわらけを3枚伴うo(198～200)『美濃の考古学」小

野木編年のA2b類に属するoSZ62は、山茶椀の椀2点とⅢ4点を伴うo(201～206)大畑大洞4号窯

式のものである。また、Ⅲの底部外面には墨書が見られるoSZ67は、山茶椀の椀1点とⅢ3，点を伴

う。（207～210)明和1号窯式の椀である。SZ110Bは、山茶椀の椀2点を伴う。（211.212）白土原

1号窯式のものであるo(図127～210、図版39．40．41．48．49）

所属時期

ほとんどは、Ⅵ－1期に属するが、SZ27Bは、Ⅵ－2期に属する。

(5)土坑墓l－C類（図124、図版24．25）

土坑墓I－C類は、火葬骨が埋納され上部に集石が見られないものである。該当する遺構は、SZ

55のみである。遺物は出土していない。

所属時期

Ⅵ期に属する。

(6)土坑墓’－，類（図124、図版24．25）

土坑墓I－D類は、土坑内で火葬され、そのまま埋められたものである。多少僕のあるものも、土

坑墓とした。該当する遺構は、SZ04・42．99．101．103．107である。遺物が出土しているものは、

SZ04のみであるoSZ04は、山茶椀のⅡを伴うが時期は不明である。(192)(図127、図版39)

所属時期

SZ04は、Ⅵ－1期に属するが、それ以外は、Ⅵ期である。

(7)士坑墓Il-A類（図125、図版24．25）

士坑墓Ⅱ－A類は、土葬で坑内・外に石をもたないものである。該当遺構は、SZ54．61である。

遺物は伴っていない。
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所属時期

Ⅵ期に属する。
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(8)土坑墓Il-B-2類（図125、図版24．25)

土坑墓Ⅱ－B－2類は、土葬で、坑内に石が入り、その石が区画‘性を持つものである。該当遺構は、

SZ57である。遺物は伴わない。

所属時期

Ⅵ期に属する。

(9)木製の棺を伴うもの（図125、図版24．25）

木製の棺を伴うものは、SZ09．41．76である。いずれも木製の棺のくぎが出土している。(313-

318.332～340.343～355)SZ09．41は方形、SZ76は円形である。分類では、集石墓Ⅱ一A－2類に

属すると思われるo(図127～129、図版48)

所属時期

Ⅵ期に属する。

(10）不明のもの（図125）
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(11）五輪塔（図126、図版47）

五輪塔が2点出土しているo433．434であるが、いずれも花闇岩のもので火輪の部分である。

第5節その他の遺構と遺物

(1)柱穴の遺構と遺物

柱穴は、01から178まであるが、多くは掘立柱建物跡に伴うものであり、その遺物は前に紹介し

た。柱穴単独で遺物が出土しているものは、J21グリッドにあるP61のみである。その遺物は、土師

器の小型の平底の髪であるo(図131、図版41)

所属時期(P61)

Ⅳ期に属するものと思われる。

第5章金ヶ崎遺跡包含層出土遺物 (図134～144、図版42～45．47．49)

金ヶ崎遺跡包含層遺物は、次のような種類と時期がある。

（1）須恵器………Ⅳ期（7世紀後半）（2）灰粕陶器……V期

（3）山茶椀………Ⅵ－1期（4）陶器類その他……Ⅵ－1．2期

（5）古銭…………Ⅵ－1期（6）石器……･……･･不明

詳しくは、遺物観察表を参考にされたい。
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第6章青木横穴墓と遺物

第1節位置と調査前の状況（図145）

御嵩町には3ヶ所に横穴墓群の存在が知られているo6基が残存して県の史跡に指定されている伏

見地区の山田横穴墓群、6基の小型横穴墓が連続する上之郷地区の権上洞横穴墓群、そして今回本発

掘調査を実施した青木横穴墓がそれで、御嵩町は美濃地域の横穴墓分布の中心の一つといえる位置に

ある。

青木横穴墓は、金ヶ崎遺跡の北約400mの御嵩町比衣字青木614番地の1に所在する。比衣川によ

って開削された南北に長い谷底平野の西側山腹に穿たれ、かつてはこの他に4～5基が群をなして存
1）

在したが、住宅団地造成のため破壊されたとのことである。この横穴墓が所在する谷底平野を見下ろ

す尾根上には、稲荷山古墳群・比衣丸山古墳・市洞古墳群などの横穴式石室を内部主体とする後期古

墳が数多く存在し、同時代に二つの形式の埋葬施設が存在する地域として注目される。

比衣地区の谷底平野は8世紀以降は条里水田となる生産力の高い地域で、おそらく7世紀以前も水

田耕作が営まれ､その生産背景に支えられて数多くの古墳群や横穴墓群を造営したものと考えられる。

谷底平野を間近に見る青木横穴墓は､とくにこの水田耕作と深い関わりがあったであろうと思われる。

当横穴墓は、付近の住人からの聞き取りでは、戦中戦後には亜炭坑の労働者が住み着いており、ま

た最近まで芋穴等として利用されていたとのことで、おそらくそれ以前から開口していたものと推測

される。横穴墓内は、床面に一辺5～20cmのチャートの亜角喋や凝灰質砂岩が堆積し、上面の藤は目

地に空隙があって不安定な状態であった。また、僕とともに空き缶・ガラス瓶・ビニール等のゴミも

各所に散乱し、それらに混じって須恵器片もみとめられた。

第2節調査の経過と方法

金ヶ崎遺跡とあわせて報告をした。

第3節横穴墓の状況（図146.147、図版51.52）

(1)周辺の状況及び残存状態

当横穴墓は、東に面した凝灰質砂岩の斜度60度の切り立った岩盤に穿たれている。入口外には緩や

かな墓道がわずかに接続するが、その先は町道の測溝を設ける際に垂直に切り落とされている。本来

は町道を隔てた水田面の高さまで、約2～3mの落差でスロープ状の墓道が存在したものと推定され
る。

横穴墓が穿たれた崖面は雑木が生い茂り、厚さ約20cmの不安定な流士が覆っていた。木の根によっ

て岩盤が若干侵食されていたが、岩盤の露出は少なく、崖面の残存状況は比較的良好である。

横穴墓内部は古くから開口していたと考えられ、後世の改変がわずかに認められるが、崖面の崩落

が少なかったことから天井部の残存状態が近隣の横穴墓と比べて良好であり、入口付近は当初の状況

に近いものと思われる。とりわけ玄室のみならず羨道の天井部もほぼ完全に残存する点で、横穴墓と
しては極めて残存状態は良好であるといえる。
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(2)横穴墓内部の状況

当横穴墓は、東に開口し当横穴墓は、東に開口し（主軸N－2o－E)、玄室と羨道とを明瞭に区分する両袖式の形態を採
2）

り、墓道が入口側に接続する。墓道は前述したように途中で削られて消失しているが、残存する墓道

を含めた横穴墓の全長は床面での計測で5.5mである。天井部が存在する玄室と羨道の全長は、床面
での計測で3.90mである。

①玄室部

玄室は長さ3.0m、幅1.55mで平面形が長方形をなし両側壁の基底部は直線的であるが、4つの隅
部はやや丸みを帯び、奥壁基底部は円弧を描くように外に向かって張り出す。玄室床面は羨道に向か
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って緩やかに降り、奥壁付近と玄門付近とでは床面の高さ約20cm異なるが、これは湧水があることか

ら排水を意図した結果と推測される。調査の当初、奥壁寄り1～1.5mの範囲の玄室床面からほぼ水

平で目地に粘土質の土がつまってやや安定した操敷きを検出し、牒床が敷設されているものと考え

た。しかし、この藤の最下部から山茶碗の破片が出土したことから中世以降の改変によるものである

ことが判明した。横穴墓本来の床面は岩盤を平滑に調整したままの状態で用いられたと思われ、棺台

や排水溝等の施設は存在しない。なお、後世に敷設された操敷きは、玄室内の全面にあったものと思

われるが、入口に近い部分は岩盤近くにビニール等のゴミがあり、近年の撹乱を受けていた。撹乱は

入口側約2分の1の操を奥壁側に掘りあげて岩盤を露出させたと考えられ、露出した岩盤には被熱し

た痕跡が3ヶ所で認められた。撹乱を受けていない奥壁寄りの床面には、主軸に平行した方向に調整

した工具の痕跡（工具の動きは入口側から奥壁に向かう）が明瞭に認められる。

玄室の奥壁は、床面からほぼ垂直に1mほど立ち上がった後、曲線を描いて内傾し、床面からの高

さ1.5mでわずかに角度を変換して天井部に至る。天井部はこの変換,点からさらに緩やかに高さを増

し、玄室中央部での高さは1.7mとなる。天井の高さはこのピークに至ってからほぼ水平であり、平

天井を意図したものと考えられる。平天井をなす部分の主軸方向の長さは、2.0mである。

玄室の両側壁は緩やかに曲線を描きながら内傾して立ち上がり、天井との境には明瞭な屈曲をも

つ。両側壁の内傾によって狭められた天井は、幅は70cm前後でほぼ平坦な面をなす。なお、南側壁の

玄門近くに人面が描かれているが、最終調整を行った工具痕の後で刻まれており、風化の具合が周辺

と比較して進行していないことから考えて後世の、おそらく近年に描かれたものと判断した。

②玄門部

玄門部は玄室両側壁の幅をそれぞれ約30cm減じて、床面での幅を0.90mとする。羨道との区分は平

面でも立面でも見られず、横穴式石室でこの地方に特有のいわゆる疑似両袖式の形態ではない。これ

は横穴墓が掘削によって空間を確保しなければならないという側面から、複雑な構造を造り出すこと
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に制約があり、特に当横穴墓のように小型のものはその制約が大きかったことに起因すると思われ

る。

③羨道部

羨道は、玄門部を含めて天井の存在する部分の長さは0.95mである。床面の岩盤は玄門から墓道に

向かって降り、約10cmの落差があるが、これも玄室床面と同様に排水を意図したものと考えられる。

羨道幅は玄門部と同じく0.90mで、この幅を保って墓道に接続する。羨道両側壁の残存状態は玄室に

比べてやや不良で、特に下半部の壁面剥落が著しい。両側壁は玄室と同様に緩やかに内傾しながら立

ち上がり、天井部との境を明瞭にする。天井までの高さは床面から1.40mで、天井幅は0.55mを測る。

羨道床面のほぼ全面から、床面の岩盤にほぼ接して一辺10～20cmのチャートの亜角撰を主体とした

喋群を検出した。古くから開口しており後世に各所に改変が加えられてはいるが、この部分は崖面上

部から流入した土砂が厚く堆積しており、床面近くはそれによって守られていたと考えられる。古く

からの開口によって上部構造は消失しているが、羨道床面の撰群は閉塞の基底部分と推定される。こ

の閉塞施設からは追葬の有無、回数を判断できる痕跡は認められなかった。

なお、羨道両側壁の天井近くには、それぞれほぼ対象の位置に一辺8cm、深さ5～8cmの正方形の

掘り込みがある。明らかに人工的なもので、角材を両側壁に渡しかけた痕跡と考えられ、閉塞に関わ

る施設とも考えたが、掘り込み部分の風化の度合いが周辺と比べて進行していないこと、そして閉塞

は前述のように僕の積み上げによるものであることから、後世のものと判断した。

④墓道

羨道部の入口側に接続し天井部の存在しない墓道は、長さ0.8mに渡って検出したが、町道の側溝

によって削り取られており、本来はさらに長かったものと思われる。墓道の幅は羨道部との接続部分

で0．9m、入口に向かうに従ってやや拡がり1.15mとなる。床面は羨道床面と連続して入口に向かっ

て降り、排水を意図したものであるとともに水田面付近の低位の場所から横穴墓へ侵入するにあたっ

てスロープを形成したもと思われる。

⑤壁面調整痕

横穴墓の内部には、壁面を最終調整した際に残された工具の痕跡を各所に認めることができた。工

具の幅は、動作の終止部分の痕跡から判断して5.Ocmと推定される。

玄室奥壁は、ほぼ垂直に立ち上がる壁面下半部分では上から下に向かっての、緩やかに内傾する上

部の壁面では不定方向の痕跡が認められる。痕跡の長さは5～20cmほどで、側壁面や天井部との境は

短く刻みを入れるように調整を施している。

玄室両側壁は、奥壁寄りでは入口から奥に向かう方向に、玄門寄りでは奥から入口に向かうほぼ水

平方向に工具が動いた傾向が認められるが、痕跡の多くは壁面に向かって右から左へやや左下がりに

動いている。痕跡の長さは、両側壁中央の平坦な部分では20～30cmと長く、奥壁や前壁との境では刻

み状で短い。

玄室天井部の平坦面では側壁と同様に奥壁近くでは奥壁に向かう方向の、玄門近くでは玄門に向か

う方向の痕跡がみられ、痕跡の長さの傾向も側壁と同様である。

羨道部は、玄門部付近の上部に上から下に向かう痕跡がわずかに認められたが、大半は剥落してお

り不明であった。
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第4節遺物の出土状況

横穴墓玄室内の床面は後世に搬入された僕によって満たされ、玄室の玄門寄り部分ではさらに近年

に撹乱を受けており、出土する須恵器等の遺物は細片で元位置を保つものはなかった。近年の撹乱を

受けていない玄室奥壁近くでは、後世の操敷きの上部や目地及び僕の下部から横穴墓造営期の須恵器

片が出土した。操敷き上部や目地から出土したものは、玄門寄りの撹乱の際に掘り上げられた士砂に

混入していたものと考えられる。操敷き下部から出土する須恵器片がやや大型である傾向にはあった

が、後世の改変は横穴墓造営期の床面の様子を一変させるものであったと思われる。

第5節出土遺物

玄室床面の後世に敷設された操敷きから、須恵器片、山茶碗片、鉄製品が出土している。横穴墓造

営期のものは須恵器片のみで、山茶碗片と鉄製品は後世の改変、おそらく玄室内の牒敷きに伴う遺物

と考えられる。

須恵器片は細片が多く、実測しえたのは6個体であったo2は無蓋高i不の坪部から脚部にかけての

破片で、脚裾部は残存しない。坪部は底部から直線的に緩やかに立ち上がった後、段をなして内側に

屈曲させて口縁部を形成する。口縁部端部は内面に段を設け、わずかに外反させて丸くおさめる。体

部と口縁部との境は、外面に1条の沈線を巡らせて区分を明瞭にする。脚部は細く短い柱状の基部か

ら裾部に向かって強く外反してくだる。透かし孔はなく、短脚である。

1は2と同様な無蓋高坪の杯部片で、体部と口縁部との境は、わずかな内側への屈曲と外面にやや

鋭く突出した段を設けることで明瞭としている。口縁部端部は、内側に平坦面を形成して外反させ、

端部は丸くおさめる。脚部は残存しないが、2と同様の短脚で透かし孔のないものが接続したと思わ

れる。

3は高坪の脚部で、おそらく1．2と同様の短脚の無蓋高j不と思われる。透かし孔はなく、脚裾部

は大きく開いて端部を内側に屈曲させ、接地部はやや尖らせながら丸くおさめる。

4は高坪の脚部で、上記の短脚無蓋高j不とは大きく異なり、長脚で2段透かしとなる可能性が高

い。下段の透かし孔が残存し、三角形で三方に穿孔される。裾部は強く開いて外面を肥厚させ、ほぼ

垂直にくだる縁帯を形成する。接地部はやや鋭く尖らせておさめる。

5は、提瓶の口縁部と考えられる破片で、体部との接続部から緩やかに外傾して立ち上がった後、

外面に2段の凸帯状の段を設けて外反させ、端部は摘み上げ状に内傾する。

6は短頚壷の破片で、体部は器壁の厚い底部から外傾して立ち上がった後内轡させ、口縁部は短く

ほぼ垂直に立ち上げる。体部最大径付近に2条の沈線が巡る。口縁部は器壁の厚さを減じながら端部

に向かって立ち上がり、端部はわずかに内傾させて丸くおさめる。

山茶碗は、2個体の底部片を実測しえたo7と8はともに南部系で、回転糸切りの後に貼り付けら

れた高台には籾圧痕は認められない。底部の器壁が厚く、高台径は大きい。

鉄製品は火打金1点、棒状の不明鉄器1点、器壁の薄い鉄片15点を実測したo11の火打金は翼の片

方の端部を欠損するがほぼ完形で、径1mmほどの穿孔があるo10の棒状の不明鉄器は、断面が長方形

で鉄嫉の茎部に似るが両小口を平坦におさめているo9-1～15の鉄片は厚さ0.5mm前後の薄い鉄板
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で、9－10は4mmほど折り返して端部を形成している。鉄板の多くは轡曲した面をもち、おそらく筒

状の容器であったと思われる。

以上の出土遺物の内、横穴墓造営期の須恵器は2時期に分けられ、5の瓶類の口縁部と6の短頚壷

は6世紀末頃の、その他の高坪は7世紀中葉前後のものと考えられ、追葬が行われた可能'性が高い。

山茶碗はともに12世紀後半と考えられ、鉄製品は山茶碗に伴う時期のものと考えたい。

第6節まとめ

青木横穴墓の今回の調査は、後世の改変や撹乱によって当初の様子をすべて復元することはできな

かったが、天井や壁面の残存状態が良好であったこと、小破片ではあったが造営年代を推定しうる遺

物が出土したことで当地方の横穴墓の様相を知る重要な資料を得ることができたと考える。

当横穴墓は、墓道まで含めた残存長が5.5mで、この地方では小規模な横穴墓である。しかし、こ

の地方の小規模な横穴墓は無袖式の形態を採ることが多いが、当横穴墓では玄室と羨道とを明瞭に区
3）

分した両袖式の形態を採る。可児市の久々利川水系での分析では、両袖式は無袖式より規模や玄室内

部の諸施設で優位にある。同時代の横穴式石室も同様の傾向があり、当横穴墓は特殊であるといえる。

玄室と羨道とを区分して横穴墓を掘削するには、より多くの手間と時間を要したことは想像に難く

ない。当横穴墓が他の小規模横穴墓と比較して丁寧に掘削された背景には、その造営時期が大きく関
4）

わっていると考える。当地域への横穴墓の導入時期は、現在のところ可児市の羽崎中洞1号横穴墓の

6世紀後半頃と考えられている。羽崎中洞1号横穴墓は、全長14.1m、玄室長4.7mの巨大な横穴墓

で造り付けの石棺を奥壁に接して設けた入念なつくりであり、導入期の横穴墓にふさわしいものとい

える。青木横穴墓から出土した須恵器片の中には6世紀末頃のものが含まれ、これが当横穴墓の掘削

時期に近い年代と判断される。これは当地方の横穴墓導入期に近い年代であり、導入当初の形態を比

較的忠実に継承して丁寧なつくりを採ったと考えられ、当地方の小規模で無袖式の形態を採る7世紀

中葉以降の退化した横穴墓とは一線を画した存在と思われる。青木横穴墓が崩落せずに現在まで良好

に残存したことが示すように、掘削された凝灰質砂岩の岩盤は硬質であり、玄室と羨道とを区分する

という複雑な掘削を成立させる条件であったと同時に、時間を要する丁寧な掘削を強いるものでもあ

ったと考えられる。導入期の横穴墓は、複雑で丁寧な掘削を行うためにこのような硬質の岩盤を選地

した可能性もある。

以上のように青木横穴墓は当地方の横穴墓が導入された時期に近い様相を示すものと考えられ、当

地方への導入の系譜を考えるに当たり重要であると思われる。どのような経緯と系譜でこの地方に横

穴墓による墓制が成立したのかは不明な,点が多々あるが、この資料がその解決に向かっての一助とな

れば幸いである。
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第7章自然科学分析

第1節金ヶ崎遺跡5号墳出土銅鎌の自然科学的調査

財団法人元興寺文化財研究所

独立行政法人東京文化財研究所

1．はじめに

今回、金ヶ崎5号墳出士銅嫉を元興寺文化財研究所保存科学センターで保存処理委託業務としてお

預かりした。その際、保存処理に先立ち自然科学的分析を実施したので、その報告を行う。

金ヶ崎5号墳は弥生時代終わりから古墳時代初め（3世紀中頃）にかけてつくられた方形周溝墓

で、この木棺内から出土した銅鑑3点（図149、左）が分析対象である。

なお、銅錬のケイ光X線分析については元興寺文化財研究所で行い、鉛同位体比測定は東京文化財

研究所保存科学部平尾良光と鈴木浩子が担当した。

2．含有元素の定!性分析

鉛同位体比測定に先立ち、各銅鑑に含まれる元素及び鉛の有無の確認のため、ケイ光X線分析(X

RF)を行った。資料表面の非破壊での定'性分析である。

2－1使用機器及び測定条件

エネルギー分散型ケイ光X線分析装置（セイコーインスツルメンツ㈱SEA5230)を使用。

試料の微小領域にX線を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有のケイ光X線を

検出することにより元素を同定する。

モリブデン管球使用、大気条件下測定、

コリメータ1.8mm、管電圧45kV

2－2分析結果

XRF分析で検出した元素は以下のとおりである。スペクトルは図149に示した。

Ml:Cu、Sn、Pb、As、Sb、Ag，Fe

No.2:Cu、Sn、Pb、As、Sb、Ag、Fe

No.3:Cu、Sn、Pb、As、Sb、Ag、Fe、Mn

3つの銅嫉からは主に銅(Cu)、スズ(Sn)、鉛(Pb)を検出し、これらは鉛を含む青銅製の銅鍍

であった。他には、ヒ素(As)、アンチモン(Sb)、及び銀(Ag)が確認された。

鉄(Fe)、マンガン(Mn)は土壌成分に由来する可能性が高いとみられる。

3．銅鑑の鉛同位体比測定

3－1試料
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XRFにより鉛が十分に含まれていることを確認した後、元興寺文化財研究所において試料採取を

行った。採取箇所は図149に示した矢印部分である。

3－2分析法

1）鉛同位体比法による青銅原料の産地推定

産地推定のために鉛同位体比法を利用した*')。一般に、鉛の同位体比は鉛鉱山の岩体が違えばそれ

ぞれの鉱山毎に異なった値となることが知られており、産地によって特徴ある同位体比を示すことが

今までの研究でわかっている。そこで、鉛の産地の違いが鉛同位体比に現れるならば、文化財資料に

含まれる鉛の同位体比の違いは材料の産地を示すと推定される。古代の青銅には鉛が微量成分として

0．01％程度、あるいは主成分の一つとして5～20%含まれている。鉛同位体比の測定に用いられる鉛

量は測定器（質量分析計）の感度が非常に良いため、1〃gの鉛があれば十分である。また試料は青

銅の金属部分でも錆部分でも、同位体比は変わらないことが示されているので、資料からは錆を微少

量採取するだけで十分である。そこでこの方法を本資料の材料産地の推定に利用することを試みた。

資料から錆の一部を採取し、鉛を化学的に分離し、表面電離型質量分析計で同位体比を測定した")o

2）鉛同位体比の測定

資料から微少量(1mg以下)の錆を採取して、鉛同位体比測定用の試料とした。錆試料を石英製の

ビーカーに入れ、硝酸を加えて溶解した。この溶液を白金電極を用いて直流2Vで電気分解し、鉛を

二酸化鉛として陽極に集めた。析出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。0.1figの鉛をリン酸一

シリカゲル法で、レニウムフィラメント上に載せ、サーモクエスト社製全自動表面電離型質量分析計

MAT262に装着した。

分析計の諸条件を整え、フィラメント温度を1200℃に設定して鉛同位体比を測定した。同一条件で

測定した標準鉛NBS-SRM-981で規格化し、測定値とした。

3－3鉛同位体比の結果と考察

1）鉛同位体比測定値

測定した鉛同位体比を表5で示した。この値を今までに得られている資料と比較するために鉛同位

体比の図で示した（図150)o

表5金ヶ崎5号墳から出土した銅鑑の鉛同位体比

資料名206pi3/204p]3SOTpb/Wpb208pi3/204p]3207p]3/206pi32O8PI3/2O6PI3測定番号

銅娠Na1(311)18．23715.66938.7450.85922.1245HS1089

銅嫉No.2(310)18.34115．68538.8390.85522.1176HS1090

銅嫉Na3(312)18.142 15.64438．711 0.86232.1338HS1091

誤差範囲 士0.0100．00士0.030士0.0003士0.0006
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横軸が207pb/206pbの値、縦軸が208pb/206pbの値とした図を仮にA式図と呼ぶこととする。この図

で鉛同位体比に関して今までに得られている結果を模式的に表わし、今回の結果をこのなかにプロッ

トした*3~Oo日本の弥生時代に相当する頃の東アジア地域において、Aは中国前漢鏡が主として分布

する領域で、後の結果からすると華北産の鉛と推定されるoBは中国後漢鏡および三国時代の銅鏡が

分布する領域で、華南産の鉛と推定されるoCは現代の日本産の大部分の主要鉛鉱石が入る領域で、

Dは朝鮮半島産とされる多紐細文鏡が分布する領域の中央線として示される。またaは弥生時代後期

の銅鐸が集中した領域である。

横軸が206pb/204pbの値、縦軸が207pb/204pbの値とした図をB式図と呼ぶこととする。この図の中

でA'、B'、c、D'は中国華北、華南、日本、朝鮮半島産の鉛領域を表わす。

これらの図の中に、測定値を●で示した。

2）考察

金ヶ崎5号墳から出土した銅娠3点は、図150のA式図においてB領域に位置したoB式図におい

ても同様である。このことから、この銅鍍は華南産の材料を用いていると考えられる。

これまでの研究から、弥生時代青銅器はD領域やA領域に、古墳時代青銅器はB領域に位置するこ

とがわかっているoA領域からB領域への材料の推移がいつ起こったのかはわからない。今回測定し

た銅嫉は3世紀中頃の方形周溝墓の副葬品ということから、5号墳が作られた同時期かそれ以前に作

られたものと考えられる。弥生時代から古墳時代への過渡期に作られた銅嫉と考えると、鉛同位体比

に表れる材料の推移と合わせ、今後興味深い結果のひとつとなるであろう。

4．引用文献

平尾良光：鉛同位体比を用いた産地推定；考古学と自然科学4考古学と年代測定学・地球科学，

松浦秀治・上杉陽・藁科哲男編，314-349,同成社(1999）

平尾良光，馬淵久夫：表面電離型固体質量分析計VG-Sectorの規格化について；保存科学28,1

7-24(1989）

馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比法による漢式鏡の研究;MUSEUMNo.370,4-10(1982a)

馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比から見た銅鐸の原料；考古学雑誌68,42-62(1982b)

馬淵久夫，平尾良光：鉛同位体比法による漢式鏡の研究(-);MUSEUMNo.382,16-26(19

83）

馬淵久夫，平尾良光：東アジア鉛鉱石の鉛同位体比一青銅器との関連を中心に－；考古学雑誌73,

199-210(1987）
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第2節金ヶ崎5号墳出土土器の赤色顔料分析

小村美代子（パレオ・ラボ）

1．はじめに

金ヶ崎5号墳主体部より、木棺の下から鉢1点(161)が伏せた状態で出土した。この鉢に赤色部が

確認されたので、この赤色がベンガラ(Fe203)なのか水銀朱(HgS)なのかを調べるために蛍光X

線分析による顔料分析を行った。

2．試料と方法

鉢の赤色物付着状況を肉眼観察すると、鉢の内側は全体がうっすらと赤く、外側では口縁部付近2

箇所で赤色部が確認された。外側でも赤色部が確認されたことから、この鉢が顔料の容器だけではな

く赤彩土器である可能性も考えられた。肉眼観察では赤色物が確認できなくても、土器の隙間等に水

銀朱が残存している場合、蛍光X線分析で検出できる。このため、鉢の外側の肉眼観察で赤色物が確

認されない部分についても蛍光X線分析をすることにした。

試料は内側1点（赤色部有り：内側1）、外側は口縁付近から4，点（赤色部有り：外側1．外側2，

赤色部無し：外側3．外側4）の計5点である。採取部については図151に示す。測定試料は、各部

位にセロハンテープを押し付けて採取した。ただし測定試料は、純粋に赤色物のみではなく、セロハ

ンテーフ°に赤色物と共に付着した鉢表面に付着する士、鉢の胎士等も含まれる。

分析はセイコー電子工業㈱製のエネルギー分散型蛍光X線分析計SEA-2001Lである。装置の仕

様は、X線発生部の管球のターゲットはロジウム(Rh)､ベリリウム(Be)窓、X線検出器はSi(Li)

半導体検出器である。測定条件は、測定時間300秒、照射径10mm､電流50～63ak、電圧50kV、試料

室内は真空である。

3．分析結果

図152には蛍光X線スペクトル図、表6には、試料の詳細、蛍光X線分析による赤色顔料に関係す

る元素やその他検出された元素などを示す。検出された元素は、水銀(Hg)、鉄(Fe)、アルミニウ

ム(AD、ケイ素(Si)、イオウ(S)、カリウム(K)、カルシウム(Ca)、チタン(Ti)、マンガン

(Mn)、銅(Cu)、亜鉛(Zn)がある。

鉄(Fe)は土壌や土器そのものにも含まれる元素なので全ての試料で検出される。このため水銀

(Hg)と鉄(Fe)両方検出される場合は水銀(Hg)を優先して水銀朱(HgS)と判断した。

なお、ロジウム(Rh)のピークはX線発生部の管球（ロジウム）に由来するものであり、赤色物

に含まれる元素とは関係がない。また、イオウ(S)は水銀朱(HgS)の他にセロハンテープにも含

まれる元素である。
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表6 試料から検出された元素と顔料の種類

[元素記号Al:アルミ皇

Fe:鉄、Ni:

[記号］◎:顔料、○:土

け
堀
悔

カルシウム、 Ti:チタン、Mn:マンガン、

4．考察

蛍光X線分析結果より、鉢内側には水銀朱が存在していたことが分かった。また、鉢外側について

は、口縁部の一部（外側1．外側2）にしか水銀朱が確認されなかったことから、外側の水銀朱につ

いては鉢に入れてあった水銀朱が付着したものと思われる。なお、その他検出された元素については

付着する土壌や土器胎士に由来するものと思われる。この鉢は墳墓から出土したことから、葬送儀礼

等の際に使用した水銀朱を入れていた容器であったことが窺える。

遺物 試料採取部 赤色部 H9 Fe 顔料の同定 その他検出された元素

鉢

(161）

内側1

外側1

外側2

外側3

外側4

有り

有り

有り

無し

無し

◎

◎

◎

－

○

○

○

○

○

水銀朱

水銀朱

水銀朱

無し

無し

A､Si､S､K､Ca､Ti､Zn

A､s､S､K､Ca､Ti､Zn

A､Si､S､K,Ca､Ti,Mn､Ni､Zn

Al､Si､S､K､Ca､Ti､Zn

A､Si､S､K､Ca､Ti､Mn､Cu､Zn
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2

J3
一

外側1

外側3

図151試料採取部

内側1．外側1．外側2：肉眼観察で赤色部有り、外側3．外側4：肉眼観察で赤色部無L

外側2
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第8章考察

第1節金ヶ崎遺跡における方形周溝墓の墳丘築成について

14基の方形周溝墓の墳丘築成方法について

金ヶ崎遺跡の方形周溝墓の中で墳丘部が比較的よく残っていたものが4基あるosxoi．SXO2．

SX03．SX05の4基である。順番にその墳丘築成方法を説明し、比較してみたいと思う。

SXOIは、前方後方形の方形周溝墓を想定しているが、墳丘が半分以上削り取られているので、全

体の様相ははっきりしない。特に前方部は、はっきりしない。後方部も中央から南西部が残っている

のみで、その断面の様子から次のような築成が想定される。墳丘は、その当時の地表面と思われる

Ⅲa層上面に盛り土している。盛り土は後方部の中央部分を囲むように墳丘端部に盛り土をし、その

後中央部に盛り土をしている。中央部の東半分がほとんど削り取られているので、主体部全体の状況

は、はっきりしない。

SX02は、墳丘部分の北半分が後世の耕作によって削り取られているが、その断面から築成状況が

わかる。まず、当時の地表面をならすために、表面の草等を焼いていると思われる。その後、墳丘端

部に平面の形状がドーナッツ状になるように土を積み上げている。墳丘部の平面形が方形であるので

方形のドーナッツというべきであるが。土の置き方は、地表面に対し水平に士をならしながら三角形

の土塁状に積み上げている。次に、積み上げた土塁の内側に水平になるように土をならしながら充填

している。士塁状の土は単色で混ざりの少ない士であるが、中に充填した士はⅢa居又はⅢb層とⅣ

層が混ざり合った土も充填してある｡土を確保するため周溝部を掘り下げた士を使用していると思わ

れるc3段階目として主体部に木棺を設置するための穴を掘っている。掘った穴の中に木棺を安定さ

せて置くために、掘った穴の壁に粘土を貼り付けている。その後木棺を設置し、粘土で上から覆っ

て、最後に墳丘を完成させるため盛り土しているようである。

SX03は、次のように墳丘部を築成している。まず、築成前に比較的平らな地表面を焼いていると

思われる。その後、墳丘端部を巡るようにドーナッツ状に土を積み上げている。断面の形状は三角形

の士塁状であるoSX02の土塁状のものと異なる点は、士塁の士の積み方が平らに積んでいるのでは

なく、外側から流し込むように内側に向かって積んでいることである。士塁そのものの形状も、SX02

よりもSX03のほうがなだらかである。次に、主体部の位置（木棺設置位置）に水平に土を敷いてい

る。その後、船底状の木棺を設置し、士塁と木棺の間を別の土で埋めていく。従って、士の入り方

も、士塁の近くから木棺に向かって充填している。最後に、木棺を覆うように士をかぶせて墳丘を完

成させると思われる。SX03は、東と南に向かって傾斜しているので、西側と北側から多く士がかぶ

っている。また、最初の工程から最後の工程まで盛り土はⅢ層とⅣ層の混合土がみられる。

SX05は、次のように墳丘部を築成している。基本的にはSX03とよく似た築成方法であるが、一部

違うところがあるoSX03の位置よりも南にあるため、南東への傾斜が大きい。従って、当時の地表

面も平坦ではなく、南東側に傾斜した状態で墳丘部を築成している。まず、地表面を焼いていると思
われる。次に、墳丘端部にドーナッツ状の土塁を積み上げる。土塁の断面形状は三角形である。士塁

は、外側から墳丘中心部に向かって積み上げているoSX03では、このあと木棺を設置する場所に水
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平に士を敷いているが、SX05では、木棺を設置する場所に円錐状に士を盛り上げている。その後、

その上に木棺を置いている。さらに、外側の士塁と木棺の間に土を充填し、最後に木棺を覆う土を上

からかぶせ、墳丘を作り上げているcSX05もSX03と同様Ⅲ層とⅣ層の混合土が盛り土に使用されて

いる。

24基の方形周溝墓の墳丘築成の比較

SXOI.SX02.SX03.SX05の4基の墳丘築成について説明したが､それぞれに特徴がみられる。

基本的にSX03とSX05の墳丘築成の過程は同じであると思われる。築成の工程もその順番もほぼ同

じであり、断面や平面から考えられる主体部（木棺）の形状もよく似ている。ただ、SX05を作った

場所がSX03のある場所より|日地形の傾斜が強いので、途中の工程で2基に次のような違いがある。

比較的水平を保っている地表面を利用して､士を水平に薄く盛り土した上に木棺を設置しているSX03

に対し、南東に傾斜している斜面のため木棺を設置するために三角状に土盛りをし、その上に木棺を

置くようにしているSX05という違いである。

盛り土の置き方から考えて類似しているものはSX03とSX05である。どちらも士を外側から内側へ

向かって流し込むようにしている。水平にならしていくという感覚はない。その点では、SXO1も同

様なことが言えるが、その他の築成の工程では類似していない。墳丘が半分以上削られはっきりしな

いこともあるが。以上の3基に対し、SX02ではどの過程においても水平を意識して盛り土をした後

に士を平らにならしている。

盛り土の方法を別の観点から見ると、SX02．SX03．SX05については、墳丘の端部に士塁状の土

盛りをし、その内側に土を充填するパターンのみから比較すると共通しているようにみえる。さら

に、主体部の木棺設置状況を併せてみると、SX03とSX05はさらに類似しているoSX03とSX05は先

に木棺を設置し、後から周囲の土塁状の盛り土と木棺の間を士で埋めて木棺が動かないようにしてい

るoSXOIの状況は外側の土盛りを土塁状のものと考えることもできるが、墳丘面全体の断面が残っ

ていないので、確定できないoSX02については、墳丘端部に土塁状の土盛りをした後、その内側に

先に士を充填している。その後木棺が設置できる分の穴を掘り木棺を固定しているoSX03̂ SX05と

は逆の手順である。また、木棺の周りに粘土を貼り付けて固定しているのはSX02だけである。設置

される木棺の形状も、SXO3．SXO5のように舟底状木棺を設置してあると思われるものと、SX02の

ようにもう少し断面形が丸い木棺を設置しているものとの違いが見られる。

最後に、墳丘全体の状態を断面の状況からみると、SXOI．SX02に対してSXO3．SXO5の墳丘の盛

り土の方法は、それほど高く積む意識がないと思われる。墳丘端部の土塁状の土盛りもSXO3．SXO5

のほうが高さが低く、内側に高く土を盛る意識も薄いように思われる。それに対し、SX02のように

士塁状の三角形の裾の広がりが均等で、水平に盛り土する意識が感じられる。その内側に盛られる士

は多く、当然墳丘自体も高くなる。逆に周溝部分の深さは、SX03．SX05の方が深く急である。これ

は、墳丘を南東の平地部分から見えるようにするという点もあるが、地表面に対し盛り上げてつくる

か、それとも地表面を掘り込んで墳丘とするかという意識の違いがあるように思われる。この中に

SXO1がどう入るかはっきりしないが、どちらかというとSX02に近いと思われる。



第1節金ヶ崎遺跡における方形周溝墓の墳丘築成について195

A’A lllIII．

郷 “

蕊妻蕊Ⅲヨ 繍東裾部Ⅲ 露議雲西裾部Ⅲ

騨蕊Ⅲ+東裾部ⅣニーニⅢb+IIIa二二コⅢb+北西裾部Ⅳ
図159SX05墳丘起源別墳丘断面図(1/50

川ⅢⅢⅢb

=三三北裾部Ⅳ

A’
A

Ⅲ
理

露調一次工程西雲雲雲雲二次工程東

匡二二三次工程木畷置匿雪四次工程東
図160SX05工程別墳丘断面図(1/50)

剛
鰯

二次工程西一次工程東

四次工程西一次工程中央

3方形周溝墓の墳丘築成と年代について

墳丘築成の状況を検討したが、次のようなことが考えられるo4つの方形周溝墓は、大きく2つの

グループに分けられると思われるo1つは、①SX03．SX05のグループ。もう一つは②SXOI．SX02

のグループである。①グループは、墳丘面が|日地表面からあまり高くなく、士の置き方が地面に水平

ではなく外から内に流し込むようになっているもの。②グループ･は、旧地表面から墳頂部までの高さ

がかなりあり、主体部の木棺は墳丘面ができあがってから埋めるか、できる途中に穴を掘って埋めて

いる。いずれにせよ、①のグループとは異なる。ただ、SXOIの盛り土の方法は、｜日地表面に関係な

く平行に外から内へと置いている。

4つの方形周溝墓出土の土器の年代と併せて考えてみると次のようになる。

①グループはSX03．SX05で、本報告書の時期区分のⅡ－1～2期のもので、②グループが、sx

O1．SX02で、時期区分のⅡ－2～3期のものになるoSXOIとSX02の時期差を考えると、出土土器

の状況と一致している。

注）参考文献については後の頁にまとめて掲載した。



196第8章考察

第2節金ヶ崎遺跡の方形周溝墓と周辺遺跡の関係について

1金ヶ崎遺跡の方形周溝墓群について

金ヶ崎遺跡では方形周溝墓を12基検出したが、それらは出土遺物や墳丘の構築状況などからいくつ

かの時期に分けられる。ただ、調査区内で全体が発掘できたものは、SXO1．SXO2．SXO3．SXO5．

SX09.sxn・SX12･SX13-SX15の9基である。この9基を中心にグループ分けをしたい。

まず、AグループはSX15である。この遺構は、他の方形周溝墓からやや西に離れ、規模的にも他

の遺構と比較して小さい。周辺に同じタイプの遺構はなく西に土坑群が見られる。出土遺物はないが

3世紀中葉の時期の方形周溝墓かと思われる。Bグループは、SXO3．SXO5．SX12である。これら

は、墳丘の規模・構築状況・出土遺物などから見て同じような時期・内容の遺構である。特に、SX05

は主体部より多孔銅嫉が出土し、SX03．SX05．SX12は周溝等から時期決定ができる出土遺物が見

られる。また、遺構全体の発掘を行っていないので確定はできないが、SX06.SX07.SX14は、SX03'

SX05と周溝が重なり同じタイプの方形周溝墓の可能性が高く同じグループに入ると思われるoCグ

ループは、SX09．sxnである。SXO9．SXllは、Bグループから50mほど北にある。出土遺物は、

SX09がBグループの遺物と近い時期の遺物が出土している。周溝の平面形がBグループのものとや

や異なり、墳丘の各辺の中心位置の周溝部分の幅が広い。出土遺物から考えるとBグループに属する

可能性もあるが、平面形と位置から、Cのグループとした。なお、SX09の西、sxnの南に位置する

SX10は、周溝から出土した遺物から5世紀後半の古墳時代の遺構と考えるoDグループは、SXOI*

SXO2．SX13であるoSXOIは、周溝等の状況から前方後方形の方形周溝墓と思われるが、SXOI．sx

O2の出土遺物をみると、3世紀後半から4世紀前半にかけての遺構と思われる。また、SX02は、B

グループのものと類似した平面形をしているが、遺構そのものの規模がBグループのものより大き

く、むLろSXOIの後方部の規模に近い。墳丘の築成方法もBグループの方形周溝墓よりも旧地表面

から土盛りをする高さも高く、主体部の設置状況もSX03̂ SX05のものと異なる。そこで、この3つ

の遺構をDグループとした。

9基の周溝墓を4つのグループに分けたが、時期的な流れとしてはAからDの方向へと向かうと思

われる。少なくとも、B・CグループからDグループヘと移行すると思われる。また、グループ内の

状況も、Bグループが群集しているのに対し、Dグループが散在していることがわかる。

金ヶ崎遺跡の方形周溝墓群に共通する内容は、遺構の南東部または南部に陸橋らしきものがつくら

れていることがあげられるoAからDのグループ分けをしたが、ほとんどの遺構でこの陸橋状の遺構

を検出した。

2金ヶ崎遺跡の方形周溝墓と周辺の遺跡の関係について

金ヶ崎遺跡周辺には、西に「伏見古墳群」と「前波古墳群」が展開している。これらの古墳群の中

の主要古墳は次のように系統付けられている。

「伏見古墳群」の高倉山古墳、東寺山1号墳、東寺山2号墳は前方後方墳で、高倉山古墳→東寺山

1号墳→東寺山2号墳の系列が考えられており、「前波古墳群」の西寺山古墳、野中古墳、長塚古墳

は、前方後方墳と前方後円墳の両方があり、西寺山古墳→野中古墳→長塚古墳の系統が考えられてい
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る。基本的には、東の伏見古墳群から西の前波古墳群への首長権の移動が考えられているようである

が、高倉山古墳のさらに東に位置する金ヶ崎遺跡の方形周溝墓群について、これらの古墳群とどのよ

うに関連付けられるか考えてみたい。

金ヶ崎遺跡の方形周溝墓群は、多くが方形周溝墓であるが、SXOIのみ前方後方形の方形周溝墓と

考えられる。金ヶ崎遺跡の方形周溝墓の位置は、「伏見古墳群」の中で一番古いとされている高倉山

古墳から東へIkmのところに位置している。高倉山古墳・金ヶ崎遺跡の方形周溝墓とも台地状の土地

に位置し立地もよく似ている。また、SXOI・高倉山古墳とも前方後方形をしている。このようなこ

とから、金ヶ崎遺跡の方形周溝墓は「伏見古墳群」との関わりが深いと考えるoSXOIは、金ヶ崎遺

跡の方形周溝墓群の中でDグループに位置し、最後の時期の1群として3世紀中葉から4世紀前半の

年代を想定している。「伏見古墳群」の中で1番古いと考えられている高倉山古墳が、3世紀の終わ

りから4世紀の前半段階に位置づけられるので、金ヶ崎遺跡のSXOIは高倉山古墳に先行して作られ

た前方後方形の方形周溝墓だと思われる。ただ、高倉山古墳は今のところ単独で存在する「古墳」で

あるのに対し、金ヶ崎遺跡のSXOIの近くには多くの方形周溝墓が存在することから、この遺跡の方

形周溝墓群のイメージは、弥生時代後半の群集する方形周溝墓のイメージを残している。特に金ヶ崎

遺跡の方形周溝墓群の中で、SXO1とほぼ同じ時期または多少後の時期の遺構であると思われるSX02

の存在は、高倉山古墳の単独立地と異なる。ただ、御嵩町の隣りの美濃加茂市には、方形の墳丘墓を

有する伊瀬粟地遺跡があり、金ヶ崎遺跡SX05主体部から出土した多孔銅鎌よりも古いと思われる多

孔銅鑑が出土している。単独の墳丘墓であるが、金ヶ崎遺跡SXO1よりも古い遺構であることから、

この地域の同じような‘性質を持つ遺構は、地域によって多少の差があるとも考えられる。

最後に、金ヶ崎遺跡の方形周溝墓群を、前方後方墳を中心とする伏見古墳群から前波長塚古墳を中

心とした前波古墳群への流れの先頭に位置づけた。だが、金ヶ崎遺跡の方形周溝墓群にも時期差があ

り、9基すべてを、古墳時代に先行する弥生時代的な一群としてとらえるのか、4つグループのなか

のある時期以降を古墳時代に位置づけるか、すべて古墳時代のものとするのかは、解釈がわかれる所

である。

注）参考文献については後の頁にまとめて掲載した。
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第3節金ヶ崎遺跡の竪穴住居跡・掘立柱建物跡について

1金ヶ崎遺跡の竪穴住居跡と掘立柱建物跡の概要について

金ヶ崎遺跡では、29軒の竪穴住居跡と6軒の掘立柱建物跡を検出した。これらの住居跡及び建物跡

が立てられた場所は、方形周溝墓が位置する台地の尾根筋から南東斜面にかけてである。特にSBO6・

SB16A・SB16B・SB23・SB27・SB28については、方形周溝墓の下又は、方形周溝簿墓の周溝部分

に切られた状態で検出している。また、SB17については南東斜面で検出した2間×4間の掘立柱建

物である。

以上の遺構は、1時期のものではなく、大きく2時期に分かれるものものと思われるo1時期は、

3世紀中葉、もう1時期は7世紀後葉から8世紀初頭にかけてと思われる。

23世紀中葉の竪穴住居跡について

29軒の竪穴住居跡の中で3世紀のものと思われるものは9軒ある。決め手にかけるが、3世紀のも

のではないかと思われるものを含めると11軒ある。その中で、明らかに方形周溝墓が作られた居位の

下の層位に作られた住居跡は、SB16A・SB16B・SB23・SB27・SB28の5軒である。方形周溝墓の周

溝部分に切られているものが、SB06とSB15である。その他、出土遺物から3世紀中葉と思われるも

のは、SB01とSB02である。以上のことから3世紀中葉、少なくとも3世紀の竪穴住居跡と思われる

11軒の住居跡は、方形周溝墓が作られる以前の段階でこの地域に存在した住居跡であると思われる。

SB01とSB02は位置関係から同時存在とは考えにくく、少なくとも2時期に分かれると思われる。

また、SB07・SB28を除くと、他の9軒の竪穴住居跡は標高128m～128.5mの等高線上に展開して

いる。金ヶ崎遺跡は、北東から南西にのびる舌状の台地に立地しているので、南西や北東の同一等高

線上に竪穴住居跡が展開していた可能性もある。

竪穴住居跡の特徴は、多くの住居跡の主軸がN-20｡～40.-Eの範囲に収まっていることである。

また、竪穴住居内の多くに焼土域を確認し、壁溝を持っている。竪穴住居跡そのものの規模は、SB

16AとSB28はやや大型の住居跡であるが、それ以外は1辺が4m前後の竪穴住居跡であった。

37世紀後半から8世紀初頭の竪穴住居跡と掘立柱建物跡について

金ヶ崎遺跡の竪穴住居跡の中で7世紀後半から8世紀初頭のものが18軒､掘立柱建物跡は6軒ある。

3世紀中葉の時期の竪穴住居跡が標高128m～128.5m周辺に立地していたのに対し、7世紀後半

のものは、標高の異なる3つのグループに分けられる。まず、SB03・SB04・SBO5・SB17・SB26の

掘立柱建物跡やSB19・SB20・SB21の竪穴住居跡を中心とする標高127m～128mに位置するA群。

SB29の掘立柱建物とSB08～SB13C・SB24～SB25Bの竪穴住居跡がまとまっている標高125.5m~

127mの範囲に位置するB群。最後に123m～123.5mに位置するSB14A・SB14BのC群であるoC群

は、標高差があるだけで竪穴住居の主軸などからB群に含まれる可能性もあるoA群が展開する金ヶ

崎遺跡の北東側は、良好な平地が展開しているので、A群が北東方向へ展開する可能'性がある。ま

た、B群やC群の南東方向の斜面には畑地があり、その畑地から同時期の須恵器などが出土している

ことから、南東方向にB群およびC群の住居群が展開していた可能性もある。
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A群の住居群は、竪穴住居跡と掘立柱建物跡の両方が存在し、SB03のように南に庇をもつ建物の

東に、総柱の建物を少なくとも2棟(SB04・SB05)もつ住居群や、柱穴の直径が60cmあまりの2間

×4間の掘立柱建物跡(SB17)を斜面に建てていることから、かなり大規模な集落の可能性がある。

また、時期は確定していないが、2間×4間の掘立柱建物跡(SB26)が金ヶ崎遺跡のやや西よりの

平坦な部分にみられる。

B群およびC群の住居群は、かなり切り合いが多く何度も建て替えを行っているaSB09・SBIO^

SB14A・SB14Bのように明らかに2時期確認できるものもあるが、SB12A・SB12B・SB13A・SB13

B・SB13C・SB24・SB25A・SB25Bのように複雑な切り合い関係が見られるものもある。ただ、比較

的等高線に対して平行に住居の輪郭が確認できるものと、等高線に対してやや傾きをもった形で住居

の1辺が確認できるものがある。SB12A・SB13A・SB25Aが比較的同じ方向に軸を持ち、SB11・SB

12B・SB13B・SB13C・SB24・SB25Bが比較的同じ方向を示している。

B群の中にはやや高い等高線上にあるSB29もあるoSB29は、住居跡の可能性よりも櫓のような建

物で、建物の南側には須恵器が多く廃棄してあり、祭祁を行った場所の可能性がある。また、SB10

より出土した横瓶は胴部の長径が60cmもあり、日常生活に使用する可能性と同時に祭而日に使用された

可能性もある。よってSB10は、このグループのなかで特別な位置づけをした住居かもしれない。

A群。B群とも竃をもつ住居跡と持たない住居跡があるoSB09とSB10-PSB14AとSB14Bのよう

に、竃のないものはないものに、竃のあるものはあるものに建て替えらえていたが、そのほかの住居

跡については、はっきりしない。

7世紀後半から8世紀初頭の竪穴住居群については大きく2つのグループに分けたが、時期的には

大きく差があるわけではなく同時展開の可能性があるoA群には掘立柱建物跡が多く、B・C群には

SB29の櫓のようなものしか見られないので、1つの集落における機能差の可能性もあると思われる。

ただ、A群の竪穴住居群には、明らかな建て替えの状況が確認できず、B・C群には少なくとも2時

期以上の建て替えの状況が確認できているので、B・C群のグループが時間的に長く存在していた可
能性がある。

注）参考文献については後の頁にまとめて掲載した。
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金ヶ崎遺跡で検出した中近世墓は113基あり、人骨を確認したものが46基存在した。その中で、遺

構と人骨が明確に一致するものは41基である。(SD03とSX05からも人骨が出土しているが、遺構と

して確認していないo)

全体として次のような傾向が見られる。

41基のうち、約半数の14基について火葬の可能性があった。残りは、土葬の可能性が考えられるも

のが3基、両方の可能性があるものが1基、状態が悪く火葬・土葬の区別がつかないものが23基あ

るo(表7参照）この中で、特に火葬されたと思われる人骨について述べたい。

中世の日本人一体分の火葬人骨の総重量は2000g以上であるが、金ヶ崎遺跡中近世墓の人骨の残量

は400gを超えるものはない。これは、意図的に選んで火葬したものか、偶然そうなったものかは、

はっきりしない。残存する骨の部位についても、頭骨や手足の骨の先の部分が多く残り、中心の背骨

や腰骨はあまり見られない。肋骨は、一部残っているものもあるが数は非常に少ない。このことか

ら、部分的に選んで火葬したか、火葬したものから部分的に骨を取り出し、埋葬し直した可能性も考

えられる。ただ、人骨が出土している遺構の多くは炭化物を含み、その場で火葬した可能性が高いと

思われる。また、遺構を検出した場所が東斜面であるあることから、遺構が何かの原因で削られ人骨

が流失した可能'性も考えられるが、どの遺構も多くが集石の残りが良く、人骨が雨などで流出した可

能性は少ないと思われる。さらに、土壌の関係で骨自体が土壌と一体化する可能性もあるが、残存部

分が、特定の部位に偏っているのは不自然であると思われる。いずれにしても、1遺構に一体分の人

骨量はないことは明らかで、この傾向は、『一の谷中近世墓群』出土の埋葬人骨などと同様の特徴の

ようである。

次に、火葬の状態について述べたい。全体的に火葬状態がよいものが多く、800℃以上又はそれに

近い温度で火葬しているので、骨の変形や亀裂が見られるものがあるo800℃以下で火葬すると骨が

灰色に近い色を示すものがあるが、そういう人骨は少ないようであった。これらのことから、金ヶ崎

遺跡の中近世墓を作った人々には、800C以上に温度を保てる火葬技術があったものと思われる。

最後に、埋葬された人々 の'性別と年齢について述べる。人骨の'性別については、'性別の特徴を示す

人骨が少なく、多くのものは識別できなかった。男性と思われるもの2遺体分、女‘性と思われるもの

1遺体分確認した。年齢については、頭蓋骨のラムダ部の縫合線の接合状態から判断したが、35歳以

下の人骨と思われるものが7遺体分、35歳以上のものと思われるものが2遺体分みられた。現代人か

らみて比較的若い年齢の人々が埋葬されていたことがわかる。しかし、中近世の平均寿命からみる

と、若いとは言い切れないかもしれない。

注）人骨の整理・観察・分析については、杉原麻記氏（当時文化財保護センター補助調査員）の協力を得た。

参考文献については、後の頁にまとめて掲載した。
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表7金ヶ崎遺跡人骨一覧表

遺構名 各部位重量(9)

頭部 胴部 手・足 その他

総重量

(g)

保存

状
備考 図版

SZ01 2.5 5.5 8.0 い 骨の保存状態悪く、識別出来ない。

SZ04 5.6 9.4 15.0 良好
尺骨先端部を残す。残存径2.7cm。保存状態良好。800C以下
の火葬と考えられる。

SZ05 30.4 19.6 103.5 134.3 287.3 良好
骨の変形なし、800℃前後の温度で火葬と考えられる。頭部内
外面が完全に開いている。35歳以下。乳様突起から男性の可
能性高い。上腕骨先端3.2cmo前歯1本○

50

SZ06 10.8 0.5 39.6 30.4 92.6 良好
頭骨内面、縫合線の内面の接合し始めた形跡有り。800C以上。
骨の変形有り。上腕骨先端残存径2.4cm。

SZ08 1.1 1.1 い 小片のみ残す。劣化激しく、識別不可能。

SZ09 61.6 2.5 32.9 55.2 174.7 良好
骨の変形有り。縫合線は内外面に完全に開いている。35歳以
下 ○

50

SZ10 8.1 8.1 い 小片のみ残す。識別不可能。火葬か土葬か判別できない。骨
の変形なし。

szn 21.5 34.4 55.9 い 状態悪く、手・足の一部のみ確認できる。劣化激しい。

SZ12B 49 1.3 21.5 26.5 54.2 良好
頭部内外面接合面残るo35歳以下。骨の変形なし。亀裂有り。
800℃位前後の温度で火葬されたと考えられる。背骨・指の骨
が確認出来る。

SZ14A 0.3 0.3 良好 足か手の指1点のみ出土。判別不可能。
SZ17 0.9 0.9 悪い 小片のみ残す。状態悪く、識別不可能。

SZ18 13.4 0.9 30.5 44.8 良好
800C前後の火葬と考えられる。骨の変形なし。手・足の指の
骨を多く確認できる。頭部の眉頭の突起から男‘性の可能‘性高
い。腰骨の一部も有り。

SZ19 0.9 0.9 い 小片のみ残す。状態悪く、識別不可能。
SZ20 0.2 0．2 い 小片のみ残す。状態悪く、識別不可能。
SZ21 13．4 7.6 21.0 良好 35歳以上。縫合線の接合面に摩耗が確認できる。

SZ23 3.5 25.6 9.8 38.9 良好 800C前後での火葬？骨の変形なし。亀裂有り。腰骨の先端部
確認○

50

SZ29 0．8 0.8 悪い 小片のみ残す。状態悪く、識別不可能。

SZ32 7.6 7.6 い 小片のみ残す。状態は悪い。識別可能。手・足が多いと考え
られる。

SZ33 36.1 2.8 160.5 170.6 370.0 良好 頭部の縫合線が完全に開いている。35歳以下o800℃以上。骨
の変形有り。尺骨の先端。背骨の一部確認。 50

SZ35 0．8 0.8 良好 背骨1，点のみ出土。

SZ40 8.0 4.5 21.7 23.2 57.4 良好 指の第二関節。火力弱い火葬と見られる。頭部・内面の縫合
線の接合した可能性有り。頭部の劣化激しい。 50

SZ41 29.4 4.8 5.2 70.9 110.3 い 頭部縫合線は完全に開いているo35歳以下、榛骨先端を確認、 50
SZ42 0.1 0.1 い 小片のみ残す。劣化激しく、識別不可能。
SZ44 21.7 3.2 24.9 良好 小片のみ残す。手・足の指がわずかに確認出来る、

SZ45 10．5 10.5 良好 小片のみ残す。劣化激しいが骨の亀裂が確認出来る事から火
葬温度は800C以上であったと考えられる。

SZ46 24.3 14.0 38.3 良好 小片のみ残す。骨の変形は見られない800℃前後と考えられる、
SZ48 26.5 92.5 150.0 269.0 受好 800℃以上。骨の変形有り。前歯一‘点。 50
SZ53 0.9 0.9 い臣凶 小片のみ残す。状態悪く、識別不可能。

SZ54 45.8 66.3 112.1 良好 手・足の大きな部位が確認出来る。骨の変形・亀裂が見られ
ない事から、土葬の可能'性を残す。

SZ55 35.1 2.2 56.6 106.2 200.1 良好
頭部内外面に縫合線が開いている。35歳以下。頭部の形成具
合から女性である可能性が考えられる。800℃以上。骨の変形
有り。肋骨・かかとの骨確認。

SZ57 42.0 39.3 81.3 良好 土葬の可能'性が高いと考えられる。手・足のみの出十、
SZ61 3.2 3.2 い 小片のみ残す。劣化激しく、識別不可能｡
SZ64 4.7 4.7 悪い 小片●のみ残す。劣化激しく、識別不可能。

SZ68 35.3 41.2 76.5 良好 小片のみ残す。骨の変形なしo800℃以下であろうと考えられ
る ○

SZ69 3.5 3.5 い 小片のみ残す。劣化激しく、識別不可能。
SZ73 4.6 60.4 9.1 74.1 良好 800℃以上。骨の変形有りo35歳以上。緋骨先端の一部を確課し 50
SZ75 32.7 0.4 19.2 28.6 80.9 い 頭部縫合線は完全に開いているn35歳以下。前歯有り、
SZ76 7.8 7.8 い 小片のみ残す。劣化激しく、識別不可能。
SZ78 1.5 17.2 28.1 46.8 い 小片のみ残す。劣化激しく、識別不可能、前歯有りハ

SZ88 48.9 0.7 25．2 103.5 178.3 良好

頭部縫合線の内面は接合開始の兆候有り。顎のあたりの部位
を多く残す。前歯有り手・足が多い。骨の変形なしo800℃
以上での火葬か？足の指先を多く残す。火葬でその部位は残
るのか土葬の．可能性を捨てきれない。

50

SZ91 21.4 34.7 56.1 良好 肯の状態きわめて良好。土葬の可能性が考えられる。手・足
のみが確認。

SD03 5.7 5.7 良好
ア
ー

小片のみ残す。亀裂有りn800C以_上と考えられろへ

SX05 2.7 2.7 い 小片のみ残す。手か足の指であると考えられる。
焼かれた可能性有り。

800C前後で

その他
SZ02

SZ97

SZ99

55．5 55.5 良好
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製品および石核、剥片の出土総数は64点に留まり、土器に較べると断然少ないが、主な特徴として

次の3点が挙げられる。

まず、第1点は、打製石斧の占める割合が多いことである。石製品とみなされる46点のうち43％の

20‘点が打製石斧である。製作にあたっては、素材となる剥片は横長剥片や縦長剥片など様々である

が、どれもその周囲に粗い調整を施して形状を整えたに留まっている。これらの表面は風化が進行

し、多くを折損するという状況の中で、刃部が残存する14‘点のうち、7点に使用によると思われる磨

痕が認められる。この刃部使用痕や形態的に刃幅が狭い短冊型のものが半数以上を占めること、さら

に遺跡が高位段丘状に立地することなどから、この地における根茎類の採集による生活をうかがうこ

とができる。また、ホルンフェルスや泥岩などのフレイクが認められることから、打製石斧の製作も

この遺跡で行われていたと想定される。

第2,点めの特徴として、石庖丁3，点と打製穂摘具1点が出土していることに注目される。これらは

一般に収穫具とされるが、この3点に対して顕微鏡観察を実施したところ、石庖丁の1点にコーング

ロスが確認され、実際にイネ科植物の収穫具として使用した可能性が大になった。

第3,点めは、9種という多種の石材の性質を活用し、それらを器種によって使い分けていることで

ある。在地色の強いチャートの石核およびフレイクの存在は剥片石器の製作を物語るものであり、実

際に石鎌等の剥片石器にも用いられている。石英のフレイクも剥片石器に用いられたものであろう。

また、ホルンフェルスや泥岩は、打製石斧や打製穂摘み具など比較的大型の剥片石器に限定されてい

る。五輪塔の石材に用いられた花闇岩は、敵打による加工・整形に適し、しかも見映えするという特

J性を有するものである。ホルンフェルスや泥岩、花商岩は可児川上流から運ばれたものと思われる。

これらのほかに、搬入品としてサヌカイトと下呂石のフレイクが認められ、勾玉や管玉に使用され

たヒスイや緑色凝灰岩がもたらされていることから、関西地方から北陸地方にかけての広い交易をう

かがうことができる。



遺構一覧表

遺物観察表
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表8金ヶ崎遺跡方形周溝墓・古墳一覧表

表9金ヶ崎遺跡竪穴住居跡一覧表

遺構名 グリッド 墳丘

形状 規模(m)

周溝

幅

(、）
最大
最小

鑑
岬
壷
剥

埋葬施設

番号 形態
掘り方
模
叩
規
く

棺の規模

(m)
主軸

時期 備考 挿図 図版

SXO1 08 前方後方形

前方

12.0×（7.7）
後方
(20.5)×20.0

2.0

1.4

0.15

0.05
弥生末～
古墳初頭

76

77

12

14

SXO2 H24 方形 18.7×17．2
4.7

1.7

0.3

0.06
1 割竹型木棺 1.8 不明×1.1 不明

弥生未～
古墳初頭

79

80

12

14

SXO3 F28 方形 11.0×11．6
2.6

1.4

0.7

0.1
1 舟底状木棺 3.5×1．7 N－29o－E

弥生末～
古墳初頭

２
３
４

８
８
８

２
５
１
１

SXO4
誤認

SXO5 H32 方形 8.9×9．8
3.5

1.9

0.5

0.1
1 舟底状木棺 2.4×0．9 N-30

◎

E
弥生末～
古墳初頭

SD15、SK19
を伴う

８
９
０
１

８
８
９
９

３
７
８

１
１
１

SXO6 方形？ 弥生末～
古墳初頭

一部検出。SX
03より新しい。

SXO7 方形？ 弥生末～
古墳初頭

一部検出。SX
03より新しい。

SXO8
調査区外。

SXO9 N16 方形 9.9×10．4
4

1

８
４
0.4

0.05
2 2.9×1．0 N-15.-W

弥生未～
古墳初頭

周溝内に土坑墓を

伴う｡追葬である。
94

95

13

19

SX10 J16 円形 径13.0
７
２
５
４
0.5

0.1 5世紀後半 103
13

20

SX11 K12 長方形 10.3×7．8
4

1

1

7

0.2

0.03
弥生未～

古墳初頭
97
13

20

SX12 129 方形 7.6×6．4
２
０
６
９
0．8

0．3
弥生末～

古墳初頭
98
13

21

SX13 K22 方形 7.1×不明
1

0

５
８
0.07

0.03
弥生末～

古墳初頭
100 21

SX14 方形？ 一部検出。

SX15 G18 方形？ 4.7×不明
4.8

0.7

0.4

0．04
弥生未～

古墳初頭
100 22

遺構名 グリッド 形態 長軸×短軸×深さ
(m)

面積
(㎡）

主軸 周溝 地床炉 時期 備考 挿図 図版

SBO1 P12 隅丸方形 4.0×3．8×0．2 N-30
◎

E ？
● 弥生未～古墳初頭 12 3

SBO2 P13 隅丸方形 4.2×不明×0.4 N－16。一 E ○ ○ 弥生未～古墳初頭 14 3

SBO6 P15 隅丸方形 不明×不明×0.2 N-不明 ？
巳 弥生末～古墳初頭 SXO9下 16 4

SBO7 133 隅丸方形 3.3×不明×0.2 N-64.-W △ 3世紀？ 31 4

SBO8 J31 隅丸方形 4.3×3．1×0．3 N-35.-W ○ 7世紀後半 竃 35 5

SBO9 K30 隅丸方形 不明×不明×0.2 N-40.-W ○ 7世紀後半 焼土 37 5

SB10 K29 隅丸方形 4.2×不明×0.2 N-47○一W ○ 7世紀後半 38 6

SB11 K28 隅丸方形 3.6×不明×0.2 N-48.-W 7世紀後半 41 6

SB12A L29 隅丸方形 不明×不明×0.4 N-26。－W ○ 7世紀後半 42 6

SBl2B L28 隅丸方形 不明×不明×0．3 N－29
◎

E ○ 7世紀後半 竃 42 6

SB13A L27 隅丸方形 不明 N-不明 ○ 7世紀後半 45
６
７

SBl3B L27 隅丸方形 不明 N-不明 ○ 7世紀後半 45
６
７

SB13C L28 隅丸方形 4.4×不明×0.6 N-52o-W ○ 7世紀後半 竃 45
６
７

SB14A K34 隅丸方形 5.2×不明×0.2 N－36o－W ○ 7世紀後半 竃 46 7

SBl4B K34 隅丸方形 不明×不明×0.2 N-36.-W ○ 7世紀後半 竃 48 7

SB15 K23 隅丸方形 3.2×3．2×0．2 N-不明 弥生末～古墳初頭 24 10

SB16A 123 隅丸方形 4.3×4.1×0．5 N-55.-W ○ 弥生末～古墳初頭 SXO2下.古 25 11
SB16B 123 隅丸方形 3.0×2．8×0．4 N-55.-W ○ ○ 弥生末～古墳初頭 SXO2下.新 25 11
SB18 M19 隅丸方形 不明×不明×0．2 N-不明 ？

■ 弥生末～古墳初頭 SD21A下 28 11

SB19 N19 隅丸方形 3.8×3．6×0．1 N-87
O

E ○ 7世紀後半 58 10

SB20 018 方形 不明×不明×0.1 N-78
◎

E 7世紀後半 60 10
SB21 Pl8 隅丸方形 不明×不明×0．2 N-52.-W ○ 7世紀後半 竃 62 10
SB22 128 隅丸方形 3.6×不明×0.2 N-43.-W ○ 7世紀後半 竃 50 10
SB23 L11 隅丸方形 3.6×不明×不明 N-49o-E ○ ○ 弥生末～古墳初頭 SX11下 18 11
SB24 L27 隅丸方形 不明×不明×0.1 N-47○一W 7世紀後半 竃 52 11

SB25A L26 隅丸方形 不明×不明×0.2 N－24o－W 7世紀後半 52 11
SB25B L26 隅丸方形 不明 N-61

◎

W 7世紀後半 52 11
SB27 G27 隅丸方形 2.8×不明×0.5 N-44.-W ○ ○ 弥生末～古墳初頭 SXO3下 52 11
SB28 08 隅丸方形 不明×不明×0.2 N-39.-W ○ ○ 弥生末～古墳初頭 SXO1下 20 11
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表10金ヶ崎遺跡掘立柱建物跡一覧表

表11金ヶ崎遺跡柵列一覧表

表12金ヶ崎遺跡溝一覧表

表13金ヶ崎遺跡土坑一覧表

遺構名 グリッド 柱間
(m)

軒
(m)

面積
(㎡）

主軸 時期 その他 備考 挿図 図版

SBO3 N12
梁1．9

桁1．8

2間3．9
3間5．7

22．2 N－75
◎

W
7世紀後半～
8世紀初頭

1間×3間

柱間梁1.2m

庇つき

桁2.3m

PO5、PO6、PO9、P

10、P21、P23、P25、

P33、P47、P146、P

147、P150、P154、P
175

67 3

SBO4 P12
梁1．4
桁1．4

2間2．8
3間3．9

10．9 N-60
◎

W
7世紀後半～
8世紀初頭

PO7、PO8、P18、P

19、P20、P26、P27、

P28、P35、P155、P
169

69 3

SBO5 013
南北1．65
東西1．65

３
３
３
３
間
間
２
２

10．9 N-52
O

W
7世紀後半～
8世紀初頭

P37，P38、P42，P

45,P49，P50、P51

P54，P85

70 4

SB17 M21
梁2．2
桁1．9

2間4．6
4間7．3

33.6 N－8
O

W 7世紀後半 北溝を伴う。

P66、P67、P68，P

69、P103、P104、P

105、P106，P107，P

114,P115，P178

64 9

SB26 G21
梁2．0

桁1．4

０
４
４
６
間
間
２
４

25.6 N-69-E 不明
北東に柵列を伴
つ ○

P88、P89、P130、P

131、P135，P140，P

163,P164，P165，P

166、P167、P168

SA03を伴う。

73 11

SB29 G30
南北1．3
東西1．7

1間1．3

1間1．7
2.2 N-86

◎

W 7世紀後半
南側に須恵器の

集中区を伴う。

P171

P174

、 P172 P173 54

55

遺構名 グリッド 主軸 柱間 時期 備考 挿図 図版

SAO1 L15 N－67
◎

W 3m(2.05m) P72，P73，P109、P110 71 23

SAO2 014 N－10o－E 2̂ (2.1m) P152、P156、P157 71 23

SAO3 H20 N－34
◎

W 3RII(2.4m)
P126，P134，P136，P141

SB26に伴う。
64

SAO4 J22 N－47
◎

W 2̂ (2.4m) P122，P124，P129 74

遺構名 グリッド 主軸 長軸×短軸×深さ(m) 出土遺物 時期 備考 挿図 図版

SD15 H30 N-35
○

E 9.8×3．6×0．3 弥生末～古墳初頭 104 23

SD16 132 不明 不明×1.1×0.2 不明 104 23

SD18 123 N-59-E 7.5×3．1×0．4 弥生末～古墳初頭 105 23

SD21A M19 N-82-E 6.0×0．6×0．2 7世紀後半 SB17に伴う。 29 10

SD21B M13 N－17
◎

W (3.2)×1.1×0.3 189 弥生未～古墳初頭 SD23に切られる。 106

SD22 N12 N－79o－E 32.5×1．1×0．4 弥生末～古墳初頭 SK40に切られる。 106

SD23 M13 N-33o-E 5.9×0．7×0．2 弥生未～古墳初頭 106

遺構名 グリッド 主軸 長軸×短軸×深さ(m) 出土遺物 時期 備考 挿図 区l}双

SKO6 N20 N-29-E 1.8×1.3×0．3 弥生末～古墳初頭 107

SK13 016 N-41-E 1.5×0．8×0．3 弥生未～古墳初頭 SX09同溝内にある。 107

SK14 122 N－66
。一W 1.4×0．6×0．1 弥生未～古墳初頭 SX02内にある。 105

SK16 J23 N-40-E 2.1×1．6×0．5 弥生末～古墳初頭 SX02内にある。 105

SK17 L21 N-48-E 2.2×0．9×0．2 190 "弥生末～古墳初頭 107

SK18 N21 不明 不明×0.5×0.3 弥生未～古墳初頭 107

SK23 N13 N-55-E 2.7×1．1×0．4 弥生末～古墳初頭 106

SK25 G19 N-37
◎

W 2.0×0．8×0.5 191 弥生未～古墳初頭 SX15に切られる。 108 24

SK28 F18 N－16
O

W 1.2×0．8×0．2 弥生末～古墳初頭 108 24

SK29 E19 N－27
O

W 0.8×0．4×0．1 弥生未～古墳初頭 108

SK30 E20 N-39-E 0．8×0．6×0．2 弥生未～古墳初頭 108

SK31 E20 不明 不明×0.5×0.1 弥生未～古墳初頭 108

SK32 E20 N-52-W 1.2×0．5×0．3 弥生末～古墳初頭 108 24

SK33 E20 不明 不明×0．4×0．2 弥生未～古墳初頭 108

SK35 N14 N－89
◎

W 1.4×1．3×0．2 弥生末～古墳初頭 106

SK36 N12 N-53-E 2.5×1．3×0．2 弥生末～古墳初頭 SK41に切られる。 106

SK37 N12 N-68-E 2.2×0．6×0．2 弥生末～古墳初頭 106

SK39 F18 N-33
◎

E 17．8×1．2×0．3 弥生末～古墳初頭 108

SK40 N12 N-75-E 0.8×0．7×0．4 弥生末～古墳初頭 106

SK41 N12 N-82-E 1.1×0．5×0．3 弥生未～古墳初頭 106

SK44 F23 不明 不明×0.6×0.3 弥生末～古墳初頭 107
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遺構名 グリッド

SZO1 126

SZO2 G25

SZO3 F24

SZO4 H26

SZ05 126

SZO6 J26

SZO7 J26

SZO8 J26

SZO9 J26

SZ10 J26

SZ11 J26

SZ12A J27

SZ12B J26

SZ13 J26

SZ14A 127

SZ14B 127

SZ15 J26

SZ16 J26

SZ17 E28

SZ18 D28

SZ19 E28

SZ20 E27

SZ21 E26

SZ22 F26

SZ23 F26

SZ24 F29

SZ25 E28

SZ26 F29

SZ27A F30

SZ27B F30

SZ28 G30

SZ29 H29

SZ30 H28

SZ31 H29

SZ32 129

SZ33 H28

SZ34 H28

SZ35 H28

SZ36 H28

SZ37 128

SZ38 128

SZ39 H28

SZ40 H29

SZ41 G30

SZ42 G27

SZ43 H27

SZ44 G29

SZ45 F27

SZ46 F28

SZ47 H27

SZ48 H27

SZ49 H28

SZ50 H28

SZ51 H28

SZ52 H28

SZ53 H27

SZ54 M18

SZ55 H27

SZ56 H27

SZ57 G27

SZ58 H27

SZ59 H27

主軸

N-5-E

N－8
◎

W

N-295'-E

N-39
O

E

N-90-E

N-10-E

N-46
O

W

N-265'-W

N-22
。

一 E

N-23o-E

N-29-E

不明

N－21
◎

E

N-38-E

N-14-E

N-82-E

N-27
○

一 E

N-82
◎

E

N-49
◎

E

N-20-E

N-525'-W

N-435'-E

N－19
◎

E

不明

不明

N-40-E

N-41
O

W

N－15
O

W

N-41-E

不明

N－0

N-47-E

N-85
O

W

N－5
O

W

不明

N－13
◎

E

N－10
◎

W

N-85
O

W

N-19-E

N-69-E

N－2
◎

E

N－21
◎

E

不明
N-20

◎

W

N-21
◎

W

N-21
○

W

不明
N-24

◎

E

N－30o－E

N-26
◎

E

N-29-E

N-8-E

N-8-E

N－13
◎

E

不明
N－41

◎

W

N－19
◎

W

不明

不明
N-34-E

N－47
◎

E

N-32
◎

E

表14金ヶ崎遺跡中近世墓一覧表（1）

上面規模(m)
長軸×短軸×深さ

下面規模(m)
長軸×短軸

形式 人骨 炭化物 出土遺物 備考 挿図 図版

0.78×0．69×0．24 0.63×0．48 集I－A－2 ○ ○ 111
075×0．54×0．06 0.69×043 集I－A－2 ○ ○ 111
0 42×0．09 0.78×040 集Ⅱ－A－2 115
117×0．75×0．15 0.87×045 土坑I－D ○ ○ 192 124 ．
090×0．69×012 0．66×048 集I－A－2 ○ 111 ．
081×0．60×033 0.27×045 集I－A－2 ○ 111 I
078×0．63×015 0.54×(036） 集I－A－2 ○ 111
114×0．82×018 0.87×0．66 集I－A－2 ○ ○ 111

1.26×(0.75)×0.21 1.11×0．60 木棺がある土坑 ○ 313～318
SZ13を切
る。

125

0.66×0．42×0．24 0.36×0.21 集Ⅱ-A－2 ○ 115
1.11×0．66×0．21 0．96×0．36 集Ⅱ－A－2 ○ 115 24

集Ⅱ－A－2 SZ12Bに

切られる。 115

1.08×0．69×0．18 0.93×0．51 集I－A－2 ○ ○
SZ12Aを

切る。 111

1.17×(0.60)×(不明） 1.05×(0.48） 集Ⅱ－A－2 SZO9に切
られる。

115

(0.90)×0.48×0.15 0.69×0．36 集Ⅱ－A－2 ○
SZ14Bに

切られる。 115

0．66×0．51×0．06 0．51×0．36 集I－A－2 ○
SZ14Aを

切る。 111

0.72×0．45×0.34 0．48×0．30 集Ⅱ-A－2 115
0.84×051×0．15 060×042 集Ⅱ－A－2 319～322 116
0.93×088×0．09 084×060 集Ⅱ－A－2 ○ 116

0.72×(075)×0.18 072×051 集I－A－2 ○ ○ 323324 112
0．72×057×0．18 063×045 集Ⅱ－A－2 ○ 116
0.84×054×0．21 066×036 集Ⅱ－A－2 ○ 116

(0.93)×(0.60)×0．21 (0.81)×(0.45) 集Ⅱ－A－2 ○ 116

集Ⅱ－A－2 122

集I－A－2 ○ 112
1.14×0．96×0．21 0.99×0．72 集Ⅱ－A－2 193 116
1.02×0．69×0．51 0.81×0．45 集Ⅱ－A－2 116

(0.87)×0.54×0．18 (0.78)×0.45 集Ⅱ-A－2 117

1.17×0．99×0．18 0.96×0．75 集Ⅱ-A－2 194
SZ27Bに

切られる。 117

集Ⅱ-A－2 195325
SZ27Aを
切る。 122

0．99×0．66×0．27 0.84×0．60 集Ⅱ－A－2 117
1.20×0．69×0．12 1.14×0．57 集Ⅱ－A－2 ○ 117
0.93×0．84×0．21 0.69×0．42 集Ⅱ－A－2 117
0.72×0．57×0．15 0．63×0．45 集Ⅱ－A－2 117

集Ⅱ－A－2 ○ 196 122

1.20×0．69×0．24 0.72×0．42 集I－A－2 ○
197

326～331
SZ34を切
る。

112 24

(0.84)×0.45×0.15 (0.72)×0.33 集Ⅱ－A－2
SZ33に切
られ、SZ 117 24
35を切る。

(0.90)×0.60×0.21 (0.60)×0.39 集Ⅱ－A－2 ○ SZ34に切
られる。 117 24

1.14×0．90×0．66 0.87×0．54 集Ⅱ－A－2 123
0．99×0．63×0．15 0．90×0．48 集Ⅱ－A－2 118
0．72×0．48×0．21 0.39×(0.27） 集Ⅱ－A－2 118
1.17×0．72×0.18 1.08×0．57 集Ⅱ－A－1 114

集I－A－2 ○ 112
0．97×0．82×0．30 0.84×0．69 木棺がある土坑 ○ 332～340 125 24
1.15×0．75×0．09 1．05×0．39 土坑I－D ○ ○ 124 24

0.99×(0.72)×0．15 0．69×0．46 集Ⅱ－A－2 118

集Ⅱ－A－2 ○ 123
1.15×0．72×0．06 0.99×0．57 集I－A－2 ○ 112
1.05×1．02×0．27 0.69×0．64 集I－A－2 ○ 112

0.87×0．60×0．07 0．60×0．51 集Ⅱ－A－2 SZ48を切
る。 118

(1.29)×(0.69)×0.24 (0.69)×(0.48） 集I－A－2 ○
SZ47に切
られ、SZ 112
55を切る。

0.93×0．87×0．18 0．81×0．42 集Ⅱ－A－2 118
1.17×0．81×0．24 0.90×0．51 集Ⅱ－A－2 118
(1.05)×(0.90)×0．18 (0.93)×(0.54） 集Ⅱ－A－2 118

集Ⅱ－A－2 123
1.08×0．42×0．15 0.60×0．24 集Ⅱ－A－2 ○ 119
0.90×0．60×0．21 0.72×0.48 士坑Ⅱ－A ○ 125 25

土坑I－C ○ SZ48に切
られる。

124 25

不明 125 25
0．87×0．57×0．18 0.72×0．42 土坑Ⅱ－B－2 ○ 125 25
0.96×0．51×0．15 0．84×0．39 集Ⅱ－A－2 119
1．11×0．48×0 集Ⅱ－A－2 119



遺構名 グリッド

SZ60 G29

SZ61 H30

SZ62 H30

SZ63 J29

SZ64 129

SZ65 130

SZ66 H31

SZ67 017

SZ68 J28

SZ69 128

SZ70 F31

SZ71 F31

SZ72 G31

SZ73 129

SZ74 G30

SZ75 G31

SZ76 G30

SZ77 G30

SZ78 G31

SZ79 G31

SZ80 G31

SZ81 G31

SZ82 G31

SZ83 F30

SZ84 F30

SZ85 F30

SZ86 G30

SZ87 G30

SZ88 G30

SZ89 H29

SZ91 J28

SZ92 H31

SZ93 127

SZ94 127

SZ95 J28

SZ96 J28

SZ97 J28

SZ99 127

SZ100 J26

SZ101 G28

SZ102 F28

SZ103 F28

SZ104 F29

SZ105 H25

SZ106 G32

SZ107 G32

SZ108 126

SZ109 126

SZ110A J26

SZ110B J26

SZ111 Kl8

遺物

番号

出土地点

(遺構）

433 包含層

434 包含層

主軸

N－22
◎

E

N-85'-E

N-46
○

W

N-37
O

E

不明

N-46
O

E

N－7
O

E

不明

N-38
O

E

N-43
◎

E

N－2o－E

N-54U-E

N-47o-E

N-41-E

N-56
○

E

N-32
◎

E

N－7U－E

N－39U－E

N-33
O

E

N－12
◎

W

N-32o-E

不明

不明

N－74
◎

E

N－41o－E

N－44U－E

N-27
O

W

N-47U-E

N-28
O

E

N-9-E

N-22-E

N－21
○

W

N-36U-E

N-33U-E

N-95'-E

N-50
○

E

N-33

N-22
O

E

N-72
O

W

N-26-E

N－15
◎

W

N－2o－E

N－14
◎

W

N-80
O

W

N-40
○

W

N-35
◎

W

N－32U－E

N-88
◎

E

N－5
◎

W

不明

N-23-E

層位 種類

火輪

火輪

表15金ヶ崎遺跡中近世墓一覧表（

上面規模(m)長軸×短 下面規模(m)長 形式 人骨
軸×深さ 軸×短軸

1.11×0．57×0．16 0.90×0．48 集Ⅱ－A－2

0.75×0．48×0．15 0.66×0．39 土坑Ⅱ－A ○

0.63×0．60×0．15 (0.54)×0.36 集Ⅱ－A－2

0.84×0．72×0．27 0.63×0．54 集Ⅱ-A－2

集Ⅱ-A－2 ○

0.69×(0.48)×0．12 0．54×0．39 集Ⅱ-A－2

0.90×0．60×0．15 0.75×0．51 集Ⅱ-A－2

集Ⅱ－A－2

1.23×0．75×0．24 0.94×0.66 集Ⅱ-A－2 ○

0．84×0．48×0．18 0．72×0．42 集Ⅱ－A－2 ○

093×061×015 075×043 集Ⅱ－A－2
102×064×013 090×045 集Ⅱ－A－2
126×088×024 096×069 集Ⅱ－A－1

090×063×015 075×051 集Ⅱ－A－2 ○

0.93×0．64×0．16 0.75×0．48 集Ⅱ－A－2

(1.11)×0.75×0.15 0.90×0．63 集Ⅱ-A－2 ○

0．81×0．72×0．18 0．63×0．54 木棺がある土坑 ○

048×042×012 033×030 集Ⅱ－A－2

123×078×015 096×069 集Ⅱ－A－2 ○

072×048×021 054×033 集Ⅱ－A－2

126×069×024 099×051 集Ⅱ－A－2

集Ⅱ－A－2

集Ⅱ－A－2

(0.81)×0.75×0.24 (0.66)×0.33 集Ⅱ－A－2

(0.78)×0.45×0.12 (0.63)×0.39 集Ⅱ－A－2

(0.75)×(0.63)×0.15 (0.60)×(0.54) 集Ⅱ－A－2

0．69×0．54×0．30 0．54×0．33 集Ⅱ－A－2

(0.90)×0.66×0.30 0.57×0．39 集Ⅱ－A－2

0.87×0．57×0．10 0．82×0．51 集Ⅱ一A－2 ○

1．11×0．60×0．33 0.75×0．30 集Ⅱ－A－1

0.87×0．45×0．21 0．75×0．45 集Ⅱ－A－2 ○

084×0．51×0．15 0．72×0．36 集Ⅱ－A－2

057×0．39×0．12 0.48×0．30 集Ⅱ－A－2

159×0．96×0.30 1.20×0．57 集Ⅱ-A－1

162×093×018 1.35×066 集Ⅱ－A－2

120×081×027 045×042 集Ⅱ－A－2

115×090×010 093×066 集Ⅱ－A－2 ○

081×060×015 054×036 土坑Ⅱ－， ○

084×036×012 066×042 集Ⅱ－A－2

101×060×012 068×042 土坑Ⅱ－，

069×048×012 063×033 集Ⅱ－A－2

102×057×018 063×045 士坑Ⅱ－，

(1.47)×0.75×0.12 (1.35)×0．48 集Ⅱ－A－2

0.66×0．45×0．12 0.36×0．27 集Ⅱ－A－2

1.05×0．87×0．18 0.72×0．57 集Ⅱ－A－2

1.05×0．72×0．15 0．87×0．57 土坑Ⅱ－，

集Ⅱ－A－1

1.35×0．72×0．15 1.08×0．45 集Ⅱ－A－1

(1.35)×1.20×0.18 (1.14)×0.99 集Ⅱ－A－2

集Ⅱ－A－2

0.75×0．48×0．18 0.30×0．45 集Ⅱ－A－2

表16金ヶ崎遺跡五輪塔一覧表

石材

全高(mm)

花商岩 166.0

花闇岩 134.0

全高一軒

厚(中央）

(mm)

120.0

97.7

軒厚

(中央）

(mm)

46.0

36.3

軒厚(角）

(mm)

52.5

59.1

法量

ほぞ穴

深さ

(mm)

17．0

26.8

構一覧表・遺物観察表 209

炭化物 出土遺物

198～200

201～206

207～210

341342

343～354

○

○

○

○少量

○少量

211212

笠上部幅 ほぞ上部

(mm) 径(mm)

99.7 60.5

101.5 64.0

備考

テラス

0．54×0．27

SZ75を切
る。

SZ74に切
られる。

SZ85を切
る。

SZ84に切
られる。

SZ30の下
にあるため

平面図上は
見えない所
がある

テラス

テラス

SIO1

石のみ。

SIO2

SIO3

SZ110Bに

切られる。

SZ110Aを

切る。

SIO4

テラス

軒(上）

径(mm)

229.5

228.5

軒(下）

径(mm)

224.5

223.5

挿図 図版

119

125

119

119

119

119

119

123 25

113

119

119

119

114

113

120

120

125 25

123

120

120

120

123

123 25

120

120

123

123

120

113 25

114

121

120

121

114 25

121

121

113

124

121

124

121

124

121

122

122

124

114

114

122

122

122

挿図 図版

144 47

144 47



表1

遺構名 グリッド 出土遺物 備考 挿図 図版

PO1 M11

PO5 011 SBO3 67 3

PO6 011 SB03 67 3

PO7 P12 SBO4 69 3

P08 012 SB04 69 3

PO9 012 SBO3 67 3

P10 012 SBO3 67 3

P15 012

P18 012 SBO4 69 3

P19 P12 SBO4 69 3

P20 P13 SBO4 69 3

P21 N11 SBO3 67 3

P23 N12 SBO3 67 3

P25 N12 SBO3 67 3

P26 012 SBO4 69 3

P27 P12 SBO4 69 3

P28 P12 SBO4 69 3

P29 P13

P31 P12

P32 N11

P33 N12 SBO3 67 3

P35 P13 SBO4 69 3

P37 013 SBO5 70 4

P38 P13 SBO5 70 4

P42 013 SBO5 70 4

P43 013

P45 013 SBO5 70 4

P47 013 SBO3 67 3

P48 013

P49 013 SBO5 70 4

P50 013 SBO5 70 4

P51 013 SBO5 70 4

P54 014
SBO5

P55に切られる。
70 4

P55 014 P54を切る。

P56 M13

P57 M14

P58 Ml4

P59 M16

P60 M15

P61 J21 213

P66 M21 SB17 64 9

P67 M21 SB17 64 9

P68 M20 SB17 64 9

P69 M20 SB17 64 9

P70 L17

P71 118

P72 L15 SAO1 71 23

P73 K15 SAO1 71 23

P74 K15

P75 K16

P77 L13

P78 N11

P81 011

P84 014

P85 013 SBO5 70 4

P86 013

P88 G21 SB26 73 11

P89 H21 SB26 73 11

P91 122

P92 J22

P94 121

遺跡柱穴一覧表

遺構名 グリッド 出土遺物

P95 121

P96 J23

P97 J23

P99 124

P103 M22

P104 M21

P105 L21

P106 L20

P107 M21

P109 L15

P110 K15

P113 J12

P114 M20

P115 L20

P122 J22

P123 J21

P124 J22

P126 H20

P127 H20

P128 H20

P129 J22

P130 H20

P131 H21

P132 H21

P134 120

P135 H21

P136 121

P137 121

P138 121

P139 121

P140 G20

P141 H20

P142 M12

P144 M12

P145 M13

P146 N12

P147 N12

P150 N12

P151 N12

P152 015

P154 N12

P155 P12

P156 014

P157 014

P158 014

P163 G20

P164 G21

P165 G21

P166 G21

P167 G21

P168 G21

P169 P12

P170 P12

P171 H29

Pl72 G29

P173 G30

P174 G30

P175 N11

P176 N11

P177 013

P178 M21

備考

SB17

SB17

SB17

SB17

SB17

SAO1

SAO1

SB17

SB17

SA04

SAO4

SAO3

SAO4

SB26

SB26

SAO3

SB26

SAO3

SB26

SAO3

SBO3

SB03

SBO3

SAO2

SBO3

SBO4

SAO2

SAO2

SB26

SB26

SB26

SB26

SB26

SB26

SBO4

SB29

SB29

SB29

SB29

SBO3

SB17

挿図

64

64

64

64

64

71

71

64

64

74

74

64

74

73

73

64

73

64

73

64

67

67

67

71

67

69

71

71

73

73

73

73

73

73

69

54

55

54

55

54

55

54

55

67

64

図版

9

9

9

9

9

23

23

9

9

11

11

11

11

3

3

3

23

3

3

23

23

11

11

11

11

11

11

3

3

9



遺物

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27-1

27-2

出土地点

(遺構）

SBO1

SBO1－

S

SBO1

SBO1－

S

SBO1－

S

SBO1－

S

SBO1－

S

SBO2

SBO2

SBO2

SBO2

SBO2

SBO6

SBO6－

N

SB23－

N

SB28

SB28

SB28

SB28

SB28

SB28

SB15－

S

SB16B

-NW

SB16B

－SW

SB16B

一SW

SBl6B

一NW

SB16B

-SE

SB16B

-SE

層位

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

02

01

01

01

02

地床炉

01

02

02

02

02

01

02

02

器種

高杯・脚部

高杯・脚部

高杯・脚部

く字喪

長頚壷

壷

壷(小）

高杯

高杯・脚部

鉢

台付饗

壷(小）

高杯

高杯

壷(小）

高杯

高杯

S字饗

壷

壷

壷

鉢

高杯

高杯

高杯

高杯・脚部

く字饗

く字喪

口径
(c､）

(16.0）

(9.0）

(20.5）

(7.0）

(27.4）

(9.0）

(180）

(23.3）

(22.5）

(19.0）

法量

器高
(c､）

(175）

(22.3）

(20.1）

(182）

底径
(c､）

(16.5）

(40）

(6.7）

(14.9）

12.8

4.0

最大幅
(c､）

(138）

(165）

7.8

(14.0）

胎土

やや粗(鐸を

多数含む
2mm以下の

石英、数個
見られる）

粗(最大6mm
の長石、2
mm以下の長

石、数個見
られる）

やや粗

やや粗(0.5

～1.5mm程の

チャート、

石英を多く
含む）

やや粗

密

密(0.5～1.5
mmの長石
チャート

石英を多く
含む）

やや粗（1mm
以下の長
石、多数含
む）

密

やや粗(0.5

～2mm程の

チャート、

長石、石英
を少量含む）

密(0.5mm以
下の長石
金雲母を少
量含む）

密(0.5mm以
下の長石
チャートを

少量含む）

密(1.5mm以

下の長石を

少量含む）

やや粗

密

密（1mm以下
の長石を少
量含む）

密(長石、赤
褐色粒を少
量含む）

やや粗(0．
5～1Ⅲ､の長

石、石英
チャートを

多く含む）

やや粗(2mm

大の長石数
個見られる）

密（1mm以下
の長石、石
英を少量含
む）

密(長石、チ
ヤート、少
量含む）

やや粗（2mm
大の長石数
個、篠を多
数含む）

密

やや粗

密(細かい長
石、赤褐色
粒を多く含
む）

密

やや粗（3mm

以下の長

石、石英
チャートを

多く含む）

やや粗（3mm

以下の長

石、石英
チャートを

多く含む）

焼成

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

調整

外面 内面

調整不明 調整不明

調整不明 調整不明

調整不明 調整不明

ナデ
ナデ、指頭

痕

調整不明 調整不明

ナデ 調整不明

ナデ 板ナデ

ミガキ、ナ

デ
調整不明

ミガキ
ナデ、しぼ

り痕

ナデ 調整不明

ナデ 指ナデ

調整不明 調整不明

ミガキ 調整不明

調整不明 調整不明

ナデ ナデ

調整不明 調整不明

調整不明 調整不明

頚部ハケ 頚部ハケ

調整不明 調整不明

ナデ ナデ

調整不明 調整不明

口縁部ナデ ナデ

調整不明 調整不明

ミガキ ナデ

ミガキ
ナデ、板ナ
デ

調整不明 調整不明

ナデ ナデ

ナデ、ハケ ナデ

遺構一覧表・遺物観察表

色調

外面

橿色

(5YR6//6）

燈色

(5YR7/8）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

明褐色

(7.5YR5/6）

浅黄橿色

(l0YR8/4）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

橿色
(5YR6/4）

橿色

(5YR6/8）

明赤褐色

(25YR5/6）

燈色

(5YR6/6）

燈色

(5YR6/6）

橿色

(5YR6/8）

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

橿色

(7.5YR7/6）

燈色

(5YR6/8）

橿色

(7.5YR7/6）

明赤褐色

(5YR5/6）

燈色

(5YR6/6）

橿色

(5YR6/8）

橿色

(7.5YR6/6）

橿色

(2.5YR7/8）

にぶい

黄橿色

(lOYR7/4）

明赤褐色

(25YR5/8）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

燈色

(5YR6/8）

明赤褐色

(5YR5/8）

内面

橿色

(2.5YR6/8）

橿色

(5YR7/8）

橿色

(5YR7/8）

明褐色

(7.5YR5/6）

灰色

(7.5Y6/1）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

檀色

(7.5YR7/6）

燈色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(5YR6/8）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(5YR6/8）

橿色

(5YR6/8）

にぶい

黄橿色

(lOYR7/4）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

黒褐色

(5YR3/l）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

橿色

(7.5YR6/6）

橿色

(7.5YR6/8）

にぶい

褐色

(7.5YR5/3）

橿色

(2.5YR7/8）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

明赤褐色

(2.5YR5/8）

橿色

(7.5YR7/6）

明赤褐色

(5YR5/6）

赤褐色

(5YR4/6）

断面

橿色

(5YR6/6）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

明褐色

(7.5YR5/6）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

橿色

(7.5YR7/6）

燈色

(7.5YR7/6）

燈色

(5YR7/6）

橿色

(5YR6/8）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

灰黄褐色

(lOYR5/2）

褐灰色

(l0YR4/1）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

浅黄橿色

(10YR8/4）

橿色

(5YR6/6）

灰色

(N5/0）

灰色

(7.5Y4/1）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(7.5YR6/8）

明赤褐色

(5YR5/6）

明黄褐色

(l0YR7/6）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

褐色

(7.5YR4/4）

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

明赤褐色

(5YR5/6）

明赤褐色

(5YR5/6）

残存状態

口縁

2/12

9/12

2/12

3/12

2/12

1.3/12

2/12

3/12

2.1/12

底部

6/12

以上

3/12

以下

完存

3/12

以上

6/12

以上

6/12

以上

6/12

以上

完存

完存

備考

(その他）

試掘トレンチ
3‐a

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳
初頭

2孔3組6穿
孔
弥生未～古墳
初頭

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳
初頭

赤彩有り
1孔2組
孔

◎

2穿

弥生末～古墳
初頭

弥生未～古墳
初頭

1孔3組3穿
孔
弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳
初頭

外面・炭化物
付着。
弥生末～古墳
初頭

弥生未～古墳
初頭

外面・炭化物
付着。
弥生末～古墳
初頭

内外面・炭化
物付着。口縁
部・沈線。
弥生末～古墳
初頭

1孔3組3穿
孔
弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳
初頭

炭化物付着
弥生末～古墳
初頭

内面・炭化物
付着。
弥生未～古墳
初頭

口縁部外面。
刺突。
弥生末～古墳
初頭

赤彩有り。横
線1条。束l｣突
列。

弥生末～古墳
初頭

弥生未～古墳
初頭

弥生未～古墳
初頭

外面・炭化物
付着。胴部・
横線10条。刺
突列。口唇
部・キザミ

弥生末～古墳
初頭

1孔3組3
穿孔。
弥生末～古墳
初頭

2孔2組4穿
孔

弥生末～古墳
初頭

2孔3組6穿
孔
弥生末～古墳
初頭

2孔2組4穿
孔
弥生末～古墳
初頭

外面・炭化物
付着。
弥生末～古墳
初頭

外面・炭化物
付着。
弥生末～古墳
初頭
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28
SB16B

－SW
02 台付姿 6.3

密(0.5～2

mmの長石
石英
チャートを

普通に含む）

普通 ナデ ナデ
明赤褐色

(2.5YR5/6）

明赤褐色

(2.5YR5/8）

にぶい

褐色

(7.5YR5/3）

6/12

以上

弥生末～古墳

初頭
26 30

29
SB16B

一NW
02

S字饗。

胴部

やや粗(0.5
～3mm程の

チャート、

石英、長石
を少量含む）

普通 ﾉ、ケ ナデ

にぶい

黄褐色

(l0YR5/3）

褐灰色

(l0YR6/1）

にぶい

黄橿色

(10YR7/3）

炭化物付着

弥生末～古墳

初頭

26

30
SB16B

－SW
02 パレス壷 (17.8） 密 普通 調整不明 調整不明

燈色

(5YR7/6）

橿色

(5YR7/6）

浅黄橿色

(10YR8/4）
3/12

赤彩有~り。口
縁部・擬凹線
4条◎横線6
条､列点文1
波状文4，横
線5条
殉〈生末
初頭

○
一 古壌

26 31

31-1
SB16B

－SW
02 パレス壷 14.7 (29.1）

やや粗（1mm

大の長石、

多数含む）

普通 調整不明 調整不明

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

橿色

(5YR6/8）

灰色

(7.5Y4/1）
12/12

赤彩有り？ロ
縁部・擬凹線
4条。胴部・
横線17条、波
状文3条、横
線13条◎
弥生未～古填
初頭

27 30

31-2
SB16B

－SW
02 パレス壷 (7.2）

やや粗（1mm

大の長石、

多数含む）

普通 ナデ 調整不明

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

橿色

(5YR6/8）

灰色

(7.5Y4/1）

3/12

以上

赤彩有り

弥生末～古墳

初頭

27 30

32-1
SBl6B

－SW
02 広口壷 (20.0） 密 普通

口縁部～胴

部ミガキ

ﾐガキ（ミガ

キ調整不明）

褐色

(7.5YR4/3）

灰褐色

(7.5YR4/2）

褐色

(7.5YR4/4）

3/12

以上

ロ縁部・擬凹

線2条。
弥生末～古墳
初頭

27 30

32-2
SB16B

－SW
02 広口壷 (8.6） 密 普通

底部ミガキ

胴部ナデ
ナデ

橿色

(7.5YR6/6）
黒褐色

(l0YR2/2）

燈色

(7.5YR6/6）
黒褐色

(7.5YR2/2）

暗褐色

(7.5YR3/3）

3/12

以上

弥生末～古墳

初頭
27 30

33
SB16B

－SW
02 壷(中） (15.0）

密(0.5mm以
下のチャー

ト、長石、
金雲母を少
量含む）

普通 調整不明 調整不明
明褐色

(7.5YR5/6）

橿色

(7.5YR6/6）

灰色

(7.5Y4/1）
1/12

弥生末～古墳

初頭
26

34-1
SB16B

－SW
02 広口壷 (14.6） (27.3） (21.2） 密 普通 ミガキ

口縁部～頚

部ミガキ、

胴部ナデ

橿色

(5YR6/6）

橿色
(5YR7/8）
黄灰色

(2.5Y4/1）

橿色
(5YR7/8）
灰白色

(l0YR8/2）

3/12
弥生末～古墳

初頭
27 30

34-2
SB16B

一SW
02 広口壷 (4.4） 密 普通 ミガキ 板ナデ

橿色

(5YR6/6）

橿色

(5YR7/8）
黄灰色
(2.5Y4/1）

橿色
(5YR7/8）

灰白色
(10YR8/2）

完存
弥生末～古墳

初頭
27 30

35-1
SB16B

-NW
02 長頚壷 (12.0）

密（3mm以下
の長石、石
英、赤褐色
粒を多く含
む）

普通 調整不明 ナデ

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

褐色

(7.5YR4/3）
1.5/12

口縁部・沈線

4条。
弥生末～古墳
初頭

27 31

35－2
SB16B

-SW
02 長頚壷

密(長石、石
英、チャー
ﾄ、赤褐色

粒を多く含
む）

普通 調整不明 ナデ

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

にぶい

燈色

(75YR7/4）

弥生末～古墳

初頭
27 31

36
SB18－

N
02 高杯・脚部 やや粗(篠、

多数含む）
普通 調整不明 調整不明

明褐色

(7.5YR5/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR6/6）
弥生末～古墳

初頭
28 30

37
SB18－

S
02 高杯

密(長石、石

英を少量含

む）

普通 ミガキ 調整不明
灰黄褐色

(l0YR4/2）

にぶい

黄褐色

(10YR4/3）

にぶい

黄褐色

(l0YR5/4）

弥生末～古墳

初頭
28 30

38 SBO7 01 壷・底部 3.6

やや粗（0.5

～1mmの長
石を多く含
む）

普通 ミガキ ナデ
燈色

(7.5YR6/6）

にぶい

黄褐色

(10YR5/4）

にぶい

黄褐色

(l0YR5/3）

完存
弥生末～古墳

初頭
32 27

39 SBO8 カマド 把手付き喪 (33.2） (28.1） 8．2 (36.6） やや粗 普通 ハケ
ハケ、指お
さえ

明褐灰色

(7.5YR7/2）

灰白色

(l0YR8/2）

灰白色

(l0YR8/2）
5/12 完存 36 27

40
SBO8－

N
02 喪

やや粗（0.5

～1mm程の

石英､長石、
チャートを

多く含む）

普通
胴部縦方向
の′、ケ

脚部横方向
のノ、ケ

にぶい

褐色

(7.5YR6/3）

浅黄燈色

(l0YR8/3）

浅黄橿色

(lOYR8/3）
3/12

内面・輪づみ

痕有り
36 27

41
SBO8－

N
01

須恵器

横瓶
密 良好 回転ナデ

回転ナデ、

指おさえ

灰白色

(25Y7/1）

灰白色

(N7/O）

灰白色

(2.5Y7/1）

外面・自然粕

有り

7世紀後半

36 26

42
SB10

P3
喪or甑

密（0.5～1

mmの長石、
石英を少量
含む）

普通
縦方向のハ
ケ

ナデ、指頭

痕

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

にぶい

黄檀色

(10YR7/2）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/2）

39 27

43 SB10 01
小型の椀

(手づくね）
(8.8） 4.6 4.4

密（1mm以下

の長石を少

量含む）

普通 ナデ ナデ

にぶい

褐色

(7.5YR5/4）

明黄褐色

(10YR7/6）

にぶい

褐色

(7.5YR5/3）

3/12
6/12

以上
39 27

44 SB10 02 杯蓋 (10.7） 2.9 (10.7）

密（1mm以下

の長石、わ

ずかに含む）

良好

天井部切り
離し後ナ

デ、蓋部回
転ナデ

回転ナデ
灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）
6/12 7世紀後半 39 28

45 SB10 01 杯蓋 (142） (2.9） (9.2） 密 良好

天井部回転
へラ肖りり、
口縁部恒I転
ナデ

回転ナデ
灰白色

(2.5Y7/1）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(2.5Y7/1）
4/12

3/12

以上
7世紀後半 39 28

46 SB10 01 杯蓋 (14.6） 2.7

密（0.2mm以

下の長石少

量含む）

良好
口縁部回転
ナデ

回転ナデ
灰白色

(2.5Y8/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(2.5Y8/2）

3/12

以下
7世紀後半 39

47 SB10 02 杯蓋 (9.8） (2.8）

密（1～2mm

以下の長石
が少量みら
れる）

良好

天井部回転
へラ削り、
口縁部回転
ナデ

回転ナデ
灰黄色

(2.5Y7/2）

灰色

(5Y6/1）

灰色

(5Y6/1）
6/12 7世紀末 39 27

48 SB10 01 杯蓋 (15.4）
密（0.5～1

mm程の長石

を少量含む）

良好

口縁部回転
ナデ、天井
部回転へラ
削り

回転ナデ
灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(25Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）
25/12

7世紀後半

(終わり）
39

49
SBlO－

N
02 杯身 (9.1） (3.0） (6.8） (11.6）

密（1mm以下

の長石が少

量みられる）

良好
底部回転へ

ラ切り
回転ナデ

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(25Y7/1）

灰白色

(2.5Y7/1）
6/12

6/12

以上
7世紀後半 39

50 SB10 02 杯身 9.2 3.5 6.9

密（1mm以下

の長石を少

量含む）

良好
底部回転ナ

デ、杯部回

転ナデ

回転ナデ
灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(5Y7/1）
12/12 完存

線刻。7世紀

後半
39 28

51 SBlO 01 高杯 (16.2） (11.8） (10.4）
密（0.5mmほ

どの長石を

少量含む）

良好

口縁部、脚
部回転ナ

デ、杯部回
転へラ削り

回転ナデ

身・灰色
(5Y5/l）
脚・灰白色
(5Y7/1）

身・灰白色
(5Y7/l）
脚・灰黄色
(25Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）
3/12

3/12

以上
7世紀後半 39 28

52 SB10 01 高杯・脚部 (10.3）

密（1mm程
の長石、チ
ャートを少
量含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(N7/O）

灰白色

(N7/0）

灰白色

(N7/O）

3/12

以下
7世紀後半 39 28

53 SBlO 02 裡鉢 (17.5） 12.5 11.6

密（1mm以

下の長石を

少量含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(5Y8/1）

灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(5Y7/1）
4/12 完存 7世紀後半 39 28



遺構一覧表・遺物観察表213

遺物

番号

出土地点

(遺構）

層位 器種 法量

口径
(c､）

器高
(c､）

径
ｊ
底
い

最大幅
(c､）

胎土 焼成 調整

外面 内面

色調

外面 内面 断面

残存状態

口縁 底部

備考

(その他）

挿図 図版

54 SB10 01 長頚壷 (7.9）

密（1mm以下
の操、少量
含む。3mm
大の長石が
見える。2
mm大の長石
数個含む）

良好
回転へラ削
り後、回転
ナデ

回転ナデ
灰色

(l0Y6/1）

灰色

(10Y6/1）

灰白色

(10Y7/1）

3/12

以上
7世紀後半 39

55
SB10－

N
02 横瓶 (13.9） 31．4

密（1mm以下
の長石を少

量含む）
良好
口縁部回転

ナデ、胴部
タタキ

口縁部回転
ナデ、胴部
当て具痕

灰色

(5Y5/1）

灰色

(5Y5/1）

灰色

(5Y5/1）
9.5/12 完存 7世紀後半 40 28

56 SB12A 02 饗or甑

やや粗（1mm

大の長石が
見られる

3mm以下の

石英、長石
多数含む）

普通
把手部縦方

向のハケ
ナデ

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

灰白色

(7.5YR8/2）
43 28

57 SB12A 02 杯蓋

密（1mm以下
の長石をわ
ずかに含む）

良好
天井部回転
へラ削り、蓋
部回転ナデ

調整不明
オリーブ灰

色

(2.5GY6/l）

明オリーブ

灰色

(2.5GY7/1）

明オリーブ

灰色
(2.5GY7/1）

7世紀後半 43 28

58 SB12B 02 喪or甑 密 普通
把手部指頭

痕
ナデ

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）
44

59
SB12B

－N
02 鉢 (20.2）

密(綴密な胎

土）
普通
横方向のナ

デ
ナデ

橿色

(5YR6/6）

橿色

(5YR6/6）

燈色

(5YR6/6）
1.3/12 44 28

60 SB12B 02 鉢 (15.4）

密(細かい長
石を普通に

含む）
普通
横方向のナ
デ

横方向のナ
デ

明赤褐色

(2.5YR5/6）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

橿色

(2.5YR6/8）
1.3/12

胴部・斜め縦

方向の暗文
44 28

61
SB12B

－S
02 饗 (21.0）

密(0.5～1.5

mm程のチャ
一卜、長石
石英、金雲
母を少量会
む）

普通
ハケ、口縁

部指ナデ
ハケ

にぶい

褐色

(7.5YR5/4）

褐色

(7.5YR4/3）

にぶい

褐色

(7.5YR5/4）

1.3/12 44 28

62
SB12B

-N
02 杯身 (11.2） 3．05 (5.9） (11.2）

密（2mm大の
長石、数個
見られる。
1mm以下の

長石、少量
含む）

良好

ヘラによる

切り離し

後、底部ナ
デ、杯部回
転ナデ

回転ナデ
灰色

(10Y6/1）

灰色

(l0Y6/1）

灰白色

(5Y7/1）
5/12

3/12

以上
7世紀後半 44 29

63
SBl3A

-N
02 饗 (13.0）

やや粗（1mm

程の長石
石英、チャ
一卜を普通

に含む）

普通

口縁部ナ

デ、頚部～

胴部ハケ

ハケ

に志きい

黄褐色
(10YR4/3）

にふ§い

黄褐色
(10YR4/3）

にふざい

黄褐色
(lOYR4/3）

1.5/12 46 29

64
SBl3A

-S
02 杯身 (10.4） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(2.5Y7/l）
2/12 7世紀末 46 29

65
SB13A

一S
02 杯身 (13.2） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰黄色

(2.5Y6/2）

にふ§い

黄褐色
(lOYR5/3）

に.ぷい

黄樗色
(l0YR6/4）

1/12

以下
7世紀後半 46

66
SB13A

－S
02 盤 (15.4）

密（1mm以下
の長石を少
量含む、1
mm以下の黒

雲母有り）

良好

高台回転ナ

デ、底部回

転へラ削り

回転ナデ
灰黄色

(2.5Y6/2）

灰オリーブ

色

(5Y6/2）

灰色

(5Y6/1）
2.5/12 7世紀後半 46 29

67
SB13C

－S
02 甑

密（2mm以下
の長石を少
量含む）

普通 ナデ 板ナデ
橿色

(5YR7/8）

橿色

(5YR6/8）

浅黄橿色

(lOYR8/4）

内外断面の一
部分、にぶい

赤橿色
(10R6/4）

47

68
SBl3C

－N
02 喪or甑

密(徴密な胎

土）
普通 ﾉ、ケ ナデ

褐灰色

(l0YR5/1）

灰黄色

(25Y7/2）
47

69
SBl3C

-S
02 喪or甑 密 普通

指ナデ、指

頭痕
ナデ

浅黄橿色

(l0YR8/3）

浅黄橿色

(l0YR8/3）

浅黄橿色

(l0YR8/3）
47

70
SB13C

-S
02 饗 (2L55）

やや粗（1mm

程の石英
長石を少量
含む）

普通 指ナデ 頚部ハケ

に.ぷい

黄褐色

(lOYR5/4）

褐色

(10YR4/4）

にさ§い

黄樗角
(l0YR7/4）

2/12 47 29

71
SBl3C

-S
02 喪 (160） 密 普通

口縁端部つ

まみあげ
ﾉ、ケ

に志ぎい

褐色

(7.5YR5/3）

に.ぷい

褐色
(7.5YR5/3）

にふ§い

橿色
(7.5YR6/4）

47

72
SB13C

一N
02 杯蓋 (7.0）

密（1mm以下
の長石が少
量みられる）

良好
回転ナデ、
天井部へラ
削り後ナデ

灰白色

(25Y7/1）

灰白色

(2.5Y7/1）

灰黄色

(2.5Y7/2）
3/12 7世紀後半 47 29

73
SB13C

-N
02 杯蓋 (10.2）

密（2mm以下

の長石をわ
ずかに含む）

良好

天井部回転
へラ肖11り、
口縁部回転
ナデ

回転ナデ
灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

(5Y7/1）
3/12

７
．

7世紀後半新
47

74
SB13C

－S
02 杯蓋 (11.2）

密(1.5mm以下
の長石を少

量含む）
良好
天井部回転
へラ削り、

口縁部ナデ
回転ナデ

灰白色

(25Y8/2）

灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(2.5Y8/2）
4/12 7世紀後半古 47 29

75
SB13C

－S
02 饗

密(0.1mm以
下の操を多
数含む）

良好
口縁部回転

ナデ
回転ナデ

灰色

(l0Y5/1）

灰色

(l0Y6/1）

灰白色

(2.5Y8/2）

1/12

以下

頚部・波状

文
7世紀後半～
8世紀初頭

47 29

76 SB14A 02 杯蓋 (14.8）

密(0.5～2
mm程の長石
を少量含む）

良好 調整不明 回転ナデ
褐灰色

(lOYR6/1）

褐灰色

(7.5YR5/1）

黄灰色

(2.5Y5/l）
9/12

外面・自然軸
付着。7世紀
末

49 29

77 SB14A カマド 高杯 (11.2） 3.6 (6.4） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(7.5Y8/1）

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）
1/12

6/12

以上
7世紀末 49 29

78 SB22
カマド

左
長胴喪

やや粗(長

石、石英
チャート

赤褐色粒を
多く含む）

普通 ハケ
ナデ、指頭

痕

に.ぶい

黄梧色
(l0YR6/3）

灰黄褐色

(10YR6/2）

い
色
ぶ
檀
に
黄

(lOYR6/4）

51

79
SB22

J28
m、 饗 (229）

密(3mm以下

の長石を少

量含む）

普通

口縁部ナ

デ、胴部ハ
ケ

ﾉ、ケ

にふさい

褐色

(7.5YR6/3）

に.ぷい

黄橿色
(l0YR7/3）

に.ぷい

黄橿色
(10YR7/3）

51

80 SB22
カマド

内埋士
喪 (13.0）

密(0.5～1
mmのチャー

ト、長石を
少垂含む）

普通
口縁部ナ

デ、頚部ナ
デ､胴部ハケ

板ナデ
灰黄褐色

(l0YR6/2）

黄灰色

(2.5Y4/1）

に.ぷい

褐色

(7.5YR5/4）
3/12 51 31

81
SB22－

S
02 杯蓋 (120） 3.6 (12.0）

密（1mm以下

の長石少垂
含む。3mm
以下の長石
3ケ見える）

良好

天井部へラ
切り後ナ

デ、口縁部
回転ナデ

回転ナデ
灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(5Y7/1）

灰色

(5Y8/6）
4/12

6/12

以上

線刻。7世紀

後半古
51 32

82 SB22
カマド

内埋土
杯蓋 17．1 3.7

密(0.5～2
mmの長石を

少量含む）
良好
天井部回転

へラ肖11り
ナデ

回転ナデ

灰黄色
(2．5Y7／2）
中JL、・灰白
色
(2．5Y7／1）

にふざい

黄樗角
(lOYR7/2）

12/12 完存
外面・自然袖

付着。7世紀
末

51 32

83
SB22－

S
02 高杯 6.9

密（1～3

mmの長石を

少量含む）
良好
杯部回転へ
ラ削り、脚
部回転ナデ

回転ナデ
灰白色

(25Y8/1）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

(2.5Y8/2）

6/12

以上
7世紀末 51 32

84
SB25A

-N
02 喪・胴部

密（lmm大の

長石、少量
含む）

良好 タタキ 当て具痕
灰褐色

(7.5YR4/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）
53 32

85 SB29 01 杯蓋 7.9 2.7 9.8

密（2mm以下
の長石数
個、1mm以
~下の長石少
量含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(N7/0）

灰白色

(7.5Y7/1）

浅黄色

(25Y7/3）
12/12 7世紀後半古 56 33



遺物

番号

出土地点

(遺構）

層位 器種 法量

口径
(c､）

器高
(c､）

底径
(c､）

最大幅
(c､）

胎土 焼成 調整

外面 内面

色調

外面 内面 断面

残存状態

口縁 底部

備考

(その他）

I

挿図 図版

86 SB29
01

1
杯蓋 (10.4） (34）

密（1mm以下

の長石を少

量含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ

暗オリーブ

色

(5Y4/4）

黄灰色

(2.5Y5/1）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

2.8/12
外面・自然紬

付着。7世紀

後半古

56 32

87 SB29 Ⅱ 杯身 11.6 4.75 4.2 11.6 密 不良 回転ナデ
回転ナデ、

底部指ナデ

灰白色

(2.5Y8/1）

灰白色

(2.5Y8/1）

灰白色

(5Y8/1）
10/12 完存 7世紀後半 56

88 SB29 Ⅱ 杯身 13.8 4.3 6.9

密(2mm以下

の長石が少

量みられる）

良好
回転へラ削

り後、回転
ナデ

回転ナデ
黄灰色

(2.5Y6/1）

灰黄色

(2.5Y7/2）

浅黄色

(2.5Y7/4）
7/12 完存 7世紀後半 56 33

89 SB29 Ⅱ
杯身

(有台杯）
(8.6） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

黄灰色

(2.5Y5/1）

黄灰色

(2.5Y5/1）

灰黄色

(2.5Y7/2）

3/12

以上

？
．

7世紀末
56

90 SB29 01 喪 (49.0）
密(0.5～1

mm程の長石

を少量含む）

良好

口縁部回転
ナデ、胴部
格子目ダダ
キ

口縁部～頚
部回転ナ

デ、脚部当
て具痕

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(N7/0）

灰黄色

(2.5Y7/2）
2/12

自然袖付着

7世紀
56 33

91 SB29 01 長頚壷 8.6

密（5mmの長
石が1ケ見
られる。1
mm以下の長
石多数）

良好 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(N7/O）

灰白色

(5Y7/2）

灰白色

(10Y7/1）
7/12 8世紀終わり 56 33

92 SB29 01 短頚壷 (8.4） 3.3

密(0.1mm以

下の長石、

少量含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
緑灰色

(5G6/1）

灰白色

(5Y7/2）
5/12 7世紀後半 56 32

93 SB29 01 短頚壷 (14.0） 密 良好
口縁部回転

ナデ、胴部
タタキ

口縁部回転

ナデ、胴部

当て具痕

にぶい

黄橿色

(10YR7/2）

にぶい

黄橿色

(10YR7/2）

にぶい

黄燈色

(10YR7/3）

2/12

外面・自然紬

付着

7世紀後半

56 33

94 SB29 01 ﾉ、ソウ (81） 9.15 4．5

密(0.5～1

mm程の長
石、石英を
少量含む）

良好 回転ナデ

口縁部～頚
部回転ナ
デ、頚部し
ぽり痕

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(2.5Y7/1）
完存 7世紀後半 56 33

95
SB19－

N
02 婆 (14.8） (16.5） (70） (16.3）

密(2mm大の

長石、少量

含む）

普通
口縁部横方

向のナデ
指ナデ

黄橿色

(7.5YR8/8）

黄橿色

(7.5YR8/8）

黄燈色

(7.5YR8/8）
6/12

6/12

以上
59 31

96
SB19－

N
02 喪 (20.6）

やや粗（1mm

程のチャー

卜、石英を
少量含む）

普通 ナデ ナデ

にぶい

黄橿色

(10YR7/3）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/3）

灰黄褐色

(10YR5/2）
1.3/12 59

97
SB19－

N
02 喪 (22.0） 密 普通

横方向のナ
デ

口縁部指頭

痕

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

にぶい

橿色

(75YR7/4）

1/12 59

98
SB19－

N
02

ミニチュア

土器
4．4 3.1 2.0 4.4

密(長石、石

英を少量含

む）

普通 指頭痕 指頭痕
浅黄燈色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

浅黄燈色

(7.5YR8/6）
4/12 59 31

99
SB19－

N
02 姿 (la8）

密(0.5mm以

下の長石を

少量含む）

普通 ナデ ナデ
明赤褐色

(2.5YR5/6）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

3/12

以下
59

100
SB19－

N
02 杯蓋 密 良好

天井部回転

ヘラ削り
回転ナデ

灰白色

(25Y7/1）

灰白色

(10YR7/1）

灰白色

(l0YR7/1）

つまみ

完形
7世紀後半 59

101
SB19－

S
02 杯身(台付） (15.4） (3.6） (11.9） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰色

(5Y5/1）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）
5/12

3/12

以上
7世紀末 59 31

102
SB19－

N
02 短頚壷 (15.6） (198）

密(0.2mm以

下の喋、多

数含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
緑灰色

(l0G6/1）

青灰色

(5BG6/1）

青灰色

(5BG6/l）

1/12

以下

内外･自然
袖・緑黒色
(lOGY2/1）
7世紀後半

59 31

103 SB20 Ⅱ 横瓶 (12.6）
密（1mm程の

長石を少量

含む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
灰色

(5Y4/1）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/3）

灰黄褐色

(lOYR6/2）
灰白色

(5Y7/1）

3/12

以下

内面・自然紬

付着。7世紀

後半？

61 31

104 SB21 カマド 甑
やや粗(長

石、石英を

少量含む）

普通 ハケ
ナデ、指ナ
デ

にぶい

黄褐色

(10YR5/3）

にぶい

黄褐色

(l0YR5/3）

にぶい

黄褐色

(l0YR5/3）

63

105
SB21－

N
02 長胴餐 (2415）

密(0.5mm以

下の長石
石英、金雲
母を少垂含
む）

普通 ハケ ナデ

にぶい

褐色

(7.5YR5/4）

に.ぷい

褐色

(7.5YR5/4）
橿色

(2.5YR6/6）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

煤付着 63 32

106 SB21 カマド 饗
やや粗(長

石、石英を

多く含む）

普通 ハケ
指ナデ、指

頭痕

にぶい

黄橿色

(lOYR6/4）

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

1.3/12 63

107
SB21－

N
02 短頚壷 (9.4） (10.1）

密(0.5mm以

下の長石を

少量含む）

良好

口縁部回転
ナデ、胴部
回転へラ削
り

回転ナデ。
灰黄色

(2.5Y6/2）

暗灰黄色
(2.5Y4/2）
灰黄色
(2.5Y6/2）

灰黄色

(25Y6/2）
1.5/12

3/12

以上

内外面・自然

粕付着。7世

紀後半

63 31

108
SB17

P105
02

長胴饗。

胴部

やや祖（1mm
程のチ
卜、長

ヤー

石、
石英、今雲
母を多く含
む）

普通 ハケ ナデ
浅黄燈色

(l0YR7/3）

にぶい

褐色

(7.5YR5/4）

にぶい

黄橿色

(lOYR7/3）

65 31

109
SBO3

P10
02 杯蓋 (16.5）

密（2mm以下
の長石が少
董みられる）

良好
回転へラ肖'1
り、回転ナ
デ

回転ナデ
灰白色

(l0YR7/l）

灰白色

(10YR7/1）

灰白色

(l0YR7/1）

3/12

以下

7世紀末～8

世紀初頭
68 27

110
SBO3

P21
01
盤(脚付き）

･脚部
粗 不良 調整不明 調整不明

灰白色

(2.5Y8/l）

灰白色

(2.5Y8/1）

灰白色

(2.5Y8/1）
7世紀後半 68 27

111 SXO1 02 高杯 密 普通 調整不明 調整不明
黒色

(l0YR2/1）

橿色

(7.5YR6/6）

橿色

(7.5YR6/6）
弥生末～古墳

初頭
68 34

112 SXO1 03 高杯・脚部 密 普通 調整不明 調整不明
浅黄橿色

(7.5YR8/6）

浅黄橿色

(lOYR8/4）

褐灰色

(l0YR5/l）
弥生末～古墳

初頭
68 34

113 SXOl
19

墳丘内
高杯 密(徴密な胎

土）
普通 調整不明 調整不明

明赤褐色

(5YR5/8）

明赤褐色

(5YR5/8）

燈色

(7.5YR6/6）

・
波
墳

口縁部内面
多条沈線、
綜文◎
弥生未～古
初頭

68 34

114
SXO2－

W
I 高杯・脚部 密 普通 ミガキ ナデ

明赤褐色

(5YR5/8）

橿色

(5YR6/8）

橿色

(5YR6/8）

I子L2組2穿
子L◎
労く生
初頭
末～古噛 81 35

115
SXO2

－E
Ⅱ 小型台付饗 (5.75） (14.0）

密(0．5mm以
下の長石、
石英をこし垂
含む）

普通 板ナデ、ナデ 板ナデ
明赤褐色

(25YR5/6）

褐色

(7.5YR4/3）

にふざい

褐色

(7.5YR5/4）

3/12

以上

胴部外面・炭
化物付看◎
釣く生末～古境
初頭

81 34

116

SXO2

（SDO2－

SW）
02 壷・底部 (2.0） やや粗 普通 胴部指頭痕 板ナデ

浅黄橿色

(l0YR8/4）

橿色

(7.5YR7/6）

浅黄燈色

(7.5YR8/6）

3/12

以上

弥生末～古墳

初頭
81

117

SXO2

(SDO2－
SW）

02 柳ケ坪型壷

密（1mm以
下の長石
石英、今雲
母を普通に
含む）

普通 調整不明 調整不明
橿色

(7.5YR6/6）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

口縁部内面。
くし状列点
弥生末～古墳
初頭

81 34

118

SXO2

(SDO2－
SW）

01 二重口縁壷 (20.0）

やや粗く1mm
程の長石
石英
チャートを

多く含む）

普通 調整不明 調整不明

にぶい

黄燈色

(10YR7/3）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/3）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/3）

1.5/12
弥生末～古墳

初頭
81 34

119

SXO3

(SDO3－

NE）

02 高杯 (29.8） (16.0）
密（2mm以下

の長石を少

量含む）

普通

ロ縁部横ミ
ガキ、杯部
縦ミガキ、
脚部縦断

口縁部横ミ
ガキ、杯部
縦ミガキ

Iご・S芸L，

檀色
<7．5YR7／4）
Iこ・毎＄くし、

檀色
(2．5YR6/4）

{こさごL，

黄橿色
<10YR7／4）
{こぶ筈t，

檀色
(7．5YR7／4）

lこ_ふざL，

橿色
(5YR7/4）
灰黄褐色
（10YR6/2）

5/12
3/12

以上

2孔3組6穿
子L◎

弥生未～古墳
初頭

85 34
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141

142

143

144

145

出土地点

(遺構）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－
NE）

SXO3－

SE

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NW）

SXO3

(SDO3－

SW）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

S）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3－

NE

SXO3－

NE

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3

(SDO3－

NE）

SXO3－

NE

SXO3－

SW

SXO3－

NE

SXO3－

NE

層位 器種

02 高杯

02 高杯

02 高杯

02 高杯

02 高杯

02 高杯

02 高杯・脚部

01 高杯・脚部

02 高杯・脚部

Ⅱ 高杯・脚部

02 高杯・脚部

03 高杯・脚部

02 高杯・脚部

Ⅲ 高杯・脚部

02 器台

02 台付饗

I 広口壷

Ⅱ 広口壷

02 壷

02 壷・底部

Ⅲ 長頚壷

02 壷

02 壷・底部

02 長頚壷

I 短頚壷

01

旧表土
高杯・脚部

01

旧表土
器台

01

旧表土
S字饗

口径
(c､）

(28.2）

(28.0）

(18.4）

(22.9）

(24.0）

(160）

(12.2）

(202）

(7.9）

(138）

(10.0）

(120）

(17.4）

(18.0）

法量

器高
(c､）

(21.5）

(17.6）

(16.0）

(16.6）

(15.5）

底径
(c､）

14.7

(11.3）

11.9

(11.6）

(13.6）

(141）

(8.5）

5.0

(1.4）

4．7

表22金

最大幅
(c､）

(123）

胎土

密

密(細かい長

石と 2mm

程のチャー

卜を少量含
む）

密（2mm以下
のチャー

卜、長石を

少量含む）

密

やや粗

密（1mm以下

の長石を少

量含む）

やや粗

密

密

密

密(0．5～1

mmの長石、

チャート、

石英、今璽
母を少垂含
む）

密

やや粗（2mm
以下のチャ
ート、長石

を少量含む）

やや粗（5mm
以下の長石

数個見られ
る）

密（1～3mm

程のチャー

ト、長石を
少量含む）

やや粗（1mm

以下の長

石、多数含
む）

密

やや粗（1mm

以下の長
石、多数含
む）

密（1mm以下

の長石、チ
ャートを少

量含む）

密（1mm以下
の長石、チ

ャートを少

量含む）

やや粗(燦
多数含む
3mm以下の

長石少垂含
む）

密（l～3mm
程のチャー

卜を少量含
む）

密（1～3mm

程のチャー

卜を少量含
む）

密（1mm程の
チャート

石英を少垂
含む）

密(0.5mm以

下の長石
石英を少量
含む）

密

密（l～3mm
のチャート

少垂と0.5mm

以下の長石
を含む）

やや粗（1mm

程の長石
石英、金雲
母を普通に
含む）

焼成

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

良好

良好

普通

普通

普通

良好

良好

普通

普通

普通

調整

外面

ミガキ

ミガキ

ミガキ

口縁部横ミ

ガキ、杯部
縦ミガキ、

脚部縦ミガ
キ、底近く
ノ、ケ

口縁部横ミ

ガキ、杯部
縦ミガキ、

脚部縦ミガ
キ、底近く
ﾉ、ケ

ミガキ

調整不明

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

調整不明

ミガキ

調整不明

杯部、脚部
ミガキ

調整不明

ナデ

ハケ

ミガキ

ミガキ

調整不明

ミガキ

ミガキ

ミガキ

調整不明

ミガキ

調整不明

頚部ハケ

胴部ハケ

内面

杯部ミガ

キ、脚部ナ
一●

フー

ミガキ

杯部ミガ

キ、脚部ナ
デ

口縁部横ミ

ガキ、杯部
縦ミガキ

脚部縦ミガ
キ、底近く
ﾉ、ケ

口縁部横ミ
ガキ、杯部
縦ミガキ

脚部縦ミガ
キ、底近く
ﾉ、ケ

杯部ミガ

キ、脚部ナ
デ

調整不明

(横）ミガキ

板ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

調整不明

杯部ミガ

キ、脚部ナ

デ

(指)ナデ

ハケ、ナデ

ﾉ、ケ

ミガキ

ミガキ

調整不明

ミガ､キ

ナデ

ミガキ

ナデ

調整不明

調整不明

頚部横方向

ハケ、胴部

指頭痕

外面

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

橿色

(7.5YR7/6）

明赤褐色

(2.5YR5/8）

明赤褐色

(5YR5/6）

明赤褐色

(5YR5/6）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

黄檀色

(10YR8/6）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR7/8）

にぶい

黄橿色

(lOYR6/4）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

橿色

(5YR6/6）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

燈色

(5YR6/8）

赤色

(10R4/8）

赤色

(l0R4/8）

明黄褐色

(l0YR7/6）

暗赤色

(lOR3/4）

浅黄橿色

(l0YR8/3）

燈色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

遺構一覧表・遺物観察表215

色調

内面

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

明赤褐色

(2.5YR5/8）

明赤褐色

(25YR5/8）

赤褐色

(25YR4/8）

明赤褐色

(25YR5/6）

明黄褐色

(lOYR7/6）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR7/8）

にぶい

黄橿色

(10YR6/4）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

褐色

(7.5YR5/3）

橿色

(5YR6/6）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

橿色

(5YR6/8）

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

赤褐色

(25YR4/6）

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

断面

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

灰黄褐色

(lOYR5/2）

橿色

(5YR7/8）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

燈色

(5YR6/6）

明黄褐色

(10YR7/6）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

にぶい

黄燈色

(10YR7/4）

灰色

(5Y5/1）
浅黄橿色
(7.5YR8/6）

橿色

(5YR6/8）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR7/8）

にぶい

黄橿色

(lOYR7/4）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

褐色

(7.5YR5/3）

橿色

(5YR7/8）

にぶい

燈色

(7.5YR6/4）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

橿色

(5YR6/6）

にぶい

黄橿色

(10YR6/4）

にぶい

黄橿色

(10YR6/4）

にぶい

黄橿色

(lOYR6/4）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

黄橿色

(10YR7/3）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

残存状態

口縁

6/12

3.5/12

1/12

2/12

3/12

9/12

4/12

3/12

9/12

3/12

2/12

5/12

5/12

底部

完存

3/12

以上

完存

3/12

以上

3/12

以下

6/12

以上

3/12

以上

完存

6/12

以上

備考

(その他）

2孔2組4穿

孔

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

2孔2組4穿

孔

豹く生末～古墳
初頭

2孔2組4穿
孔

釣《生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

1孔3組3穿
孔

弥§生末～古墳
初頭

2孔2組4穿

孔
釣;生末～古墳
初頭

2孔2組4穿

孔
弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

l孔3組3穿
孔

弥ﾐ生末～古墳
初頭

l孔3組3穿
孔

弥§生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

口縁部・擬凹
線3条。

弥生末～古墳
初頭

口縁部・擬凹
線3条。
弥生末～古墳
初頭

口縁部・多条

沈線。
弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

多条沈線？

弥生末～古墳

初頭

赤彩有り。口

縁部・多条沈

線。胴部・横
線と刺突列。
弥生末～古墳
初頭

赤彩有り

弥生末～古墳

初頭

多条沈線5
条

駒；生末～古墳
初頭

赤彩有り。口
縁部・擬凹線

5条。
弥生未～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳

初頭

口縁剖3外面。
列点文
弥生末～古墳
初頭

挿図 図版

85 34

85 34

86 35

86 35

86 35

85

85 35

85 35

85 35

85

86

86

86

86 35

86 34

86 35

86

86 35

87 36

87 36

87 36

87 36

87 36

87

87

87

87 36

87 36



216

遺物

番号

146-1

146-2

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

出土地点

(遺構）

SXO3－

NE

SXO3－

NE

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－
NE）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5

(SDO5－

NW）

SXO5

(SDO5－
NW）

SXO5－

NW

SXO5

SXO5

SXO5

SXO9－

W

SXO9

(SDO9－

N）

SXO9

(SDO9－

S）

SXO9

(SDO9－

E）

SXO9

(SDO9－
E）

SXO9

(SDO9－
E）

SXO9

(SDO9－
N）

SXO9

(SDO9）

SXO9

(SDO9－
S）

SXO9

(SDO9－
W）

SXO9

(SDO9－
E）

層位 器種

01

旧表土
パレス壷

01 パレス壷。

旧表土 底部

02 高杯

02 高杯

Ⅱ 高杯

Ⅱ 高杯

Ⅱ 高杯・脚部

02 高杯・脚部

02 高杯・脚部

Ⅱ 高杯・脚部

02 高杯・脚部

01 く字喪

02 パレス壷

Ⅱ 壷

Ⅱ 壷

02 壷

主体部

下
小鉢

主体部

下
パレス壷

Ⅱ 高杯

01 高杯

03 高杯・脚部

01 高杯・脚部

01 高杯・脚部

02 高杯・脚部

01 高杯・脚部

02 台付喪

02 く字喪

02 広口壷

02 パレス壷

口径
(c､）

(17.9）

(300）

(13.0）

(17.6）

(22.0）

10．2

(15.5）

法量

器高
(c､）

6.2

底径
(c､）

6.4

(137）

(8.4）

(4.6）

2.5

最大幅
(c､）

胎土

密

密

密（1mm程の
チャート

長石､石英
泥岩を多く
含む）

やや粗

密

密（1mm以下
のチャー

ト、石英、
長石を少量

含む）

やや粗（1mm

以下の長
石、多数含
む）

やや粗

やや粗（2mm

以下の長
石、数個見

られる。操
を多数含む）

密（1mm程の
チャートを

少量含む）

密

やや粗

やや粗(2mm

以下の長石

を少量含む）

粗

やや粗（1mm

以下の長石

を少量含む）

密(2mm以下

の長石を少

量含む）

密(0.5～1

mmの長石
石英を多く
含む）

密(0.5～1

m､の長石
石英、泥岩
を少垂含む）

密（1mm以下
の長石、石
英、金雲母
を少量含む）

やや粗（l～

3mmの長

石、少量含
む）

密

密

密

密

密

粗

やや粗（2mm
以下の長
石、石英
少量含む）

密

密(徴密な胎
土）

焼成 調整

外面 内面

普通 調整不明 口縁部ミガキ

普通 調整不明 調整不明

普通 ミガキ ミガキ

普通 調整不明 調整不明

普通 ナデ ナデ

普通 ナデ ナデ

普通 調整不明 調整不明

普通 ミガキ ナデ

普通 ミガキ ナデ

普通 ミガキ ナデ

普通 ミガキ ナデ

普通 ナデ ハケ

普通 調整不明 調整不明

普通 調整不明 指頭痕

普通 調整不明 調整不明

普通 調整不明 調整不明

普通 ハケ、ミガキ ミガキ

普通 ナデ 調整不明

普通 調整不明 ミガキ

普通 調整不明 ミガキ

良好 ミガキ しぼり痕

普通 ミガキ ナデ

普通 調整不明 ナデ

普通 調整不明 ナデ

普通 ミガキ ナデ

普通 調整不明 調整不明

普通 ナデ、ノ、ケ ハケ

普通 ミガキ ナデ

普通 調整不明 調整不明

外面

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

明黄褐色

(10YR7/6）

橿色

(7.5YR6/8）

橿色

(7.5YR7/6）

浅黄燈色

(lOYR8/4）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

橿色
(5YR7/3）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

黄橿色
(10YR7/4）

にぶい

黄橿色
(l0YR7/2）

橿色

(7.5YR7/6）

浅黄橿色

(l0YR8/4）

橿色

(75YR7/6）

燈色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(10YR6/3）

赤色

（lOR4/6）
浅黄橿色

(7.5YR8/6）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

灰褐色

(7.5YR4/2）

明赤褐色

(25YR5/8）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

赤褐色

(2.5YR4/8）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(7.5YR6/8）

黒褐色

(7.5YR3/2）

橿色

(7.5YR6/6）

褐色

(7.5YR4/3）

色調

内面

燈色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

橿色

(7.5YR7/6）

明黄褐色

(lOYR7/6）

明褐色

(7.5YR5/6）

橿色

(7.5YR7/6）

浅黄橿色

(10YR8/4）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

橿色
(5YR7/3）

橿色

(7.5YR6/6）

にぶい

橿色
(7.5YR7/4）

にぶい

黄橿色
(10YR7/2）

灰色

(5Y6/1）

灰黄褐色

(l0YR4/2）

灰黄色

(2.5Y6/2）

にぶい

燈色

(7.5YR7/4）

にぶい

黄橿色

(10YR6/4）

浅黄燈色

(l0YR8/4）

にぶい

橿色

(7.5YR6/4）

褐灰色

(lOYR4/1）

橿色

(5YR7/6）

にぶい

燈色

(7.5YR6/4）

明赤褐色

(2.5YR5/8）

橿色

(7.5YR7/6）

燈色

(5YR6/6）

黄褐色

(l0YR5/8）

黒褐色

(7.5YR3/2）

橿色

(7.5YR7/6）

褐色

(7.5YR4/3）

断面

にふざい

黄橿色

(lOYR7/4）
暗灰色

(N3/0）

に.ぷい

橿色

(l0YR7/4）
暗灰色

(N3/0）

橿色

(7.5YR7/6）

明黄褐色

(10YR7/6）

橿色

(7.5YR6/8）

橿色

(7.5YR7/6）

浅黄橿色

(l0YR8/4）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

橿色
(7.5YR7/3）

橿色

(7.5YR6/6）

黄灰色

(2.5Y6/1）

にぶい

黄橿色
(10YR7/2）

浅黄橿色

(10YR8/4）

黒色

(7.5Y2/1）

灰黄色

(2.5Y6/2）

褐灰色
(7.5YR4/l）
燈色

(7.5YR6/6）

黄灰色

(2.5Y6/1）

浅黄橿色

(75YR8/6）

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

橿色

(7.5YR7/6）

灰色

(N4/0）

浅黄燈色

(7.5YR8/6）

燈色

(7.5YR7/6）

灰黄色

(2.5Y6/2）

橿色

(5YR7/6）

明褐色

(7.5YR5/8）

橿色

(5YR7/6）

にぶい

橿色

(7.5YR7/4）

黄灰色

(25Y4/1）

残存状態

口縁

1/12

3/12

2/12

2/12

5/12

12/12

2/12

底部

6/12

以上

3/12

以上

6/12

以上

完存

備考

(その他）

赤彩有り。口
縁部内面・羽
状文。ロ縁部
外面・擬凹線
2条。
弥生末～古墳
初頭

赤彩有り

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳

初頭

1孔3組3穿
孔

引く生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳

初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

l孔2組2穿
孔

弥生末～古墳
初頭

2孔2組4穿
孔

弥生末～古墳
初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

赤彩有り。ロ
縁部外面・擬
凹線4条、棒
状浮文。胴部
外面・隆帯2
条、横線、山
形文、横線、
山形文。
弥生未～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

上げ底

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳
初頭

内面・水銀朱
付着。
弥生末～古墳
初頭

赤彩有り
(隆帯）
弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳

初頭

2孔2組4穿
孔

弥生末～古墳
初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳

初頭

l孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳

初頭

弥生末～古墳
初頭

赤彩有り。胴
部・斜位列点
文、横線文
刺突列

弥生末～古墳
初頭

挿図 図版

87 36

87 36

92 37

92 37

92

92

92 36

92 37

92 37

92 37

92 37

92

92 37

92 37

92

92

93 37

93

96

96 38

96 38

96 38

96 38

96

96 38

96 38

96

96 38

96



遺物

番号

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183-1

183-2

184-1

184-2

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

出土地点

(遺構）

SXO9

(SDO9－
W）

SXO9

(SDO9－
N）

SX12

(SDl2－
SE）

SX12

(SD12－
SE）

SX10

(SD10－
NE）

SXlO

(SD10－
NE）

SX10

(SD10－
NW）

SX10

(SD10－
SW）

SX10

(SD10－
NE）

SX10

(SD10－
NW･NE）

SX10

(SD10－
NW･NE）

SX10

(SD10－
NE）

SX10

(SD10－
NE）

SX10

(SD10－
NE）

SX10

(SD10－
NE）

SX10

(SD10－
SE）

SX10

(SD10－
NE）

SD21B

SK17

SK25

SZO4

SZ24

SZ27A

SZ27B

SZ32

SZ33

SZ60

SZ60

SZ60

SZ62

SZ62

SZ62

層位 器種

02 パレス壷

02 壷・底部

Ⅱ 高杯

Ⅲ 広口壷

02 高杯・脚部

01 喪

02 杯蓋

01 杯蓋

01 杯身

01 喪

01 喪

01 直口壷

01 直口壷

02 高杯・脚部

02 壷

01 盤

01 長頚壷

02 高杯・脚部

01 高杯・脚部

01 壷

01
山茶椀
皿

山茶椀

壷

瀬戸・美濃

片口

01 山茶椀

01
山茶椀

皿

01 かわらけ

01 かわらけ

01 かわらけ

01 山茶椀

01 山茶椀

01
山茶椀
皿

口径
(c､）

(18.4）

(144）

(13.0）

(23.0）

(21.0）

(11.8）

(8.3）

(10.5）

(19.1）

(22.0）

(8.4）

8.6

9.0

8.5

13.6

(14.0）

8.5

法量

器高
(c､）

(1.92）

(2.45）

12.4

(1.45）

1.7

1.7

1.5

5.0

4.95

1.4

底径
(皿）

(6.1）

(46）

(10.6）

(5.8）

(3.6）

11.5

(3.1）

(4.8）

2.4

2.4

2.0

4.9

5.25

5.2

最大幅
(c､）

(120）

11．0

8.6

9.0

(14.0）

4金ヶ

胎土

密(2mmの石

英を1個含

む）

密（1mm以下
の長石、金
雲母を少量
含む）

やや粗(0．3
､､程の泥岩

を多く含
み、1mmの

長石を2少丞
含む）

やや粗(僕を

多数含む）

密

やや粗（1mm

以下の長
石、石英、
金雲母を少
量含む）

密

密

密（1mm以下

の長石を少

量含む）

密

密

密(2mm以下

の長石を1

～2個含む）

密（1mm以下

の長石を少

量含む）

密(0.5～1
mmのチャー

ト、石英を
少量含む）

密(0.5～2

mmの石英
長石を少量
含む）

密

密（1～1.5

mmの長石を

少量含む）

密

密

やや粗（1mⅡ
以下の長石、

少量含む）

密（2mm以下
の長石、数
個見られる）

密

密

密

密（1mm以下

の蝶を少量

含む）

密

やや粗（1mm

以下の長

石、わずか
に含む）

やや粗

密(0.5mm以

下の長石を

少量含む）

密

密

密（1mm以下

の長石が少

量見られる）

焼成

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

普通

普通

良好

良好

普通

普通

普通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

普通

普通

良好

良好

良好

良好

表（7）

調整

外面

ミガキ

ミガキ

調整不明

口縁部下ハ

ケ

ナデ

口縁部ナ

デ、胴部ハ
ケ

天井部回転
へラ削り、
口縁部回転
ナデ

天井部回転
へラ肖りり、
口縁部回転
ナデ

回転ナデ

回転ナデ

胴部格子目

タタキ

ナデ

ナデ

調整不明

調整不明

底部回転へ

ラ削り

回転ナデ

調整不明

調整不明

ナデ

回転ナデ、
回転糸切り
痕

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

底部回転糸

切り痕

口縁部～体

部回転ナ
デ、底部回
転糸切り痕

ナデ

ナデ

ナデ

回転ナデ
底剖3外面回

転糸切り
痕、高台端
部もみがら

痕

回転ナデ
底部外面回
転糸切り

痕、高台端
部もみがら

痕

回転ナデ、

底部外面回

転糸切り痕

内面

ハケ

板ナデ

ナデ

ナデ

しぼり痕

ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ

調整不明

ナデ、指頭

痕

しぼり痕

ナデ、ミガ

キ

底部回転ナ

デ

ナデ

ミガキ

調整不明

板ナデ

回転ナデ

回転ナデ

指ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

外面

明褐色

(7.5YR5/6）

IこふざL，

黄撞色

（10YR6/4）
暗灰色

(N3/0）

明黄褐色

(l0YR6/6）

にぶい

橿色

(75YR6/4）

橿色

(7.5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

灰色

(7.5Y6/1）

灰白色

(25Y8/1）

灰白色

(N7/0）

灰白色

(N7/O）

灰白色

(N7/O）

黒褐色

(7.5YR3/1）

灰色

(N4/O）

橿色

(5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

灰白色

(N7/0）

黒褐色

(7.5YR3/1）

明赤褐色

(2.5YR5/6）

明赤褐色

(5YR5/8）

赤色

(10R4/6）

灰白色

(5Y7/1）

浅黄橿色

(l0YR8/3）

淡黄色

(5Y8/3）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(2.5Y7/1）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/2）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(l0YR8/3）

浅黄橿色

(10YR8/3）

灰黄色

(25Y7/2）

にぶい

黄橿色

(lOYR7/3）

灰黄色

(2.5Y7/2）

遺構一覧表・遺物観察表217

色調

内面

黒色

(7.5Y2/1）

黄灰色

(2.5Y4/1）

明黄褐色

(10YR6/6）

にぶい

黄橿色

(10YR7/4）

にぶい

黄橿色
(lOYR7/4）

にぶい

黄橿色

(10YR6/4）

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(2.5Y8/1）

灰白色

(N7/0）

灰白色

(N7/O）

灰白色

(N7/0）

にぶい

褐色

(7.5YR6/3）

灰色
(N5/0）
赤灰色
(2.5YR5/1）

橿色

(5YR7/6）

橿色

(5YR6/6）

灰白色

(7.5Y7/1）

黒褐色

(10YR3/1）

明赤褐色

(5YR5/6）

明赤褐色

(5YR5/8）

赤色

(l0R4/6）

灰白色

(5Y7/1）

浅黄橿色

(l0YR8/4）

淡黄色

(2.5Y7/3）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）

にぶい

黄橿色

(10YR7/2）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(l0YR8/3）

浅黄橿色

(10YR8/3）

灰黄色

(25Y7/2）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/3）

灰黄色

(2.5Y7/2）

断面

明褐色

(7.5YR5/6）

黄灰色

(25Y5/1）

明黄褐色

(10YR6/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/4）

橿色

(5YR7/6）

にぶい

黄橿色

(l0YR6/4）

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(25Y8/1）

灰白色

(N7/0）

灰色

(N5/0）

灰色

(N5/0）

灰赤色

(7.5R6/2）

灰赤色

(7.5R6/2）

浅黄橿色

(7.5YR8/6）

褐灰色

(l0YR6/1）

灰白色

(7.5Y7/1）

黄灰色

(2.5Y6/1）

橿色

(7.5YR6/6）

橿色

(5YR6/6）

橿色

(5YR6/6）

灰白色

(5Y7/1）

浅黄燈色

(10YR8/4）

灰黄色

(2.5Y7/2）

明紫灰色

(5PB7/1）

浅黄橿色

(7.5YR8/4）

浅黄橿色

(10YR8/3）

浅黄橿色

(10YR8/3）

灰黄色

(2.5Y7/2）

浅黄橿色

(10YR8/3）

残存状態

口縁

2/12

1.5/12

2/12

1.3/12

2/12

5/12

5/12

5/12

2/12

7/12

12/12

12/12

12/12

6/12

12/12

底部

3/12

以下

6/12

以上

3/12

以下

3/12

以上

3/12

以下

完存

3/12

以上

3/12

以下

6/12

以上

完存

完存

完存

完存

完存

備考

(その他）

赤彩有り。横
線ハケ3条。
弥生末～古墳
初頭

弥生末～古墳

初頭

1孔3組3穿
孔

弥生末～古墳
初頭

ロ縁・擬凹線

3条。

弥生末～古墳
初頭

屈折脚

5世紀末

5世紀末

天井部・浮

文

5世紀末

5世紀末

5世紀末

5世紀末

5世紀末

波状文5条

5世紀末

5世紀末

(3透孔か？）

混入

赤彩なし。□
縁部内佃リ・横

編◎凹線、4

孔。
混入

混入

8世紀末の可

能性

頚部・2条沈

線
混入

7世紀後半

弥生末～古墳

初頭
1孔4糸且4穿

子L◎

弥生未～古域
初頭

赤彩有り

弥生末～古墳
初頭

生田

11型式

灰粕

古瀬戸前期

灰紬

明和

7型式

A2b

A2b

A2b

にぶい樗伝．
(5YR6/4)ロ
縁剖3外面に少

しライン状に
ある

大畑大洞

8型式

大畑大洞

8型式

D底部外

面・墨書有

挿図 図版

96 38

96

99 39

99

104 38

104

104 39

104 39

104 38

104 38

104 38

104 39

104 39

104

104 38

104

104 39

109 39

109 39

109 39

127 39

127 39

127 40

127 40

128 39

128 39

128 40

128 40

128 40

129 40

129 40

129 40
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遺物

番号

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

出土地点

(遺構）

SZ62

SZ62

SZ62

SZ67

SZ67

SZ67

SZ67

SZ110

SZ110

P61

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

層位 器種

01
山茶椀

皿

01
山茶椀

皿

01
山茶椀

皿

山茶椀

山茶椀

皿

山茶椀

皿

山茶椀

皿

01 山茶椀

01 山茶椀

02 喪(小）

Ⅱ 杯蓋

Ⅱ 杯身

01 杯身

01 高杯

01 饗

Ⅱ 饗

Ⅱ 平瓶

灰軸陶器

椀

灰軸陶器

段皿

灰紬陶器

椀

灰袖陶器

椀

山茶椀

山茶椀

山茶椀

山茶椀

山茶椀

皿

山茶椀

山茶椀

皿

山茶椀

皿

山茶椀

皿

山茶椀

皿

山茶椀

皿

口径
(c､）

8.1

8.1

8.8

13.2

8.5

9.1

9.0

14.4

14.2

(11.4）

(11.0）

(11.5）

(29.4）

(12.4）

14.5

(12.4）

12．4

10．5

(9.8）

8.3

8.7

(9.0）

8.5

7.9

法量

器高
(c､）

1.3

1.2

1.15

5.4

1.9

1.9

2.0

5.8

6.1

(3.3）

2.15

5.4

3.0

(34）

3.7

2.4

(3.0）

1.2

1.5

(2.2）

1.1

2.2

底径
(c､）

4．7

4.5

5.8

5.1

4.5

5.1

5.0

6.1

5.85

(6.0）

(6.4）

6.9

(64）

(7.8）

5.1

7.6

(3.8）

3.7

5.1

3．7

4.5

5.0

(5.3）

6.1

3.4

最大幅
(c､）

8.8

14.2

(12.9）

14.5

10.4

8．2

8.5

7.7

胎土

密（1mm程の

長石が少量

有る）

密

密

密

密（1mm以下
の長石が少
量みられる）

密（1mm以下
の長石が少
量みられる）

密

密

密（5mm大の
長石2ケ
2mm大の長
石数個見ら

れる）

やや粗(0.5

～1.5mmの長
石、石英、
チャートを

多く含む）

密（1mm以下
の長石を少
量含む）

密(0.5mm以下
の長石、多
数含む）

密

密

密(0.5～1

mm程の長石

を少量含む）

密（1mm程の

長石を少垂
含む）

密(0.5mm程の
石英、長石
を少量含む）

密

密(0.5mm以

下の長石
を少量含む）

密

密

密

密(5mm大の

長石をわず

かに含む）

密（1mm以下

の砂粒を少

量含む）

密(1.5～2

mm程の長石

を少量含む）

密

密(0.5mm程

の長石を少

量含む）

密

密

密（1mm以下
の長石をわ

ずかに含む）

密（1mm以下
の長石、わ
ずかに含む）

密

焼成 調整

外面

回転ナデ、

良好
底部外面回
転糸切り
痕、板目

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

普通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ

底部外面回

転糸切り痕

回転ナデ、

底部外面回

転糸切り痕

回転ナデ
底部外面回
転糸切り
痕、高台端
部もみがら
痕

回転ナデ、
底部外面回
転糸切り痕

回転ナデ、
底部外面回
転糸切り痕

回転ナデ、
底部外面回
転糸切り痕

回転ナデ

底部回転糸
切り痕、板
目、高台端
部もみがら

痕

回転ナデ

底部回転糸
切り痕、板
目、高台端
部もみから
痕

ハケ

天井部回転
へラ肖りり、
口縁部回転
ナデ

回転ナデ

天井部回転
ヘラ削り

後、回転ナ
デ、口縁部
回転ナデ

杯部回転ナ
一●

プ

ロ縁部～頚
部回転ナ
デ、胴部格

子目夕タキ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
底部回転糸
切り痕

回転ナデ

底部回転糸
切り痕、板
目、高台も
みがら痕

回転ナデ、

高台もみが

ら痕

回転ナデ、

高台もみが

ら痕

回転ナデ

底部回転糸
切り痕、高
台もみがら痕

回転ナデ

底部回転糸

切り痕

回転ナデ

底部回転糸

切り痕

回転ナデ、
底部回転糸
切り痕

回転ナデ、
底部回転糸
切り痕

回転ナデ、
底部回転糸
切り痕

回転ナデ、
底部回転糸
切り痕

回転ナデ、
底部回転糸
切り痕

内面

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

回転ナデ、

底部内面静

止指ナデ

回転ナデ

回転ナデ、
底部内面指
ナデ

回転ナデ

回転ナデ

静止指ナデ

回転ナデ

静止指ナデ

板ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

調整不明

口縁部～頚
部回転ナ
デ、胴部当

て具痕

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

底部板ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転コテナ

デ

回転コテナ

デ

回転ナデ、
底部静止指
ナデ

回転ナデ、

底部板ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

外面

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

(5Y8/1）

灰白色

(5Y7/1）

浅黄橿色

(l0YR8/3）

淡黄色

(25Y8/3）

に志省い

褐色

(7.5YR5/4）

灰白色

(2.5Y7/1）

灰色

(5Y6/1）

灰白色

(5Y7/1）

オリーブ灰
色

(2.5GY6/1）

灰色

(7.5Y6/1）

灰色

(5Y5/1）

黒色

(5Y2/1）

浅黄色

(2.5Y7/3）

灰白色

(2.5Y7/1）

淡黄色

(2.5Y8/3）

浅黄色

(2.5Y7/3）

淡黄色

(2.5Y8/3）

灰白色

(2.5Y7/1）

浅黄色

(25Y7/3）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰オリーブ

色

(5Y6/2）
浅黄橿色
(l0YR8/4）

灰オリーブ
色

(5Y5/2）

明黄褐色
(10YR7/6）

灰白色

(5Y7/1）

灰黄色

(2.5Y8/2）

浅黄橿色

(10YR8/4）

灰白色

(2.5Y8/1）

浅黄色

(2.5Y7/4）

色調

内面

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

.(5Y7/2）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

(5Y8/1）

灰白色

(5Y7/1）

浅黄橿色

(lOYR8/4）

淡黄色

(2.5Y8/3）

黒褐色

(2.5Y3/2）

灰白色

(2.5Y7/1）

灰色

(5Y6/1）

灰白色

(5Y7/1）

にふざい

赤褐色
(5YR5/3）

灰色

(l0Y5/1）

灰色

(5Y5/l）

に.ぷい

黄梧伝“
(10YR6/3）

浅黄色

(2.5Y7/4）

灰黄色

(25Y7/2）

淡黄色

(2.5Y8/3）

淡黄色

(2.5Y8/3）

浅黄橿色

(10YR8/4）

灰白色

(25Y7/1）

浅黄色

(25Y7/3）

灰白色

(2.5Y8/2）

灰色

(7.5Y6/l）
黄橿色

(10YR8/6）

灰オリーブ
色

(5Y5/2）
明黄褐色
(10YR7/6）

灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）

浅黄橿色

(l0YR8/4）

灰白色

(25Y8/1）

浅黄色

(2.5Y7/4）

断面

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰白色

(N7/O）

灰白色

(10YR8/2）

に志苔い

橿色

(7.5YR6/4）

灰白色

(2.5Y7/1）

灰色

(5Y6/1）

灰白色

(5Y8/2）

に.ぶい

赤褐色

(5YR5/3）

灰白色

(N7/O）

灰色

(5Y5/1）

にふざい

黄燈色

(l0YR6/3）

浅黄色

(2.5Y7/4）

灰白色

(2.5Y7/1）

淡黄色

(2.5Y8/3）

灰白色

(5Y7/1）

淡黄色

(25Y8/3）

灰白色

(25Y7/l）

浅黄色

(2.5Y7/3）

灰白色

(25Y8/2）

黄橿色

(10YR8/6）

灰色

(5Y6/1）

灰白色

(N7/0）

灰白色

(7.5Y8/1）

浅黄燈色

(l0YR8/4）

灰白色

(2.5Y8/1）

灰白色

(10YR8/2）

残存状態

口縁

11/12

12/12

12/12

10/12

12/12

12/12

12/12

10/12

12/12

5/12

1/12

0.9/12

O/12

1.5/12

1/12

O/12

9/12

O/12

7/12

11/12

8/12

9.5/12

9/12

12/12

7.5/12

7/12

6/12

底部

完存

完存

完存

完存

完存

完存

完存

完存

完存

6/12

以上

3/12

以下

6/12

以上

完存

3/12

以上

6/12

以上

6/12

以上

完存

完存

3/12

以上

完存

完存

完存

完存

完存

3/12

以上

完存

6/12

以上

備考

(その他）

F内面。自
然袖少量有。
底部外面．墨
書有

B底外面墨

書有

明和

7型式

内外面・自然

紬有

内外面・自然
紬有。
白土原～明和
6～7型式

自然粕がみら

れる･

白土原

6型式

白土原

6型式

7世紀後半

7世紀後半

7世紀後半

7世紀

口縁部・沈
線。その下に
2段の刺突
列。
7世紀後半

内外面・自然
紬付着
7世紀後半

0－53

0－53

H-72

H-72？

明和

7型式

5型式(b）

大洞東

10型式

大洞東

10型式

生田

11型式

生田

11型式

7～11型式

明和

7型式

白土原

6型式

7～11型式

5型式

併行

挿図 図版

129 40

129 40

129 40

129 40

129 41

129 41

129 41

130 41

130 41

131 41

132 42

132 42

132 42

132 42

132 42

132 42

132 42

133 42

133 42

133 42

133 42

134 42

134

134 42

134 42

134 42

134

134

134 42

134 42

134 42

134
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遺物

番号

出土地点

(遺構）

層位 器種 法量

口径
(c､）

器高
(c､）

底径
(c､）

最大幅
(c､）

胎土 焼成 調整

外面 内面

色調

外面 内面 断面

残存状態

口縁 底部

備考

(その他）

挿図 図版

236 包含層
古瀬戸

根来型瓶子
(10.0） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

に.ぷい

黄色

(2.5Y6/4）

に.ぷい

黄色

(2.5Y6/3）

3/12

以下

後3～4型式

(15c）
135 42

237 包含層
古瀬戸

水注
4.5 密 普通 回転ナデ 回転ナデ

灰オリーブ
色

(7.5Y5/3）

灰オリーブ

色

(7.5Y5/3）
12/12 灰粕 135 42

238 包含層
古瀬戸

四耳壷

密(細かい石

英、チャー

卜を多く含
む）

普通 回転ナデ 回転ナデ

にふざい

黄橿色
(lOYR7/4）

に志喜い

黄橿色
(lOYR7/3）

3/12

以下

灰紬

前3（？）型式
135 42

239 包含層 仏像 密 良好
灰白色

(l0YR8/2）
135 45

240 包含層
美濃

香炉
7.3 4.05 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰黄色

(2.5Y7/2）

灰黄褐色

(l0YR6/2）
9/12 完存

足
粕
三
灰

8小型式
135 45

241 包含層
美濃

仏飽具
6.0

密（3mm以下
の石英を少

量含む）
普通 回転ナデ 回転ナデ

黒褐色

(lOYR2/2）

黒褐色

(l0YR2/2）
完存
鉄紬

7小型式
135 41

242 包含層
瀬戸・美濃

灯明
7.8 4.6 5.1 密 普通 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）
11/12 完存

灰粕

11小型式
135 45

243 包含層
瀬戸・美濃

仏鯛具
6.2 密 良好 回転ナデ 回転ナデ 12/12

染付

10～11小型式
135 43

244 包含層
瀬戸

鉢(火入れ）
密 普通 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(5Y8/2）

灰白色

(l0Y8/1）
10/12 完存

灰紬、鉄紬

10～11小型式
135 43

245 包含層
戸
掛
瀬
瓶

(11.5） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ 緑粕
浅黄色

(2.5Y7/3）
1.5/12

銅緑紬

10小型式
135 42

246 包含層
美濃

香炉
15.0 8.0 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(5Y8/2）

灰白色

(5Y8/2）
12/12 完存

獣足(三足）
灰紬

5小型式
135 45

247 包含層
瀬戸

半胴(中喪）
15.6 13.0 14.0 密 普通

胴
ナ
回
り

》
嘩
犀
剖

口
部
デ
転

回転ナデ
暗褐色

(7.5YR3/3）

暗褐色

(7.5YR3/3）
10/12

6/12

以上

鉄紬、灰紬

10,11小型式
135 43

248 包含層 七厘？ (21.7） 20.4 (15.9） 密 普通 ナデ？ ナデ？

緑灰色

(5G6/1）
灰白色

(5Y8/l）

緑灰色
(5G6/1）
灰白色

(5Y8/1）
暗赤褐色

(lOR3/2）

4/12
3/12

以上
135 45

249 包含層
美濃

小椀
5.6 3.7

高台径

3.1

密(少量の長

石、石英を
含む）

普通

胴
ナ
ー
へ

》
嘩
緬
》

口
部
デ
底

ラ肖リリ

回転ナデ

に志苦い

黄橿色

(10YR7/4）

にぶい

黄橿色
(lOYR7/3）

12/12 完存
灰粕

10，11小型式
136 45

250 包含層
美濃

小椀
5.8 3.2

高台径
3.1

密（3mm以下

の石英、長
石、チャー
卜を少量含
む）

普通 回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(5Y8/2）

灰白色

(5Y8/2）
12/12 完存

灰紬

8，9小型式
136 45

251 包含層
美濃

小椀
5.5 2.8

高台径
3.2
密 良好

胴
ナ
ー
へ

》
匪
緬
》

口
部
デ
底

ラ肖リリ

回転ナデ
灰白色

(5Y7/2）

灰白色

(5Y7/2）
12/12 完存

灰紬

10,11小型式
136 45

252 包含層
美濃

小椀
6.7 3.7 3.5

高台径
3.2

密(細かい長
石を少量含
む）

普通

胴
ナ
ー
へ

》
嘩
緬
》

ロ
都
デ
底

ラ肖リリ

回転ナデ
灰白色

(5Y7/2）

灰白色

(5Y7/2）
12/12 完存

灰紬

8小型式
136 45

253 包含層
美濃

小椀
5.4 3.7 3.1 密 良好

胴
ナ
ー
へ

》
匪
細
》

口
部
デ
底
ラ肖Ijり

回転ナデ
灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(2.5Y8/1）
12/12 完存

灰粕

8，9小型式
136 45

254 包含層
一
戸
口

瀬
猪

6.0 6.1 5.1
高台径
4.8
密 良好 回転ナデ 回転ナデ

明青灰色

(5B7/1）
10/12

6/12

以上

染付

10～11小型式
136 43

255 包含層
瀬戸・美濃

天目茶椀
(10.0） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

褐色

(lOYR4/4）

暗褐色

(l0YR3/3）
3.2/12

鉄紬？

7小型式
136 45

256 包含層
美濃

中鉢
15.0 5.7

高台径

(85）
密 良好

回転ナデ、
胴部～底部
回転へラ肖'1り

回転ナデ
灰色

(10Y6/1）

灰色

(10Y6/1）
10.5/12

6/12

以上

染付

11小型式
136 45

257 包含層
瀬戸・美濃

広東茶椀
12.1 6.6 7.1 密 普通 回転ナデ 回転ナデ

明オリーブ

灰色

(5GY7/1）

灰白色

(5Y7/1）
12/12 完存 染付 136 43

258 包含層
瀬戸

広東茶椀
11．1 5.6 6.0 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）
12/12 完存

染付

10小型式
136 43

259 包含層
瀬戸

広東茶椀
(11.2） 6.0

高台径

6.2
密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(5Y7/1）

灰白色

(5Y7/1）
7/12 完存

染付

10型式
136 43

260 包含層
瀬戸・美濃
はぶりわん

(丸椀）
12．5 7.9

高台径

5.0

密(細かい石

英、長石が
少量含まれ
る）

普通 回転ナデ 回転ナデ
暗赤灰色

(7.5R3/1）

暗赤灰色

(7.5R3/1）
7/12

6/12

以上

粕薬不明

3小型式
136 43

261 包含層
美濃

中鉢
13.8 5.05 9.0

高台径

7.6
密 良好 回転ナデ 回転ナデ

明青灰色

(5B7/1）
12/12 完存

染付

11小型式
136 43

262 包含層
美濃

中鉢
(14.0） 5.8

高台径

8．0
密 良好

胴
ナ
ー
へ

評
酔
“
》

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ 6.5/12
6/12

以上

染付

11小型式
136 43

263 包含層
瀬戸

鉢(中鉢）
18.9 8.8

高台径

7.3
密 良好

回転ナデ
高台回転
ラ削り

、
へ 回転ナデ

灰白色

(2.5Y8/2）

灰白色

(2.5Y8/2）
7.5/12 完存

鉄袖、灰軸

11小型式、
明治

137 43

264 包含層
瀬戸・美濃

鉢
(19.2） 7.8

高台径

8.35
密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(7.5Y8/1）

灰白色

(7.5Y8/1）
2/12 完存

染付

11小型式
137 43

265 包含層
美濃

丸椀
(9.7） 6.2

高台径

4.0
密 良好 回転ナデ 回転ナデ

黒色

(7.5YR2/1）

黒色

(7.5YR2/l）
5/12 完存

亥'1印
鉄袖

7小型式
137 43

266 包含層
美濃

徳利(小瓶）
5.0 密 良好

回転ナデ
高台回転
ラ削り

、
へ 回転ナデ

に.ぶい

黄褐色

(l0YR5/4）

に志碧い

黄褐色

(lOYR5/4）
完存
袖薬不明
8小型式～
幕末

137 43

267 包含層
美濃

徳利
11.4 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(5Y8/2）

灰白色

(5Y8/2）
完存
灰紬

幕末、明治小
137 43

268 包含層
美濃

行平
18．2 10．5 7.4

密（1mmの長
石を少垂含
む）

良好 回転ナデ 回転ナデ
赤褐色

(5YR4/6）

赤褐色

(5YR4/6）
6/12

6/12

以上

錆紬

7小型式
137 43

269 包含層
瀬戸・美濃

鍋
(13.4） 密 良好

胴
ナ
ー
ヘ

評
嘩
押
錘

口
部
デ
底

ラ削り

回転ナデ
暗褐色

(7.5YR3/4）

暗褐色

(7.5YR3/4）
10/12

錆紬、灰軸
8小、

9小型式
137 43

270 包含層
美濃

土瓶
(10.6） 11.2 (7.0） 密 普通

口縁部～胴
部回転ナ

デ、胴部～
底部回転へ
ラ肖'1り

回転ナデ

に.ぷい

赤褐色
(2.5YR4/4）

に.ぷい

赤褐色
(5YR4/4）

2/12
6/12

以上

錆紬
8小～

9小型式
138 43

271 包含層
戸
平
瀬
行

18.6

(21.0）
8．5 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(75Y8/2）

灰白色

(7.5Y8/2）
12/12 完存

灰紬

11小型式
明治

138 43
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表 土器観察表10

遺物

番号

出土地点

(遺構）

層位 器種 法量

口径
(c､）

器高
(c､）

底径
(c､）

最大幅
(c､）

胎土 焼成 調整

外面 内面

色調

外面 内面 断面

残存状態

口縁 底部

備考

(その他）

挿図 図版

272 包含層
美濃

片口
16.2 8.1

高台径
7.4
密 良好

胴
ナ
ー
へ

》
嘩
癖
》

口
部
デ
底

ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰オリーブ

色

(7.5Y6/2）

灰オリーブ

色

(7.5Y6/2）

10.5/12 完存
灰紬

10型式
138 45

273 包含層
瀬戸・美濃

片口
15.7 8.3 6.5 密 良好

胴
ナ
ー
へ

誰
転
部
転

縁
回
胴
銅

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ
灰白色

(2.5Y8/1）

灰白色

(2.5Y8/1）
8/12
6/12

以上
粕薬不明 138

274 包含層
美濃

片口

20.0

22.7
12.75

高台径

11.3
密 良好

胴
ナ
ー
へ

課
嘩
岬
錘

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ

にぶい

黄色

(2.5Y6/4）

にぶい

黄色

(2.5Y6/4）

横位8条の沈

線

灰軸

138 45

275 包含層
美濃

片口

18.5

(21.0）
11.75 9.8

高台径
8.8
密 良好

胴
ナ
ー
へ

誰
転
部
転

縁
回
胴
銅

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰白色

(7.5Y8/2）

灰白色

(7.5Y8/2）
10/12 完存

灰粕

10型式
138

276 包含層
美濃

片口
21.5 13.9 12.4 密 普通

胴
ナ
ー
へ

評
嘩
岬
錘

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ

淡黄色

(2.5Y8/3）

黄褐色

(2.5Y5/4）

淡黄色

(2.5Y8/3）

黄褐色

(25Y5/4）

9/12 完存 灰紬 138

277 包含層
美濃

片口

17．6

(19.8）
11.75 11.0

高台径

10.35
密 良好

胴
ナ
ー
へ

評
嘩
緬
錘

口
部
デ
底

ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰白色

(2.5Y7/1）
12/12 完存

ほぼ完形

灰紬

10型式

138

278 包含層
瀬戸・美濃

片口

19.8

22.3
13.1 10.3

密(チャー

ト、長石を

少量含む）

普通

口縁部～胴

部回転ナ
デ、胴部～
底部回転へ
ラ削り

回転ナデ
浅黄色

(2.5Y7/4）

浅黄色

(2.5Y7/3）
10/12 完存

灰紬

10型式
138 45

279 包含層
美濃

片口
18.2 10.7 10.8

密(細かい

チャート

長石を少量

含む）

良好

胴
ナ
ー
へ

》
嘩
榊
》

口
部
デ
底

ラ削り

回転ナデ
明黄褐色

(2.5Y6/6）

明黄褐色

(2.5Y6/6）
5/12 完存

灰紬

11型式
138

280 包含層
美濃

練鉢
18.0 11.8 11.3

高台径
9.95
密 良好

胴
ナ
ー
へ

》
嘩
榊
》

口
部
デ
底

ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰白色

(l0Y7/2）

灰白色

(10Y7/2）
12/12 完存

形
紬
完
灰

9型式

139 44

281 包含層
美濃

練鉢
17.6 12.1 10.3 密 良好

胴
ナ
ー
へ

誰
転
部
転

縁
回
胴
麺

口
部
デ
底
ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰色

(7.5Y6/1）
灰オリーブ

色(7.5Y6/2）

オリーブ灰

色

(2.5GY6/1）

12/12 完存
灰軸

9型式
139

282 包含層
美濃

鉢
(20.9） 10.1 (12.0） 密 普通 回転ナデ 回転ナデ

極暗赤褐色

(2.5YR2/4）

黒色

(N2/0）

浅黄色

(5Y7/3）
5/12

3/12

以上

鉄紬、灰粕

8小～

11小型式

139 43

283 包含層
美濃

裡鉢
28.0 14.25

高台径
12.3
密 良好

口縁部～胴

部回転ナ
デ、胴部～

底部回転へ

ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

5ケ所

灰白色

(7.5Y7/1）

灰色

(lOY6/1）
9.5/12 完存

灰紬

幕末
139 44

284 包含層
戸
鉢
瀬
裡

32.1 15.3 13.0

密(細かい長

石、石英を

少量含む）

良好

胴
ナ
ー
へ

誰
転
部
転

縁
回
胴
銅

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰白色

(5Y7/2）

灰白色

(5Y7/2）
12/12 完存

灰紬

幕末
139 44

285 包含層
戸
鉢
瀬
裡

(33.0） (17.8） (12.0）

密(細かい長

石を少量含

む）

良好

胴
ナ
ー
へ

評
嘩
榊
雑

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ

トチン痕

3ケ所

灰白色

(5Y8/2）

灰白色

(5Y8/2）
45/12

6/12

以上

灰袖

9小～

10小型式

139

286 包含層
戸
鉢
瀬
裡

18.1 13.6
高台径
13.0
密 普通

胴
ナ
ー
へ

誰
転
部
転

縁
回
胴
銅

口
部
デ
高
ラ削り

回転ナデ、

トチン痕

3ケ所

灰白色

(7.5Y8/2）

灰白色

(5Y7/2）
12/12 完存

灰粕

幕末
139

287 包含層
戸
鉢
瀬
播

30.2 12.4 12.2

密（1mm以下

の長石、多

数含む）

良好

胴
ナ
ー
へ

罪
転
部
転

縁
回
胴
麺

口
部
デ
底

ラ削り

橘り目16本

にぶい

赤褐色

(5YR4/4）

にぶい

赤褐色

(5YR4/4）

9/12
6/12

以上

錆粕

9型式(19c）
139 44

2肥 包含層
戸
鉢
瀬
播

33.9 12.8 14.0

やや粗(2mm

以下の長石

を少量含む）

良好

口縁部～胴
部回転ナ
デ、胴部～
底部回転へ
ラ削り

橘り目17本

にぶい

赤褐色

(5YR4/4）

にぶい

赤褐色

(5YR4/4）

7/12
6/12

以上

錆粕

8型式(18c）
140 44

289 包含層
瀬戸・美濃

播鉢
(25.1） 12.55 (13.0） 密 良好

胴
ナ
ー
へ

》
酔
榊
》

口
部
デ
底

ラ削り

橘り目35本
赤褐色

(2.5YR4/8）

赤褐色

(5YR4/8）
3/12

6/12

以上

粕薬不明

明治(近現代）
140 44

290 包含層
瀬戸・美濃

さや鉢

やや粗（1～

6mm程の長

石、チャー

トを普通に

含む）

普通

回転ナデ

底部回転糸

切り痕

回転ナデ

にぶい

褐色

(7.5YR5/4）

にぶい

黄橿色

(10YR6/4）

12/12 完存 140

291 包含層
瀬戸・美濃

さや鉢
10.3 7.6 11.6

密（5mm以下

の長石、石
英、チャー

卜を多く含
む）

良好

回転ナデ、

底部回転糸

切り痕

回転ナデ
赤褐色

(5YR4/6）

にぶい

赤褐色

(5YR5/4）

12/12 完存 140 43

292 包含層
瀬戸・美濃

さや鉢
(18.0） (18.1）

密(8mmの長

石1ケ、5

mmの長石数

個見られる）

良好

口縁部～胴

部回転ナ
デ、胴部～
底部回転へ

ラ削り

回転ナデ

にぶい

黄橿色

(l0YR7/2）

にぶい

黄橿色

(l0YR7/2）

6/12
6/12
以上

140

293 包含層
瀬戸・美濃

さや鉢
(13.5） (11.0） (15.0）

やや粗（1～

10mm程の磯

を少量含む）

良好
回転ナデ、

底部回転糸

切り痕

回転ナデ
暗赤褐色

(5YR3/4）

明褐色

(7.5YR5/6）
4.5/12

3/12

以上
140 43



遺物

番号

319

320

321

322

323

324

326

327

328

329

330

331

341

342

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

遺物

番号

302

303

304

305

313

314

315

316

317

318

325

332

333

334

335

336

337

338

339

340

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

353

354

出土地点 層位

(遺構）

SZ16

SZ16

SZl6

SZ16

SZ18

SZ18

SZ33 01

SZ33 01

SZ33 01

SZ33 01

SZ33 01

SZ33 01

SZ68 01

SZ68 01

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

出土地点 層位

(遺構）

SB13A－S 02

SB13A－S 02

SB22－S 02

SB22－S 02

SZO9 13

SZO9

SZO9

SZO9

SZO9

SZO9

SZ27B 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ41 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

SZ76 01

種別

銭径(c､）
(A／B）

銅銭 2.41/2.35

銅銭

銅銭

銅銭 2.45/2.46

銅銭 一／2.52

銅銭 －／2.47

銅銭 2.48/2.54

銅銭

銅銭 2.32/2.32

銅銭 2.43／一

銅銭

銅銭 2.43/2.43

銅銭

銅銭 －／2.36

銅銭 2.44/2.44

銅銭 2.30/2.31

銅銭 2.48/2.48

銅銭 2.49/2.49

銅銭 2.29／一

銅銭 2.42/2.45

銅銭

銅銭

銅銭 2.51/2.51

銅銭 2.28/2.28

銅銭 2.70/2.70

銅銭 2.31/2.32

種別

長さ(cm)

鉄釘 (3.40）

鉄釘 (8.10）

鉄釘 (14.00)

鉄釘 (11.05）

鉄釘 4.85

鉄釘 (4.90）

鉄釘 (5.20）

鉄釘 (3.70）

鉄釘 (3.20)

鉄釘 5.90

鉄釘 (4.50）

鉄釘 12.50

鉄釘 12.20

鉄釘 (3.75）

鉄釘 11.10

鉄釘 (3.95）

鉄釘 (4.75）

鉄釘 5.60

鉄釘 (3.90）

鉄釘 6.40

鉄釘 (3.60）

鉄釘 (3.70）

鉄釘 (1.90）

鉄釘 (6.00）

鉄釘 (3.60）

鉄釘 (2.20）

鉄釘 (3.20）

鉄釘 (3.60）

鉄釘 (1.95)

鉄釘 (3.40）

鉄釘 (2.55）

鉄釘 (1.10）
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表28金ヶ崎遺跡金属製品（銭貨）観察表

法量 材質 国名、初鋳年 備考 挿図 図版

内径(c､）
(C／D）

銭厚(cm) 質量(g)

1.81/1.81 (0.12) (3.0) 銅 4枚重なっている 127 49

(0.12） (3.0) 銅
4枚重なっている。
拓本無し

49

(0.12) (3.0) 銅
4枚重なっている。
拓本無し

49

1.97/1.96 (0.12) (3.0) 銅 日本、1636年
4枚重なっている。
古・寛永通費

127 49

－／2.07 0.11 (2.6） 銅 北宋、1023年 天聖元賓 127 49

0.10～0.12 (1.7） 銅 北宋、1068年 1興寧元書 127 49

2.00/2.05 (0.11) (2.8） 銅 日本、1636年
3枚重なっている。
古・寛永通賓

128 49

(0.11) (2.8） 銅
3枚重なっている。
拓本無し

49

1.86/1.87 (0.11) (2.8） 銅 日本、1636年
3枚重なっている。
古・寛永通賓

128 49

2.05/1.99 (0.12～0.15） (2.8） 銅 日本、1636年
3枚重なっている。
古・寛永通費

128 49

(0.12～0.15） (2.8） 銅
3枚重なっている。
拓本無し

49

2.12/2.05 (0.12～0.15） (2.8） 銅 日本、1636年
3枚重なっている。
古・寛永通賓

128 49

2.06／－ 0.12～0．13 (1.4） 銅 北宋、1068年 卿寧元費 129 49

1.90/1.92 0.12～0．14 (1.9） 銅 北宋、1038年 皇宋通費 129 49

1.95/1.95 0.14 3.3 銅 日本、1668,1697年 新・寛永通賓 141 49

1.87/1.87 0.09 1.8 銅 日本、1668,1697年 新・寛永通費 141 49

1.99/1.99 0.11～0.12 2.6 銅 日本、1668,1697年 新・寛永通賓 141 49

2.03/2.01 0.11～0.12 3.1 銅 日本、1636年 古・寛永通賓 141 49

1.85/1.85 0.09 (1.8） 銅 日本、1668,1697年 新・寛永通書 141 49

2.01/2.03 0.09～0.10 2.5 銅 日本、1636年 古・寛永通賓 141 49

2.03/2.02 0.12～0.13 (2.7） 銅 日本、1636年 古・寛永通賓 141 49

1.81/1.81 (0.13～0.14） (2.7） 銅 日本、1668年
2枚重なっている。
新・寛永通賓文銭

141 49

1.82/1.82 (0.13～0.14) (2.7） 銅 日本、1668年
2枚重なっている。
新・寛永通費文銭

141 49

1.85/1.84 0.12～0.13 2.4 銅 日本、1668,1697年 新・寛永通賓 141 49

2.15/2.13 0.09～0.12 2.4 銅 日本、1863年 文久永書 141 49

1.89/1.89 0.09～0.10 1.7 銅 日本、1668,1697年 新・寛永通賓 141 49

表29金ヶ崎遺跡金属製品（鉄釘）観察表

法量 残存状態 備考 挿図 図版

頭部径
(c､）

足部厚さ
(c､） 質量(g)

(1.00） 0.40 (3.4） 頭部、端部欠損 46 48

0.60 (8.9） 頭部、端部欠損 46 48

0.90 0.50 (19.2） 端部欠損 51 48

0.65 (14.9） 2頭部、端部欠損 51 48

1．10 0.40 2.8 127 48

0．40 (1.9） 頭部欠損 127 48

1.00 0.40 (1.5） 端部欠損 127 48

1.25 0.45 (1.9） 端部欠損 127 48

0.20 (0.7） 頭部欠損 127 48

0.85 0.40 2.2 127 48

0.25 (2.3） 頭部欠損 127 48

1.40 0.40 8.9 128 48

1.20 0.35 9.1 128 48

0.25 (1.3） 頭部、端部欠損 128 48

1.10 0.50 8.9 128 48

0.80 0.25 (1.7） 端部欠損 128 48

0.90 0.45 (2.5） 端部欠損 128 48

1.00 0.45 2.3 128 48

0.80 0.35 (1.7） 端部欠損 128 48

1.00 0.35 3.0 128 48

1.10 0.55 (2.0） 端部欠損 129 48

0．45 (2.1） 頭部、端部欠損 129 48

0.40 (0.7） 頭部、端部欠損 129 48

0.50 (4.7） 頭部、端部欠損 129 48

0.15 (1.0） 頭部欠損 129 48

0.20 (0.6） 頭部、端部欠損 129 48

1．00 0.50 (3.2） 端部欠損 木質付着 129 48

1.05 0.40 (2.1） 端部欠損 129 48

(0.35） (2.1） 頭部、端部欠損 木質付着 129 48

1.05 0.25 (2.2） 端部欠損 木質付着 129 48

0.90 0.30 (1.2） 端部欠損 129 48

0.30 (0.1） 頭部、端部欠損 129 48
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遺物

番号

306

309

355

遺物

番号

301

307

308

368

369

370

371

372

373

遺物

番号

310

311

312

遺物

番号

420

遺物

番号

421

422

遺物

番号

402

403

418

428

429

430

431

432

435

436

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

遺物

番号

401

417

426

出土地点 層位 種別

(遺構）

SB22－S 02 刀子

SXO2 Ⅱ 鉄剣

SZ76 01 刀子

出土地点 層位 種別

(遺構）

SB10－N 02 不明

SB22－S 02 不明

SXO1－N Ⅱ 不明

SBO3PO5 02 鉄屑

SB13A－S 02 鉄屑

包含層 鉄屑

包含層 鉄屑

包含層 鉄屑

包含層 鉄屑

出土地点 層位 種別

(遺構）

SXO5 主体部 銅鍍

SXO5 主体部 銅鍍

SXO5 主体部 銅鍍

出土地点 層位

(遺構）

包含層

出土地点 層位

(遺構）

包含層

包含層

出土地点 層位 種類

(遺構）

SB12－S 02 打製石斧

SXO2 01 打製石斧

SDO9－W 01 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

SB13B－S 02 打製石斧

SB16－NW 02 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

包含層 打製石斧

出土地,点 層位 種類

(遺構）

SB16 02 石庖丁

SXO9 01 石庖丁

包含層 石庖丁

表30金ヶ崎遺跡金属製品（刀子・剣）観察表

法量 残存状態
刃部長
(c､）

刃部幅
(c､）

刃部厚さ
(c､） 質量(g)

(5.60） (2.05） (0.30) (12.0） 胴部(？）欠損

(7.50） (2.35） (0.45） (28.6） 両端欠損

(2.20） (1.20） (0.35） (3.5） 刃部先端欠損

表31 金ケ崎遺跡金属製品（その他・不用）観察表

法量 残存状態

長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 質量(g)

4.05 11.50 0.10 5.8

(5.95） (1.10） 0.25 (5.7） 欠損あり

(3.55） (2.70) (0.50) (6.4） 生きた辺、2辺あり

100.7

224.0

179.6

62.1

46.4

307.4

表32金ヶ崎遺跡金属製品（銅鑑）観察表

法量 残存状態
雛身長
(c､）

雛身幅
(c､）

鍍身厚
(c､） 質量(g)

(4.20） (1.60) 0．50 6.2 先端及び逆刺片方欠損

(4.55） (1.50） 0.55 7.3 先端及び逆刺片方欠損

(3.80) (1.50） 0．50 4.9 逆刺両方欠損

表33金ヶ崎遺跡石器（ナイフ形石器）観察表

種類 石材 法量

長さ(mm) 幅(mm) 厚み(m､）

ナイフ形石器 チャート 37.0 12.2

表34金ヶ崎遺跡石器（石鑑）観察表

種類 石材 法量

長さ(mm) 幅(mm) 厚み(mm)質量(g)

石鍛 下呂石 23.0 (14.0) 4.5 (0.8)
石鍍 チャート 22.0 16.5 3.0 0.7

表35 金ヶ崎遺跡石器（打製石斧）観察表

6.4

挟深

(m､）

4.5

備考

1

木質付着

木質付着

備考

備考

有茎有孔
全長（5.90）

有茎全長（6.55）

有茎全長（5.50）

質量(g)

2.7

先端角

()

40

46

石材 法量

長さ(mm) 幅(､､） 厚み(mm)質量(g)

最大幅 刃部

摩耗

自然面

の有無

折損

部位

分類

ホルンフェルス 99.0 41.5 19.0 81.8 刃部 無 2

泥岩 (115.0） (42.5） (11.5） (60.8） 胴部 不明 無 a 3

泥岩 97.5 44.5 10.0 59.3 胴部 有 3

剣 ルンフェルス (115.0） (41.5) (20.0） (89.9） 刃部 無 a 2

剣 ルンフェルス 122.0 44.5 20.5 106.8 胴部 有 有 1

オ ルンフェルス (86.0） (61.5） (10.5) (74.9） 胴部 有 ． 2

オ ルンフェルス 115.0 66.5 24.5 228.5 胴部 有 有 1

ゴ ルンフェルス 77.0 (41.0） 11.0 (37.2） 刃部 有 b 3

泥岩 (67.7） (39.7） (9.5） (41.1） 胴部 有 無 C 1

泥岩 (47.9） (78.2） (10.2） (48.3） 不明 有 有 C 不明
ホルンフェルス 102．0 35.6 19.9 57.3 胴部 有 無 1

ホルンフェルス (94.5） (42.1） (10.8） (65.9） 胴部 無 e 1

泥岩 (93.7） (56.6） (20.5） (141.7） 刃部 不明 有 a 2

ホルンフェルス 87.1 39.2 12.0 55.2 刃部 有 無 2

ホルンフェルス (69.4） (42.3） (8.3） (40.1） 胴部 不明 無 a 1

泥岩 (47.3） (46.2） (9.2） (32.8） 不明 不明 無 f 不明
ホルンフェルス (68.4） (47.9） (19.8） (80.1） 胴部 不明 無 a 1

安山岩 (98.9） (73.0） (19.4） (161.7） 胴部 不明 無 ． 1

泥岩 (76.8） (41.6） (9.8） (41.6） 胴部 不明 有 a 1

ホルンフェルス (78.5） (42.1） (13.9） (53.2） 胴部 有 無 C 1

表36金ケ崎遺跡石器（石庖丁）観察表

石材 法量 刃部 備考

長さ(mm) 幅(mm) 厚み(mm)質量(g) 刃部数 平面形 調整

ホルンフェルス (82.0） (54.5） (13.5) (46.8） 1 直線 両面
泥岩 (71.0） (42.0） (55.0） (19.1） 1 やや外轡 両面

ホルンフェルス (46.0） (41.0） (7.0) (16.7） 1 直線 両面 (孔1）

挿図 図版

51 48

81 48

129 48

挿図 図版

40 48

51 48

78 48

49

49

49

49

49

49

挿図 図版

93 41

93 41

93 41

挿図 図版

142 47

挿図 図版

142 47

142 47

挿図 図版

44 46

81 46

96 46

142 47

142 47

142 47

142 47

142 47

挿図 図版

27 46

96 46

142 47



遺物

番号

427

遺物

番号

419

遺物

番号

423

437

遺物

番号

424

425

遺物

番号

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

遺物

番号

433

434

出土地点(遺構）

包含層

出土地,点

(遺構）

SDO9

出土地点

(遺構）

包含層

SK29

出土地‘点

(遺構）

包含層

包含層

出土地,点

(遺構）

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

SXO5主体部

出土地点

(遺構）

包含層

包含層

層位

層位

01

層位

01

層位

層位

1

01

01

01

01

01

01

01

層位

種類

打製
穂摘具
(有快）

種類

石核

種類

RF

RF

種類

UF

UF

種類

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

管玉

勾玉

勾玉

種類

火輪

火輪
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表37金ヶ崎遺跡石器（打製穂摘具）観察表

石材 法量

長さ(mm) 幅(mm) 厚み(mm)

ホルンフェルス (51.0） (35.0） (8.0）

質量(g) 刃部数

(21.8） 不明

刃部

平面形

不明

調整

不明

快深

(mm)

4.0

表38金ヶ崎遺跡石器（石核）観察表

石材 素材 自然面 打面数 打面状態 作業面数

チャート 原喋 有 1 剥離面1 4

表39金ヶ崎遺跡石器(RF)観察表

石材 法量 備考

長さ(m､） 幅(m､） 厚み(mm)質量(g)

刃部タイプ：削器的(刃部角度が60.以下）
チャート 43.0 21.5 9.0 6.6 刃部数：1刃部箇所の平面形と調整方法：

直線状(両面）

刃部タイプ：削器的(刃部角度が60.以下）
チャート 26.9 41.6 15.5 14.9 刃部数：1刃部箇所の平面形と調整方法：

直線状(両面）

表40金ヶ崎遺跡石器UF観察表

石材 法量 備考

長さ(m､） 幅(m､） 厚み(mm)質量(g)

チャート 37.0 24.5 7.5 5.4
剥離痕の箇所：側縁部縁辺の角度：急
剥離痕箇所の平面形：直線状

チャート 35.0 37.0 10.0 10.0
剥離痕の箇所：側縁部縁辺の角度：急
剥離痕箇所の平面形：凹状

表41金ヶ崎遺跡石器（管玉・匂玉）観察表

石材 法量

長さ(m､） 幅(mm) 厚み(mm)

緑色凝灰岩 (6.2） (3.0） (3.5）

緑色凝灰岩 (13.5） (3.1） (3.2）

緑色凝灰岩 6.6 2.6 2.6

緑色凝灰岩 (11.3） (2.8） (3.0)

緑色凝灰岩 9.0 2.8 3.0

緑色凝灰岩 (6.5） (2.5） (2.6）

緑色凝灰岩 12.7 2.7 2.2

緑色凝灰岩 9.8 2.9 2.7

緑色凝灰岩 10.7 3.7 2.5

緑色凝灰岩 12.6 2.5 2.4

緑色凝灰岩 9.8 2.9 3.0

ヒスイ 7.5 5.0 1.7

ヒスイ 9.2 5.7 2.8

表42金ヶ崎遺跡五輪塔観察表

石材

全高(m､）

花商岩 166.0

花淘岩 134.0

全高一軒
厚(中央）

(m､）

120.0

97.7

軒厚

(中央）
(mm)

46.0

36.3

軒厚(角）
(mm)

52.5

59.1

法量

ほぞ穴

深さ

(m､）

17．0

26.8

笠上部幅 ほぞ上部

(m､） 径(m､）

99.7 60.5

101.5 64.0

質量(g)

(0.1未満）

(0.1未満）

0.1未満

(0.1未満）

0.1

(0.1未満）

0.1未満

0.1

0.1未満

0.1未満

0.1未満

0．1

0.3

軒(上)径 軒(下)径
(､､） (mm)

229.5 224.5

228.5 223.5

挿図 図版

142 47

挿図 図版

96 46

挿図 図版

142 47

挿図 図版

142 47

142 47

挿図 図版

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

93 46

挿図 図版

144 47

144 47
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表43青木横穴墓土器観察表

表44青木横穴墓金属製品観察表

遺物

番号

出土地点

(遺構）

層位 器種 法量

口径
(c､）

顎
岬
底径
(c､）
最大幅
(c､）

胎土 焼成 調整

外面 内面

色調

外面 内面 断面

残存状態

口縁 底部

備考

(その他）

挿図 図版

1
喋床

目地南
高杯 (13.0）

密(0.5mm以

下の長石を

少量含む）
良好 回転ナデ 回転ナデ

灰色

(5Y6/1）

灰色

(N6/0）

灰白色

(N7/O）
1.5/12 7世紀中葉 148

2
喋床

目地南
高杯 (13.3）

密（綴密な

胎土）
良好

口縁部～

胴部回転

ナデ、杯
部胴部～

底部回転

へラ削り、

脚部回転
ナデ

回転ナデ
灰白色

(N7/0）

灰色

(5Y6/1）

灰白色

(5Y7/1）
0.7/12 7世紀中葉 148 53

3
喋床

目地南
高杯 (9.6） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y7/1）

灰白色

(7.5Y8/1）

3/12

以上
7世紀中葉 148 53

4
喋床

目地南
高杯 11.3

密（固く綴

密な胎土）
良好 回転ナデ 回転ナデ

灰色

(N4/0）

暗灰色

(N3/0）

暗灰色

(N3/0）

3/12

以下

三方透孔。

7世紀中葉
148 53

5
喋床

目地南
壷 (5.7） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

灰色

(N6/0）

灰色

(N4/0）

灰色

(N6/0）

3/12

以上

口縁部下。

棒状工具に

よる沈線。
6世紀末

148

6
喋床

目地南
短頚壷 (11.6） (13.4） 密 良好 回転ナデ 回転ナデ

黒色

(N1.5/0）

灰色

(5Y6/1）

褐灰色

(7.5YR5/l）

1/12

以下

内外面・自

然粕有り。

6世紀末

148 53

7
喋床

目地南
山茶椀 (8.8）

やや粗（2

mm以下の長

石を少量含
む）

良好

回転ナデ、

底部回転

糸切り痕、
高台もみ
がら痕

回転ナデ
灰色

(5Y6/1）

黄灰色

(2.5Y6/1）

灰白色

(2.5Y7/1）
0/12 完存 5型式前半 148 53

8
喋床

目地南
山茶椀 (7.5）

やや粗(2.0

mm以下の長

石を含む）

回転ナデ 回転ナデ
灰白色

(2.5Y7/1）

灰白色

(2.5Y7/1）

灰白色

(2.5Y7/1）

6/12

以上
5型式前半 148 53

遺物

番号

出土地点

(遺構）

層位 種別 法量

長さ(c､） 幅(cm) 厚さ(cm) 質量(g)

残存状態 備考 挿図 図版

9-1 玄室南側 03 鉄片 (8.65） (7.85） (9.8） 148 53

9-2 玄室南側 03 鉄片 (3.95） (4.45） (2.8） 148 53

9-3 玄室南側 03 鉄片 (4.85） (2.45） (2.3） 生きた辺あり。 148 53

9-4 玄室南側 03 鉄片 (3.55） (4.85） (2.2） 148 53

9-5 玄室南側 03 鉄片 (3.90） (2.80） (1.9） 148 53

9－6 玄室南側 03 鉄片 (2.15） (3.20） (0.8） 148 53

9-7 玄室南側 03 鉄片 (2.25） (2.70） (0.9） 148 53

9-8 玄室南側 03 鉄片 (2.10） (2.45） (0.9） 148 53

9-9 玄室南側 03 鉄片 (2.05) (2.55） (0.9） 148 53

9-10 玄室南側 03 鉄片 (1.80） (3.20） (1.1） 生きた辺あり。 148 53

9－11 玄室南側 03 鉄片 (1.40） (2.10） (0.4） 148 53

9-12 玄室南側 03 鉄片 (1.35） (1.60） (0.4) 148 53

9-13 玄室南側 03 鉄片 (1.05） (1.25） (0.2） 148 53

9-14 玄室南側 03 鉄片 (1.10) (0.95） (0.1） 148 53

9－15 玄室南側 03 鉄片 (0.65） (0.80） (0.1未満） 148 53

10 玄室南側 01 不明 5.10 1.10 0.25 3.4 148 53

11 玄室南側 01 火打金 (4.95） 2.60 0.40 (6.8）
端部片方、底辺

一部欠損
148 53
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